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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４－ヒドロキシアセトフェノン、又はこの４－ヒドロキシアセトフェノンの美容的もし
くは薬学的に受容できる塩を有する組成物の使用に関し：
　化粧品、マウスウォッシュ、アフターシェーブローション、洗顔料、シャンプー、シャ
ワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオドラントスプレー、家庭用クリーナー、ま
たは液体洗剤用の製剤において、
（ｉ）フレーバーの安定性及び／又は溶解性、及び／又は、
（ｉｉ）親油性成分の安定性及び／又は溶解性、及び／又は、
（ｉｉｉ）フレーバーの持続性または
（ｉｖ）体臭又はキッチン、トイレまたは煙から派生する悪臭の阻害及び／又は減少及び
／又は妨害、を改善し、及び／又は高める組成物の使用。
【請求項２】
　４－ヒドロキシアセトフェノン、又はこの４－ヒドロキシアセトフェノンの美容的もし
くは薬学的に受容できる塩を有する組成物の使用に関し：
　化粧品、マウスウォッシュ、アフターシェーブローション、洗顔料、シャンプー、シャ
ワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオドラントスプレー、家庭用クリーナー、ま
たは液体洗剤用の製剤において、親油性成分可溶化システムとして使用される、組成物の
使用。
【請求項３】
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　前記組成物はさらに、
（ａ）少なくとも１つの親油性成分、及び／又は
（ｂ）水、及び／又は
（ｃ）乳化剤または界面活性剤の少なくとも一方、及び／又は
（ｄ）エタノール、グリセロール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、又はこ
れらの混合物から選択される少なくとも１つのアルコール、を含有する、請求項１又は２
に記載の組成物の使用。
【請求項４】
　前記親油性成分は、脂質、脂肪酸エステル、ポリマー、植物油、中性油又は親油性の特
性を有する分子から選択されるものと、親油性フレーバー及び／又はフラグランスとを含
む、請求項１から３のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【請求項５】
（ａ）　４－ヒドロキシアセトフェノン、又はこの４－ヒドロキシアセトフェノンの美容
的もしくは薬学的に受容できる塩であり、
（ｂ）少なくとも１つの親油性成分を含む、フレーバー又はフラグランス組成物。
【請求項６】
　さらに、
（ｃ）水、及び／又は
（ｄ）エタノール、グリセロール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、又はこ
れらの混合物から選択される少なくとも１つのアルコール、を含有する、請求項５に記載
のフレーバー又はフラグランス組成物。
【請求項７】
　前記親油性成分は、脂質、脂肪酸エステル、ポリマー、植物油、中性油又は親油性の特
性を有する分子から選択されるものと、親油性フレーバー及び／又はフラグランスを含む
請求項５又は６に記載のフレーバー又はフラグランス組成物。
【請求項８】
（ｉ）０～２６．００％（重量基準）のエチルアルコールと、
（ｉｉ）０．２～３．００％（重量基準）の水素化ヒマシ油と、
（ｉｉｉ）０．１～０．５０％（重量基準）のフレーバーと、
（ｉｖ）２．００～７％（重量基準）の７０％ソルビトールと、
（ｖ）０．０５～０．５％（重量基準）のナトリウムサッカリン４５０と、
（ｖｉ）０．０５～０．５％（重量基準）のフッ化ナトリウムと、
（ｖｉｉ）０．０１～１．０％（重量基準）の安息香酸と、
（ｖｉｉｉ）０．０５～１．０％（重量基準）の４－ヒドロキシアセトフェノンと、
（ｉｘ）水（脱イオン水）と、
　任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となる、マウスリン
ス調合物。
【請求項９】
（ｉ）５．００～２５．００％（重量基準）のラウリルエーテル硫酸塩と、
（ｉｉ）１．００～５．００％（重量基準）のコカミドプロピルベタインと、
（ｉｉｉ）０．１０～５．００％（重量基準）の植物油と、
（ｉｖ）０．１０～１０．００％（重量基準）の脂肪酸エステルと、
（ｖ）１．０～３．０％（重量基準）の塩化ナトリウムと、
（ｖｉ）０．５～２．０％（重量基準）のクエン酸と、
（ｖｉｉ）０．００１～２．０％（重量基準）の香油と、
（ｖｉｉｉ）０～１％（重量基準）のフェノキシエタノール、メチル－、エチル－、ブチ
ル－及びプロピルパラベン、ここで、量は１つの化合物に対応する量、または列挙された
２、３、４、５の化合物からなる混合物の合計量であり、
（ｉｘ）０．０５～３．００％（重量基準）の４－ヒドロキシアセトフェノンと、
（ｉｘ）水（脱イオン水）と、
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　任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となる、シャンプー
調合物。
【請求項１０】
（ｉ）０～９０．００％（重量基準）のエチルアルコールと、
（ｉｉ）０．２～３．００％（重量基準）のＰＥＧ４０水素化ヒマシ油と、
（ｉｉｉ）０．１～２．００％（重量基準）のフラグランスと、
（ｉｖ）０．１～２０％（重量基準）のグリセリンと、
（ｖ）１～３０％（重量基準）のアルミニウムクロロヒドレートと、
（ｖｉ）０．１～８０．００％（重量基準）のシクロメチコーンと、
（ｖｉｉ）０．０１～１．０％（重量基準）のフェノキシエタノールと、
（ｖｉｉｉ）０．１～５．００％（重量基準）の脂肪酸エステルまたはカプリリルカプリ
ルトリグリセリドと、
（ｉｘ）０．１～１．００％（重量基準）のエチルヘキシルグリセリドと、
（ｘ）０．０５～１．０％（重量基準）の４－ヒドロキシアセトフェノンと、
（ｘｉ）水（脱イオン水）と、を有し、
　任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となる、シャンプー
調合物。
【請求項１１】
　請求項５～７のいずれか一項に記載のフレーバー又はフラグランス組成物を含有するマ
ウスウォッシュ、アフターシェーブローション、洗顔料、シャンプー、シャワーゲル、ア
ルコール及びノンアルコールデオドラントスプレー、家庭用クリーナー、または液体洗剤
。
【請求項１２】
　４－ヒドロキシアセトフェノンを、最終生成物であるマウスウォッシュ、アフターシェ
ーブローション、洗顔料、シャンプー、シャワーゲル、アルコール及びノンアルコールデ
オドラントスプレー、家庭用クリーナー、または液体洗剤の全体量に対し、０．０５～５
％（重量基準）の範囲で含有する、
　請求項１１に記載のマウスウォッシュ、アフターシェーブローション、洗顔料、シャン
プー、シャワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオドラントスプレー、家庭用クリ
ーナー、または液体洗剤。
【請求項１３】
　前記親油性成分の全体量は、最終生成物であるマウスウォッシュ、アフターシェーブロ
ーション、洗顔料、シャンプー、シャワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオドラ
ントスプレー、家庭用クリーナー、または液体洗剤の全体量に対し、好ましくは０．０５
％～５％（重量基準）の範囲である、請求項１１又は１２に記載のマウスウォッシュ、ア
フターシェーブローション、洗顔料、シャンプー、シャワーゲル、アルコール及びノンア
ルコールデオドラントスプレー、家庭用クリーナー、または液体洗剤。
【請求項１４】
　化粧品組成物、または薬剤組成物（マウスウォッシュ、アフターシェーブローション、
洗顔料、シャンプー、シャワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオドラントスプレ
ー、家庭用クリーナー、または液体洗剤）に、
　（ａ）４－ヒドロキシアセトフェノン、又はこの４－ヒドロキシアセトフェノンの美容
的もしくは薬学的に受容できる塩を前記化粧品組成物または前記薬剤組成物に対し、０．
０５％～５％（重量基準）添加することにより、又は
　（ｂ１）４－ヒドロキシアセトフェノン、又はこの４－ヒドロキシアセトフェノンの美
容的又は薬学的に受容できる塩、　
　（ｂ２）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び／又は
　（ｂ３）少なくとも１つの親油性成分、
　（ｂ４）水、
　（ｂ５）乳化剤または界面活性剤の少なくとも１つ、及び／又は
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　（ｂ６）エタノール、グリセロール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、又
はこれらの混合物から選択される少なくとも１つのアルコール、を含む（ｂ）フレーバー
組成物又はフラグランス組成物を前記化粧品組成物または前記薬剤組成物に対し、０．０
５％～５％（重量基準）添加することにより、
　前記化粧品組成物、又は前記薬剤組成物の
（ｉ）フレーバー及び／又はフラグランスの安定性及び／又は溶解性、及び／又は、
（ｉｉ）親油性成分の安定性及び／又は溶解性、及び／又は、
（ｉｉｉ）フレーバー及び／又はフラグランスの持続性、
を改善及び／または向上する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化粧品及び家庭用製品の分野に属し、特に、フラグランス及びフレーバーを溶
解するために選択されたアセトフェノン誘導体を含むフラグランス及びフレーバー組成物
に関し、さらに、上記製品に用いられた親油性化合物の溶解に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧品及び家庭用製品は、消費者の要望を満たすために、芳香されている場合が多い。
フラグランスの重要な機能は、好ましい香りを与え、製品そのものに付された匂いを消し
、製品に香り特性を与えることである。
【０００３】
　しかし、フラグランスは多くの場合、水溶性が低いまたは非水溶性の化合物であること
から、製品に匂いを与えることが難しい場合が多い。製剤におけるフラグランス（及び親
油性物質）の溶解性を高めるために、乳化剤及び界面活性剤を使用することは、現在にお
ける一般的な技術である。しかし、可溶化剤としてのこれらの製品の使用は、一般的に他
の問題を生じ、例えば透明な製剤に白濁及び濁りを与え、皮膚への刺激および光に対する
感作を生じる。製品にフラグランスを使用することによって生じる他の大きな問題は、揮
発、蒸発、酸化及び不安定性による、保管時における製品の高いロス率である。
【０００４】
　（化粧品及び家庭用）製品において、フラグランス及びフレーバーと同様の溶解性の問
題を生じる物質は、親油性の化合物である。親油性分子の多数は、（化粧品）溶媒におい
て非常に低い溶解性を有し、即時に再結晶化または分離する性質を持つ。先行技術では、
例えばＤＨＥＡ（デヒドロエピアンドロステロン）等の特定の化合物と結合し、親油性化
合物の溶解性の問題を解決する方法が知られている。さらに、親油性化合物を、例えばポ
リ（エチレンオキシド－プロピレンオキシド）ジブロック又はトリブロックコポリマー等
、ブロックコポリマーのミセルにカプセル化し、親油性化合物を溶解する手法が知られて
いる。しかし、これらのブロックコポリマーは、親油性化合物を十分に溶解しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１７２９０８号公報
【０００６】
　従って、フラグランス及びフレーバーの溶解性、特に親油性フラグランス及びフレーバ
ー並びに他の一般的な親油性化合物の溶解性を改善し、例えば凝集、癒着、クリーム化に
対する安定性を改善する化合物及び物質が強く要求されている。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、化粧品、薬剤、家庭用製剤に使用され、フラグランス及びフ
レーバー、特に親油性化合物に対する溶解性を改善する多機能な添加剤を特定することで
ある。特定された添加剤は、製剤に含まれる他の原材料と悪影響が生じないものでなけれ
ばならない。本発明の他の目的は、フラグランス及びフレーバーに関しては上述した性質
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を持ち、同時に一般的な親油性成分、例えば植物油、中性油及び脂肪酸エステル、特に水
性液製剤の処方に関しては、安定性及び溶解性が改善された添加剤に関する。両方の性質
によって、特にフラグランス及びフレーバーが安定し、フラグランス及びフレーバーの持
続性の改善及び／又は向上し、安定したシステムに繋がる。同時に、特定された添加剤は
、脂質を溶解する機能を有し、例えば親油性フラグランス及びフレーバー等の親油性成分
が容易に溶解し、相の分離及び処方の不安定性の回避に繋がる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的は、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を少なくとも１つ有する組成物の使
用に関する。
【化１】

ここで、
Ｒ１は水素またはメチル基であり、
Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣＨ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩
であり、
化粧品、薬剤または家庭用製剤において、
（ｉ）フレーバー及びフラグランスの安定性及び／又は溶解性を改善し、及び／又は；
（ｉｉ）親油性成分の安定性及び／又は溶解性を改善し、及び／又は
（ｉｉｉ）フレーバー及びフラグランスの持続性を改善または向上し、
（ｉｖ）キッチン、トイレまたは煙から派生する体臭または悪臭を阻害及び／又は減少及
び／又は妨害する。
【０００９】
　本発明の別の目的は、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を少なくとも１つ有する組成物
の使用に関する。
【化２】

ここで、
Ｒ１は水素またはメチル基であり、
Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣＨ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩
であり、
化粧品、薬剤または家庭用製剤において、親油性成分可溶化システムとして使用される。
【００１０】
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　本発明における親油性成分可溶化システムとは、様々な原料を含有するシステムであり
、化合物の溶解性、特に親油性の化合物及び／又はフラグランス及び／又はフレーバーの
溶解性を改善及び／又は向上するために、調合物及び製剤に適用されることを目的として
組成された。
【００１１】
　本発明の親油性成分は、脂質、脂肪酸エステル、ポリマー、植物油、中性油または親油
性の性質を持つ分子から選択される。親油性成分は、親油性フレーバー製剤またはフラグ
ランス（例えば精油）、または、ＨＬＢ値が２０以下、好ましくはＨＬＢ値が１５以下、
さらに好ましくは１０以下の親油性物質であってもよい。
【００１２】
　本発明の混合物において、親油性成分は、０．０５～１０％（重量基準）、好ましくは
０．１～５％（重量基準）、さらに好ましくは０.２～３％（重量基準）の割合で使用さ
れる。これらは、本発明の製剤及び調合物のうち、少量だけ存在する。
【００１３】
　本発明の親油性フレーバー及びフラグランスは、例えば、以下の化合物の群から選択さ
れる。
　以下のような炭化水素の群：３－カレン；α－ピネン；β－ピネン；α－テルピネン；
p－シモール；ビサボレン；カンフェン；カリオフィレン；セドレン；ファルネセン；リ
モネン；ロンギホレン；ミルセン；オシメン；バレンセン；（E，Z）－１,３,５－ウンデ
カトリエン；
例えば以下のような脂肪族アルコール:ヘキサノール；オクタノール；３－オクタノール
；２,６－ジメチルヘプタノール；２－メチル－２－ヘプタノール；２－メチル－２－オ
クタノール；（Ｅ）－２－ヘキセノール；（Ｅ）－ 及び （Ｚ）－３－ヘキセノール；１
－オクテン－３－オール；３,４,５,６,６－ペンタメチル－３／４－ヘプテン－２－オー
ル及び３,５,６,６－テトラメチル－４－メチレンヘプタン－２－オールの混合物；（E，
Z）－２,６－ノナジエノール；３,７－ジメチル－７－メトキシオクタン－２－オール；
９－デセノール；１０－ウンデセノール；４－メチル－３－デセン－５－オール；
　例えば以下のような脂肪族アルデヒド及びそのアセタールの群：ヘキサナール；ヘプタ
ナール；オクタナール；ノナナール；デセナール；ウンデセナール；ドデカナール；トリ
デカナール；２－メチルオクタナール；２－メチルノナナール；（Ｅ）－２－ヘキセナー
ル；（Ｚ）－４－ヘプテナール；２,６－ジメチル－５－ヘプテナール；１０－ウンデセ
ナール；（Ｅ）－４－デセナール；２－ドデセナール；２,６,１０－トリメチル－５,９
－ウンデカジエナール；ヘプタナールジエチルアセタール；１,１－ジメトキシ－２,２,
５－トリメチル－４－ヘキセン；
　例えば以下のような脂肪族ケトン及びそのオキシム：２－ヘプタノン；２－オクタノン
；３－オクタノン；２－ノナノン；５－メチル－３－ヘプタノン；５－メチル－３－ヘプ
タノンオキシム；２,４,４,７－テトラメチル－６－オクテン－３－オン；
　例えば以下のような脂肪族含硫黄化合物の群：３－メチルチオヘキサノール；３－メチ
ルチオヘキシルアセテート；３－メルカプトヘキサノール；３－メルカプトヘキシルアセ
テート；３－メルカプトヘキシルブチレート；３－アセチルチオヘキシルアセテート；１
－メンテン－８－チオール；
　例えば以下のような脂肪族ニトリルの群：２－ノナン酸ニトリル；２－トリデカノン酸
ニトリル；２,１２－トリデカジエノン酸ニトリル；３,７－ジメチル－２,６－オクタジ
エノン酸ニトリル；３,７－ジメチル－６－オクテノン酸ニトリル；
　脂肪族カルボン酸のエステルの群：（Ｅ）－及び（Ｚ）－３－ヘキセニルホルメート；
エチルアセトアセテート；イソアミルアセテート；ヘキシルアセテート；３,５,５－トリ
メチルヘキシルアセテート；３－メチル－２－ブテニルアセテート；（Ｅ）－２－ヘキセ
ニルアセテート；（Ｅ）－及び（Ｚ）－３－ヘキセニルアセテート；オクチルアセテート
；３－オクチルアセテート；１－オクテン－３－イルアセテート；エチルブチレート；ブ
チルブチレート；イソアミルブチレート；ヘキシルブチレート；（Ｅ）－及び（Ｚ）－３
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－ヘキセニルイソブチレート；ヘキシルクロトネート；エチルイソバレレート；エチル－
２－メチルペンタノエート；エチルヘキサノエート；アリルヘキサノエート；エチルヘプ
タノエート；アリルヘプタノエート；エチルオクタノエート；エチル－（E，Z）－２,４
－デカジエノエート；－メチル－２－オクチネート；－メチル－２－ノニノエート；アリ
ール－２－イソアミロキシアセテート；－メチル－３,７－ジメチル－２,６－オクタジエ
ノエート；
　例えば以下のような非環式テルペンアルコールの群：シトロネロール；ゲラニオール；
ネロール；リナノール；ラバンズロール；ネロリドール；ファルネソール；テトラヒドロ
リナノール；テトラヒドロゲラニオール；２,６－ジメチル－７－オクテン－２－オール
；２,６－ジメチルオクタン－２－オール；２－メチル－６－メチレン－７－オクテン－
２－オール；２,６－ジメチル－５,７－オクタジエン－２－オール；２,６－ジメチル－
３,５－オクタジエン－２－オール；３,７－ジメチル－４,６－オクタジエン－３－オー
ル；３,７－ジメチル－１,５,７－オクタトリエン－３－オール；２,６－ジメチル－２,
５,７－オクタトリエン－１－オール；及びそれらのホルメート、アセテート、プロピオ
ネート、イソブチレート、ブチレート、イソバレレ－ト、ペンタノエート、ヘキサノエー
ト、クロトネート、チグリネート及び３－メチル－２－ブテノエート；
　例えば以下のような環式テルペンアルデヒド及びケトン:ゲラニアール；ネラール；シ
トロネラール；７－ヒドロキシ－３,７－ジメチルオクタナール；７－メトキシ－３,７－
ジメチルオクタナール；２,６,１０－トリメチル－９－ウンデセナール；ゲラニルアセト
ン；ゲラニアール、ネラール、７－ヒドロキシ－３,７－ジメチルオクタナールのジメチ
ル及びジエチルアセテート；
　例えば以下のような環式テルペンアルコールの群：
メントール；イソプレゴール；α－テルピネオール；テルピネオール－４；メンタン－８
－オール；メンタン－７－オール；ボルネオール；イソボルネオール；リナノールオキシ
ド；ノポール；セドロール；アンブリノール；ベチベロール；グアイオール；及びそれら
のホルメート；アセテート；プロピオネート；イソブチレート；ブチレート；イソバレレ
－ト；ペンタノエート；ヘキサノエート；クロトネート；チグリネート及び３－メチル－
２－ブテノエート；
　例えば以下のような環式テルペンアルデヒド及びケトン：メントン；イソメントン；８
－メルカプトメンタン－３－オン；カルボン；カムファー；フェンチョン；α－イオノン
；β－イオノン；α－ｎ－メチル－イオノン；β－ｎ－メチル－イオノン；α－イソメチ
ル－イオノン；β－イソメチル－イオノン；α－鉄；α－ダマスコン；β－ダマスコン；
β－ダマスセノン；Δ－ダマスコン；γ－ダマスコン；１－（２,４,４－トリメチル－２
－シクロヘキセン－１－イル）－２－ブテン－１－オン；１,３,４,６,７,８a－ヘキサヒ
ドロ－１,１,５,５－テトラメチル－２H－２,４－a－メタノナフタレン－８（５H－）－
オン；ノーカトン；ジヒドロノーカトン；α－シネンサール；β－シネンサール；
　例えば以下のような環式アルコールの群：４－tert.－ブチルシクロヘキサノール；３,
３,５－トリメチルシクロヘキサノール；３－イソカンフィルシクロヘキサノール；２,６
,９－トリメチル－Z２,Z５,E９－シクロドデカトリエン－１－オール；２－イソブチル－
４－メチルテトラヒドロ－２H－ピラン－４－オール；
　例えば以下のような脂環式アルコールの群：α－３,３－トリメチルシクロヘキシルメ
タノール；２－メチル－４－（２,２,３－トリメチル－３－シクロペント－１－イル）ブ
タノール；２－メチル－４－（２,２,３－トリメチル－３－シクロペント－１－イル）－
２－ブテン－１－オール；２－エチル－４－（２,２,３－トリメチル－３－シクロペント
－１－イル）－２－ブテン－１－オール；３－メチル－５－（２,２,３－トリメチル－３
－シクロペント－１－イル）－ペンタン－２－オール；３－メチル－５－（２,２,３－ト
リメチル－３－シクロペント－１－イル）－４－ペンテン－２－オール；３,３－ジメチ
ル－５－（２,２,３－トリメチル－３－シクロペント－１－イル）－４－ペンテン－２－
オール；１－（２,２,６－トリメチルシクロヘキシル）ペンタン－３－オール；１－（２
,２,６－トリメチルシクロヘキシル）ヘキサン－３－オール；
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　例えば以下のような脂環式カルボン酸のエステルの群：アリール－３－シクロヘキシル
プロピオネート；アリールシクロヘキシロキシアセテート；メチルジヒドルジャスモネー
ト；メチルジャスモネート；－メチル－２－ヘキシル－３－オキソシクロペンタンカルボ
キシレート；エチル－２－エチル－６,６－ジメチル－２－シクロヘキセンカルボキシレ
ート；－エチル－２,３,６,６－テトラメチル－２－シクロヘキセンカルボキシレート；
エチル－２－メチル－１,３－ジオキソラン－２－アセテート；
　例えばスチレンやジフェニルメタン等の芳香性炭化水素の群:
　例えば以下のようなアリール脂肪族アルコールの群：ベンジルアルコール；１－フェニ
ルエチルアルコール；２－フェニルエチルアルコール；３－フェニルプロパノール；２－
フェニルプロパノール；２－フェノキシエタノール；２,２－ジメチル－３－フェニルプ
ロパノール；２,２－ジメチル－３－（３－メチルフェニル）プロパノール；１,１－ジメ
チル－２－フェニルエチルアルコール；１,１－ジメチル－３－フェニルプロパノール；
１－エチル－１－メチル－３－フェニルプロパノール；２－メチル－５－フェニルペンタ
ノール；３－メチル－５－フェニルペンタノール；３－フェニル－２－プロペン－１－オ
ール；４－メトキシベンジルアルコール；１－（４－イソプロピルフェニル）エタノール
；
　例えば以下のようなアリール脂肪族アルコール及び脂肪族カルボン酸の群：ベンジルア
セテート；ベンジルプロピオネート；ベンジルイソブチレート；ベンジルイソバレレート
；２－フェニルエチルアセテート；２－フェニルエチルプロピオネート；２－フェニルエ
チルイソブチレート；２－フェニルエチルイソバレレート；１－フェニルエチルアセテー
ト；α－トリクロメチルベンジルアセテート；α, α－ジメチルフェニルエチルアセテー
ト；α, α－ジメチルフェニルエチルブチレート；シンナミルアセテート；２－フェノキ
シエチルイソブチレート；４－メトキシベンジルアセテート；
　例えば以下のようなアリール脂肪族エーテルの群：２－フェニルエチルメチルエーテル
；２－フェニルエチルイソアミルエーテル；２－フェニル－エチル－１－エトキシエチル
エーテル；フェニルアセトアルデヒドジメチルアセタール；フェニルアセトアルデヒドジ
エチルアセタール；ヒドロアトロパアルデヒドジメチルアセタール；フェニルアセトアル
デヒドグリセロールアセタール；
　例えば以下のような芳香族及びアリール脂肪族アルデヒドの群：ベンズアルデヒド；フ
ェニルアセトアルデヒド；３－フェニルプロパナール；ヒドロアトロパアルデヒド；４－
メチルベンズアルデヒド；４－エチルフェニルアセトアルデヒド；３－（４－エチルフェ
ニル）２,２－ジメチルプロパナール；２－メチル－３－（４－イソプロピルフェニル）
プロパナール；２－メチル－３－（４－tert.－ブチルフェニル）プロパナール；３－（
４－tert.－ブチルフェニル）プロパナール；桂皮アルデヒド；α－ブチル桂皮アルデヒ
ド；α－アミル桂皮アルデヒド；α－ヘキシル桂皮アルデヒド；３－メチル－５－フェニ
ルペンタナール；４－メトキシベンズアルデヒド；４－ヒドロキシ－３－メトキシベンズ
アルデヒド；４－ヒドロキシ－３－エトキシベンズアルデヒド；３,４－メチレンジオキ
シベンズアルデヒド；３,４－ジメトキシベンズアルデヒド；２－メチル－３－（４－メ
トキシフェニル）プロパナール；２－メチル－３－（４－メチレンジオキシフェニル）プ
ロパナール；
　例えば以下のような芳香族及びアリール脂肪族ケトンの群：アセトフェノン；４－メチ
ルアセトフェノン；４－メトキシアセトフェノン；４－tert.－ブチル－２,６－ジメチル
アセトフェノン；４－フェニル－２－ブタノン；４－（４－ヒドロキシフェニル）－２－
ブタノン；１－（２－ナフタレニル）エタノール；ベンゾフェノン；
　例えば以下のような芳香族及びアリール脂肪族カルボン酸及びそのエステル：安息香酸
；フェニル酢酸；安息香酸メチル；安息香酸エチル；安息香酸ヘキシル；安息香酸ベンジ
ル；フェニル酢酸メチル；フェニル酢酸エチル；フェニル酢酸ゲラニル；フェニルエチル
フェニル酢酸；けい皮酸メチル；けい皮酸エチル；けい皮酸ベンジル；けい皮酸フェニル
エチル；けい皮酸シンナミル；アリールフェノキシアセテート；メチルサリチレート；イ
ソアミル サリチレート；ヘキシルサリチレート；シクロヘキシルサリチレート；cis－３
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－ヘキシルサリチレート；ベンジルサリチレート；フェニルエチル サリチレート；－メ
チル－２,４－ジヒドロキシ－３,６－ジメチルベンゾエート；エチル－３－フェニルグリ
シデート；エチル－３－メチル－３－フェニルグリシデート；
　例えば以下のような含窒素芳香族化合物の群：２,４,６－トリニトロ－１,３－ジメチ
ル－５－tert.－ブチルベンゼン；３,５－ジニトロ－２,６－ジメチル－４－tert.－ブチ
ルアセトフェノン；桂皮酸ニトリル；５－フェニル－３－メチル－２－ペンタンニトリル
酸；５－フェニル－３－メチルペンタンニトリル酸；メチルアントラニレート；－メチル
－Ｎ－メチルアントラニレート；メチルアントラニレートと７－ヒドロキシ－３,７－ジ
メチルオクタナール, ２－メチル－３－（４－tert.－ブチルフェニル）プロパナール又
は２,４－ジメチル－３－シクロヘキセンカルバルデヒドとのシッフ塩基；６－イソプロ
ピルキノリン；６－イソブチルキノリン；６－sec.－ブチルキノリン；インドール；スカ
トール；２－メトキシ－３－イソプロピルピラジン；２－イソブチル－３－メトキシピラ
ジン；
　例えば以下のようなフェノール、フェニルエチル及びフェニルエステルの群:エスドラ
ゴール、アネトール、オイゲニルメチルエーテル、イソオイゲノール、イソオイゲニルメ
チルエーテル、チモール、カルバクロール、ジフェニルエーテル、β－ナフチルメチルエ
ーテル、β－ナフチルエチルエーテル、β－ナフチルイソブチルエーテル、１,４－ジメ
トキシベンゼン、オイゲニルアセテート、２－メトキシ－４－メチルフェノール、２－エ
トキシ－５－（１－プロペニル）フェノール、p－クレジルフェニルアセテート；
　例えば以下のような複素環化合物の群：２,５－ジメチル－４－ヒドロキシ－２H－フラ
ン－３－オン；２－エチル－４－ヒドロキシ－５－メチル－２H－フラン－３－オン；３
－ヒドロキシ－２－メチル－４H－ピラン－４－オン；２－エチル－３－ヒドロキシ－４H
－ピラン－４－オン；
　例えば以下のようなラクトンを含む群：１,４－オクタノリド；３－メチル－１,４－オ
クタノリド；１,４－ノナノリド；１,４－デカノリド；８－デセン－１,４－オリド；１,
４－ウンデカノリド；１,４－ドデカノリド；１,５－デカノリド；１,５－ドデカノリド
；１,１５－ペンタデカノリド；cis－及びtrans－１１－ペンタデセン－１,１５－オリド
；cis－及びtrans－１２－ペンタデセン－１,１５－オリド；１,１６－ヘキサデカノリド
；９－ヘキサデセン－１,１６－オリド；１０－オキサ－１,１６－ヘキサデカノリド；１
１－オキサ－１,１６－ヘキサデカノリド；１２－オキサ－１,１６－ヘキサデカノリド；
エチレン１,１２－ドデカンジオエート；エチレン１,１３－トリデカンジオエート；クマ
リン；２,３－ジヒドロクマリン；オクタヒドロクマリン。
【００１４】
　驚くべきことに、本発明の組成物を使用した式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、以下
の全ての要求を同時に満たすことが判明した。
【００１５】
　式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体又は美容的又は薬学的に許容可能な塩は、以下を助長
する：
・アルコール水、好ましくはエタノール水ベースの製剤における、フラグランス及びフレ
ーバー及び／又は親油性成分の溶解を助長し、クリア、透明な溶液を生成する。上述した
式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を添加しない場合、フラグランス及びフレーバー及び／
又は親油性成分の油滴製法によって、同じ処方は濁った不透明な製剤となる。
・クリアかつ透明な溶液を生成するために、水性液製剤において、フラグランス及びフレ
ーバー及び／又は親油性成分の溶解を助長する。上述した式（Ｉ）のアセトフェノン誘導
体を添加しない場合、フラグランス及びフレーバー及び／又は親油性成分の油滴製法によ
って、同じ製剤は濁った不透明な処方となる。
・体臭などの悪臭、特に汗による体臭を著しく消し去り、さらにキッチン、トイレ、煙か
ら発生した悪臭を消し去る。
【００１６】
　従って、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、「真のマルチタスク成分」と言われるニ
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【００１７】
　驚くべきことに、単独または２以上のアセトフェノン誘導体との混合物として使用され
る式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、特にｏ／ｗ又はｗ／ｏエマルジョンとして、式（
Ｉ）のアセトフェノン誘導体の親油性化合物の改善された溶解性によって、エマルジョン
を安定する機能を持つ。
【００１８】
　上述した使用において、さらに好ましい実施例としては、本発明の組成物は以下を有す
る：
　（ａ）少なくとも１つの式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体：
【化３】

　ここで、
Ｒ１は水素またはメチル基であり、Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣＨ３群、ま
たは美容的、薬学的に受容できる塩であり、
（ｂ）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び／又は
（ｃ）少なくとも１つの親油性成分、
（ｄ）水、及び
（ｅ）乳化剤または界面活性剤の少なくとも１つ、及び／又は
（ｆ）少なくとも１つのアルコール、を有する。
【００１９】
　本発明の目的に適したアルコールは、エタノール、グリセロール、プロピレングリコー
ル、ブチレングリコール、又はこれらの混合物から選択される。
【００２０】
　第１実施例において、上記の組成物は以下を含む：
（ｉ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、２－ヒドロキシアセトフェノン、３－ヒドロ
キシアセトフェノン、４－ヒドロキシアセトフェノン及びこれらの混合物からなる群から
選択され：
（ｉｉ）フレーバー及び／又はフラグランスは、精油並びにアルデヒド、ケトン、アルコ
ール、エーテル、エステル、炭化水素及びこれらの混合物をベースとしたフラグランス及
びフレーバー等、合成及び天然フラグランス及びフレーバーから選択され、
（ｉｉｉ）親油性成分は、脂質、脂肪酸エステル、ポリマー、植物油、中性油又は親油性
の特性を有する分子から選択される。
【００２１】
　本発明の組成物の使用に関する第２実施例においては、組成物は以下の原料を含有する
：
【００２２】
（ａ）少なくとも１つの、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体、
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【化４】

　ここで、Ｒ１は水素またはメチル基であり、Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣ
Ｈ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩であり、
（ｂ）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び／又は
（ｃ）少なくとも１つの親油性成分、
（ｄ）水、及び
（ｅ）乳化剤または界面活性剤の少なくとも１つ、である。
【００２３】
　特に、本発明で使用される組成物は以下を含有する：
【００２４】
（ａ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、０．０５～５％（重量基準）で含まれており
、
（ｂ）フレーバー又はフラグランスは、０．０５～５％（重量基準）で含まれており、
（ｃ）親油性成分は、０．０５～１０％（重量基準）で含まれており、
（ｄ）水は、５０～９９％（重量基準）で含まれており、
（ｅ）乳化剤または界面活性剤は、０．５～２５％（重量基準）で含まれており、
任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となることを条件とす
る。
【００２５】
　さらに別の好ましい使用において、組成物は以下を含む。
【００２６】
（ａ）少なくとも１つの、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体、

【化５】

　ここで、Ｒ１は水素またはメチル基であり、Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣ
Ｈ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩であり、
（ｂ）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び／又は
（ｃ）少なくとも１つの親油性成分、
（ｄ）水
（ｅ）少なくとも１つのアルコール、を含む。
【００２７】
　特に、本発明で使用される組成物は以下を含有する。
（ａ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、０．０５～５％（重量基準）で含まれており
、
（ｂ）フレーバー又はフラグランスは、０．０５～５％（重量基準）で含まれており、
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（ｃ）親油性成分は、０．０５～５％（重量基準）で含まれており、
（ｄ）水は、５０～９５％（重量基準）で含まれており、
（ｅ）乳化剤または界面活性剤は、０．５～１０％（重量基準）で含まれており、
（ｆ）アルコールは、０．５～５０％（重量基準）で含まれており、
任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となることを条件とす
る。
【００２８】
　上記の組成物は、好ましくは化粧品、薬剤、家庭用製剤として使用され、好ましくはフ
レーバー又はフラグランス組成物として使用される。
【００２９】
　さらに、本発明は以下を含有するフレーバー及びフラグランス組成物に関する：
【００３０】
（ａ）少なくとも１つの、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体、
【化６】

　ここで、Ｒ１は水素またはメチル基であり、Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣ
Ｈ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩であり、
（ｂ）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び、任意として
（ｃ）少なくとも１つの親油性成分、を有する。
【００３１】
　本発明のフレーバー及びフラグランス成分は、好ましくは以下を含有する：
（ａ）上述した少なくとも１つの、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体、または、または美
容的、薬学的に受容できる塩、
（ｂ）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び／又は
（ｃ）少なくとも１つの親油性成分、
（ｄ）水、
（ｅ）乳化剤または界面活性剤の少なくとも１つ、及び／又は（ｆ）少なくとも１つのア
ルコールを有し、
　好ましくは、
（ｉ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、２－ヒドロキシアセトフェノン、３－ヒドロ
キシアセトフェノン、４－ヒドロキシアセトフェノン及びこれらの混合物からなる群から
選択され、
（ｉｉ）フレーバー及び／又はフラグランスは、アルデヒド、ケトン、アルコール、エー
テル、エステル、炭化水素及びこれらの混合物をベースとしたフラグランス及びフレーバ
ー等の、合成及び天然フラグランス及びフレーバーから選択され、
（ｉｉｉ）親油性成分は、脂質、脂肪酸エステル、ポリマー、植物油、中性油又は親油性
の特性を有する分子から選択される。
【００３２】
　好ましい実施例において、フレーバー又はフラグランス組成物は、以下を含有する。
【００３３】
（ａ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、０．０５～５％（重量基準）で含まれており
、
（ｂ）フレーバー又はフラグランスは、０．０５～５％（重量基準）で含まれており、
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（ｃ）親油性成分は、０．０５～５％（重量基準）で含まれており、
（ｄ）水は、５０～９９％（重量基準）で含まれており、
（ｅ）乳化剤または界面活性剤は、０．５～２５％（重量基準）で含まれており、
（ｆ）アルコールは、０．５～５０％（重量基準）で含まれており、
任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となることを条件とす
る。
【００３４】
＜アセトフェノン誘導体＞
　本発明のアセトフェノン誘導体とは、有機化学における通常の手法で入手できる既知の
化合物をいう。両方の置換成分、ＯＲ１及びＲ２は、メチルケト基のオルト－、メタ－、
パラ－位に配置されることが知られている。
【００３５】
　好ましくは、これらの種類は以下の群から選択される。
【化７】

（Ｉａ）：２－ヒドロキシアセトフェノン
【化８】

（Ｉｂ）：３－ヒドロキシアセトフェノン
【化９】

（Ｉｃ）：４－ヒドロキシアセトフェノン、またはこれらの混合物。
　定義に関して言及すると、美容的または薬学的に許容可能な塩及びその誘導体とは、こ
れらの塩が薬学目的で安全に使用できることを意味する。これは、本発明または発明の特
徴は、式（Ｉ）で表された化合式または薬剤目的において対応する混合物の使用に限定さ
れるものではない。一般的に、薬剤目的で使用される塩は、美容目的、食品または飲料へ
の製剤としても使用され得る。特に、式（Ｉ）の化合物のナトリウム塩、カリウム塩、ア
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ンモニウム塩は、（薬学的に）許容可能な塩と解される。いくつかのケースでは、これら
に相当するイオン系化合物または溶媒キャリアは、改変されていない誘導体よりも優位で
あることが証明されている。式（Ｉ）の化合物の（薬学的に）許容可能な塩（及び対応す
る溶媒）は、標準的な手順によって準備できる。ここで、上述した式（Ｉ）の化合物及び
それに対応する混合物は、（薬学的に）許容可能な塩を含むものと解する。
【００３６】
　好ましい実施例では、本発明で使用される組成物及びフレーバー及びフラグランス成分
は、以下のいずれかの化合物（Ｉａ）、（Ｉｂ）及び（Ｉｃ）の１、２または３を含む：
例えば２－ヒドロキシアセトフェノン及び３－ヒドロキシアセトフェノン又は２－ヒドロ
キシアセトフェノン及び４－ヒドロキシアセトフェノン又は３－ヒドロキシアセトフェノ
ン及び４－ヒドロキシアセトフェノン。
【００３７】
　本発明の別の好ましい実施例は、本発明で使用される組成物並びにフレーバー及びフラ
グランス組成物は、化合物（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｃ）またはこれらの組み合わせを有
し、好ましい組み合わせは以下の通りである。
（ａ）　（Ｉａ）、（Ｉｂ）の組み合わせからなる化合物、
（ｂ）　（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｃ）の組み合わせからなる化合物、
（ｃ）　（Ｉａ）、（Ｉｃ）の組み合わせからなる化合物、
（ｄ）　（Ｉｂ）、（Ｉｃ）の組み合わせからなる化合物。
【００３８】
　驚くべきことに、本発明のアセトフェノン誘導体は、特にエマルジョンではない水ベー
ス界面活性剤の製剤について、水性液製剤を安定させることができる。特に好ましい水性
液製剤は、マウスウォッシュ、アフターシェーブローション、洗顔料、シャンプー、シャ
ワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオドラントスプレー、家庭用クリーナー、液
体洗剤である。
【００３９】
　従って、本発明の更なる特徴は、水性液製剤の保存剤として使用される式（Ｉ）のアセ
トフェノンの使用に関し、特に水ベース界面活性剤に関する。
【００４０】
　さらに、本発明の別の目的は、水性液製剤を安定させるために使用される式（Ｉ）のア
セトフェノンの使用に関し、特に水ベース界面活性剤の処方に関する。
【００４１】
　ここで、水ベースシステムの安定化は、製剤または調合物に含まれる化合物の光安定化
または抗酸化作用を基礎としておらず、または組成物に含まれる小さい水滴が形成される
ことによって発生する、システム及びエマルジョンを安定させる抗菌効果に依拠するもの
ではない。本発明における安定化とは、好ましくは水または水アルコールベースの成分及
び組成物において、特にフラグランス及びフレーバー、並びに親油性成分の可溶化剤及び
分解剤としての相乗的効果に基づく。
【００４２】
　特に、本発明の安定化とは、前述したアセトフェノンの使用による物理的安定を言い、
保護基としての機能またはラジカル捕捉など、使用される分子に対する化学反応の安定化
を指すものではない。
【００４３】
　ここで使用されるアセトフェノンは、物理的均質性を保つことにより、（水ベース）製
剤を安定させる。
【００４４】
＜化粧品及び薬剤組成物＞
　本発明の別の実施例は、パーソナルケア製品の組成物に関し、特に、式（Ｉ）の誘導体
の必要量を含んだ化粧品組成物、薬剤組成物、並びにそのフレーバー組成物を言う。
【００４５】
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　式（Ｉ）の全てのアセトフェノン誘導体の全体量は、最終的な化粧品または薬剤組成物
に対し、好ましくは０．０５重量％～５重量％、さらに好ましくは０．５重量％～２重量
％、最も好ましくは０．１重量％～１重量％の間である。
【００４６】
好ましい実施例では、化粧品組成物は以下を含有する：
（ａ）０．０５～５％（重量基準）の、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体、
（ｂ）０．０５～５％（重量基準）のフレーバー物質、
（ｃ）０．０５～１０％（重量基準）の親油性成分、
（ｄ）５０～９９％（重量基準）の水、
（ｅ）０．５～２５％（重量基準）の乳化剤又は界面活性剤、
（ｆ）５～５０％（重量基準）のアルコール、
及び、任意で
（ｇ）０～３５％（重量基準）、好ましくは２～３０％（重量基準）、さらに好ましくは
５～３０％（重量基準）の油成分及び／またはワックス、
（ｈ）０～約２５％（重量基準）の有効成分、
任意の添加成分と併せて、全成分の合計が１００％となることを条件とする。
【００４７】
　特に、化粧品組成物はエマルジョンであり、化粧品組成物の脂肪相は成分（ｃ）及び（
ｇ）によって組成され、安定したエマルジョンを生成するために、化粧品組成物の全体量
に対する脂肪相は、４５％（重要基準）以下、好ましくは４０％である。
【００４８】
　本発明の化粧品組成物及び薬剤組成物は、目的において使用される様々な原料を含んで
もよい。好適な成分は、例えば以下の追加の助剤および添加剤である：研磨材、抗アクネ
剤、皮膚用アンチエイジング剤、抗蜂巣炎剤、抗フケ剤、抗炎症薬、炎症抑制剤、炎症阻
害剤、抗酸化剤、収斂剤、発汗抑制剤、防腐剤、静電防止剤、結合剤、緩衝剤、担体材料
、キレート剤、細胞刺激剤、クレンジング剤、ケア剤、脱毛剤、界面活性物質、脱臭剤、
制汗剤、軟化剤、乳化剤、酵素、精油、繊維、被膜剤、固定剤、発泡剤、発泡安定剤、発
泡防止剤、発泡増強剤、ゲル化剤、ゲル形成剤、ヘアケア剤、ヘアセット剤、ヘア矯正剤
、湿気付与剤、加湿剤、保湿剤、漂白剤、補強剤、しみ抜き剤、光学的漂白剤、含浸剤、
防汚剤、減摩剤、潤滑剤、保湿クリーム、軟膏、乳白剤、可塑剤、被覆剤、艶出剤、光沢
剤、ポリマー、粉剤、プロテイン剤、再油化剤、研削剤、シリコーン剤、皮膚用鎮痛剤、
スキンクレンジング剤、スキンケア剤、皮膚用治癒剤、皮膚用美白剤、皮膚保護剤、皮膚
柔軟化剤、発毛促進剤、冷却剤、皮膚用冷却剤、加温剤、皮膚用加温剤、安定剤、紫外線
吸収剤、ＵＶフィルタ、洗剤、繊維コンディショニング剤、沈澱防止剤、スキンブラウニ
ング剤、増粘剤、ビタミン剤、油、ワックス、脂肪、リン脂質、飽和脂肪酸、モノ不飽和
脂肪酸あるいはポリ不飽和脂肪酸、α－ヒドロキシ酸、ポリヒドロキシ脂肪酸、液化剤、
染料、色保護剤、顔料、防錆剤、芳香剤、風味物質、香料、ポリオール、界面活性剤、電
解質、有機溶剤、またはシリコーン誘導体。
【００４９】
　しかし、全ての（化粧品、薬剤、家庭用）組成物（又はその処方）は、更なる成分、添
加剤及び助剤を含んでもよい。幾つかについては、化粧品及び薬剤の製剤並びに組成物で
使用されると同時に、家庭用製品及び組成物／製剤としても使用される。幾つかの成分、
添加剤及び助剤については、どれが組成物又は製剤として使用されるかの明確な区分けが
存在しない。従って、一連の成分、添加剤及び助剤は、必要に応じて、化粧品及び薬剤の
処方並びに組成物として使用されると同時に、家庭用製品及び組成物／製剤としても使用
してもよい。以下に列挙される成分、添加剤及び助剤は例示であり、組成物／製剤を限定
するものではない。
【００５０】
Ａ．界面活性剤
　他の助剤または添加物は、アニオン性界面活性剤及び／又は両性または双性イオン性界
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面活性剤である。アニオン性界面活性剤の代表的な例として以下が挙げられる：石鹸、ア
ルキルベンゼンスルホン酸塩、アルカンスルホン酸塩、オレフィンスルホン酸塩、アルキ
ルエーテルスルホン酸塩、α－メチルエステルスルホン酸塩、スルホ脂肪酸、アルキル硫
酸、アルキルエーテル硫酸、グリセリンエーテル硫酸塩、脂肪酸エーテル硫酸塩、ヒドロ
キシ混合エーテルスルホン酸塩、モノグリセリド（エーテル）硫酸塩、脂肪酸アミド（エ
ーテル）硫酸塩、モノおよびジアルキルスルホサクシネート、モノおよびジアルキルスル
ホスクシネート、スルホトリグリセリド、アミド石鹸、エーテルカルボン酸およびその塩
、脂肪酸イセチオネート、脂肪酸サルコシネート、脂肪酸タウリド；Ｎ－アシルアミノ酸
、例えばアシルラクチレート、アシルタートレート、アシルグルタメート、およびアシル
アスパレート；およびアルキルオリゴグルコシド硫酸塩、タンパク質脂肪酸縮合物（特に
小麦ベースの植物性製品）およびアルキル（エーテル）リン酸塩である。アニオン性界面
活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含む場合、この鎖は従来のホモログ分布を有しても
よいが、好ましくは狭いホモログ分布を有する。両性または双性イオン性界面活性剤の例
は、アルキルベタイン、アルキルアミドベタイン、アミノプロピオネート、アミノグリシ
ネート、イミダゾリニウムベタインおよびスルホベタインである。上記した界面活性剤は
全て既知化合物である。これらの構造及び製造に関する情報は、例えば、J．Falbe（編）
、“Surfactants in Consumer Products”、Springer Verlag, Berlin, 1987、54-124頁
またはJ．Falbe（編）、“Katalysatoren， Tenside und Mineraloeladditive （Catalys
ts，Surfactants and Mineral Oil Additives）”、Thieme Verlag、スタットガルト、19
78、123－217頁等の概要をまとめた書籍で見つけられる。製剤中に対する界面活性剤の割
合は、０．１～１０重量％、好ましくは０．５～５重量％を占める。
【００５１】
Ｂ．油成分
　Ｏ/Ｗエマルジョンを構成する適した油成分の例は、６～１８個、好ましくは８～１０
個の炭素原子を有する脂肪族アルコールに基づくゲルベアルコール、直鎖または分岐Ｃ６

～Ｃ２２の脂肪族アルコールとの直鎖Ｃ６～Ｃ２２の脂肪酸のエステル、または直鎖また
は分岐Ｃ６～Ｃ２２の脂肪族アルコールとの分岐Ｃ６～Ｃ１３のカルボン酸のエステル、
例えば、ミリスチン酸ミリスチル、パルミチン酸ミリスチル、ステアリン酸ミリスチル、
イソステアリン酸ミリスチル、オレイン酸ミリスチル、ベヘン酸ミリスチル、エルカ酸ミ
リスチル、ミリスチン酸セチル、パルミチン酸セチル、ステアリン酸セチル、イソステア
リン酸セチル、オレイン酸セチル、ベヘン酸セチル、エルカ酸セチル、ミリスチン酸ステ
アリル、パルミチン酸ステアリル、ステアリン酸ステアリル、イソステアリン酸ステアリ
ル、オレイン酸ステアリル、ベヘン酸ステアリル、エルカ酸ステアリル、ミリスチン酸イ
ソステアリル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン酸イソステアリル、イソステア
リン酸イソステアリル、オレイン酸イソステアリル、ベヘン酸イソステアリル、オレイン
酸イソステアリル、ミリスチン酸オレイル、パルミチン酸オレイル、ステアリン酸オレイ
ル、イソステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル、ベヘン酸オレイル、エルカ酸オレ
イル、ミリスチン酸ベヘニル、パルミチン酸ベヘニル、ステアリン酸ベヘニル、イソステ
アリン酸ベヘニル、オレイン酸ベヘニル、ベヘン酸ベヘニル、エルカ酸ベヘニル、ミリス
チン酸エルシル、パルミチン酸エルシル、ステアリン酸エルシル、イソステアリン酸エル
シル、オレイン酸エルシル、ベヘン酸エルシル、およびエルカ酸エルシルなどが含まれる
。他の適した物質には、分枝アルコール、特に２－エチルヘキサノールとの直鎖のＣ６～
Ｃ２２の脂肪酸のエステル、直鎖または分岐のＣ６～Ｃ２２の脂肪族アルコール、特にマ
レイン酸ジオクチルとのＣ１８～Ｃ３８のアルキルヒドロキシカルボン酸のエステル、多
価アルコール（例えば、プロピレングリコール、ダイマージオールまたはトリマートリオ
ールなど）および／またはゲルベアルコールとの直鎖および／または分岐の脂肪酸のエス
テル、Ｃ６～Ｃ１０の脂肪酸に基づくトリグリセリド、Ｃ６～Ｃ１８の脂肪酸に基づく液
状モノ－／ジ－／トリグリセリド混合物、芳香族カルボン酸、特に安息香酸とのＣ６～Ｃ

２２の脂肪族アルコールおよび／またはゲルベアルコールのエステル、直鎖または分岐の
１～２２個の炭素原子を有するアルコールまたは２～１０個の炭素原子および２～６個の
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ヒドロキシル基を有するポリオールとのＣ２～Ｃ１２のジカルボン酸のエステル、植物油
、分岐した第一級アルコール、置換シクロヘキサン、直鎖および分枝のＣ６～Ｃ２２の脂
肪族アルコールカーボネート、例えば、炭酸ジカプリリル（Ｃｅｔｉｏｌ（登録商標）Ｃ
Ｃ）など、６～１８個、好ましくは８～１０個のＣ原子を有する脂肪族アルコールに基づ
くゲルベカーボネート、直鎖および／または分岐のＣ６～Ｃ２２のアルコールとの安息香
酸のエステル（例えば、Finsolv（登録商標）ＴＮ）、アルキル基当たり６～２２個の炭
素原子を有する直鎖または分枝の、対称または非対称のジアルキルエーテル、例えば、ジ
カプリリルエーテル等（Cetiol（登録商標）ＯＥ）など、ポリオールとのエポキシド化さ
れた脂肪酸エステルの開環生成物、シリコーン油（シクロメチコーン、シリコーン・メチ
コーン生成物など）および／または脂肪族またはナフテン系炭化水素、例えば、スクアラ
ン、スクアレンまたはジアルキルシクロヘキサンなどが含まれる。
【００５２】
Ｃ.乳化剤
　例えば、以下を含む他の界面活性剤を乳化剤として製剤に加えてもよい：
・２～３０ｍｏｌのエチレンオキシドおよび／または０～５ｍｏｌの酸化プロピレンをＣ

８～２２の炭素分子を有する直鎖脂肪族アルコールへ付加する生成物、Ｃ１２～２２の炭
素分子を有する脂肪酸へ付加する生成物、アルキル基において８～１５個の炭素原子を有
するアルキルフェノールへの付加生成物；
・グリセロールに１～３０ｍｏｌのエチレンオキシドのグリセロールを付加した生成物の
Ｃ１２／１８脂肪酸モノエステルおよびジエステル；
・６～２２個の炭素原子を有する飽和および不飽和脂肪酸のグリセロールモノ－およびジ
エステル並びにソルビタンモノ－およびジエステルへの付加生成物ならびにそのエチレン
オキシドへの付加生成物；
・１５～６０ｍｏｌのエチレンオキシドのヒマシ油および／または水素化ヒマシ油への付
加生成物；
・ポリオールエステル、特に、例えばポリグリセロールポリリシノレート、ポリグリセロ
ールポリ－１２－ヒドロキシヒドロキシステアレートまたはポリグリセロールダイメレー
トイソステアレート等のポリグリセロールエステル。
【００５３】
　また、これらの種類のうちのいくつかの混合物も適切である：
・２～１５ｍｏｌのエチレンオキシドのヒマシ油および／または水素化ヒマシ油への付加
生成物；
・直鎖、分岐、不飽和または飽和Ｃ６／２２脂肪酸、リシノール酸および１２－ヒドロキ
システアリン酸、およびグリセロール、ポリグリセロール、ペンタエリトリトール、ジペ
ンタエリスリトール、糖アルコール（例えばソルビトール）、アルキルグルコシド（例え
ばメチルグルコシド、ブチルグルコシド、ラウリルグルコシド）およびポリグルコシド（
例えばセルロース）系の部分エステル；
・リン酸モノ－、ジ－およびトリアルキルリン酸塩およびＰＥＧ－モノ－、ジ－およびト
リアルキルリン酸およびその塩；
・羊毛ろうアルコール；
・ポリシロキサン／ポリアルキルポリエーテルコポリマーおよび相当する誘導体；
・ペンタエリスリトール、脂肪酸、クエン酸および脂肪アルコールの混合エステルおよび
／またはＣ６～２２の炭素原子を有する脂肪酸、メチルグルコースおよびポリオール（好
ましくはグリセロールまたはポリグリセロール）との混合エステル；
・ポリアルキレングリコール、および；
・グリセロールカーボネート。
【００５４】
　脂肪族アルコール、脂肪酸、アルキルフェノール、グリセロールモノ－またはジ－エス
テル及びソルビタンモノ－またはジ－エステルの脂肪酸またはヒマシ油に、エチレンオキ
シドおよび／または酸化プロピレンが添加された製品は、既知であり、入手可能な製品で
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ある。これらは、アルコキシル化度の平均がエチレンオキシドの数および／または酸化プ
ロピレンの数と添加反応との間の比率に対応する、添加反応に用いるホモログ混合物およ
び基板である。酸化エチレンのグリセロールへの付加生成物のＣ１２／１８脂肪酸モノエ
ステル及びジエステルは、化粧品製剤に対する脂質層増強剤として知られている。好まし
い乳化剤については後述する。
【００５５】
（i）部分グリセリド　好適な部分グリセリドの典型例は以下を含む：ヒドロキシステア
リン酸モノグリセリド、ヒドロキシステアリン酸ジグリセリド、イソステアリン酸モノグ
リセリド、イソステアリン酸ジグリセリド、オレイン酸モノグリセリド、オレイン酸ジグ
リセリド、リシノール酸モノグリセリド、リシノール酸ジグリセリド、リノール酸モノグ
リセリド、リノール酸ジグリセリド、リノレン酸モノグリセリド、リノレン酸ジグリセリ
ド、エルカ酸モノグリセリド、エルカ酸ジグリセリド、酒石酸モノグリセリド、酒石酸ジ
グリセリド、クエン酸モノグリセリド、クエン酸ジグリセリド、リンゴ酸モノグリセリド
、リンゴ酸ジグリセリド、およびこれらの工業用混合物で製造工程から少量のトリグリセ
リドを含むもの。１～３０ｍｏｌ、好ましくは５～１０ｍｏｌのエチレンオキシドの上述
の部分グリセリドへの付加生成物もまた好適である。
【００５６】
（ii）ソルビタンエステル　好適なソルビタンエステルは：ソルビタンモノイソステアレ
ート、ソルビタンセスキイソステアレート、ソルビタンジイソステアレート、ソルビタン
トリイソステアレート、ソルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソル
ビタンジオレエート、ソルビタントリオレエート、ソルビタンモノエルケート、ソルビタ
ンセスキエルケート、ソルビタンジエルケート、ソルビタントリエルケート、ソルビタン
モノリシノレート、ソルビタンセスキリシノレート、ソルビタンジリシノレート、ソルビ
タントリリシノレート、ソルビタンモノヒドロキシステアレート、ソルビタンセスキヒド
ロキシステアレート、ソルビタンジヒドロキシステアレート、ソルビタントリヒドロキシ
ステレート、ソルビタンモノタートレート、ソルビタンセスキタートレート、ソルビタン
ジタートレート、ソルビタントリタートレート、ソルビタンモノシトラート、ソルビタン
セスキシトラート、ソルビタンジシトラート、ソルビタントリシトラート、ソルビタンモ
ノマレエート、ソルビタンセスキマレエート、ソルビタンジマレエート、ソルビタントリ
マレエートおよびこれらの工業用混合物。ソルビタンエステルに１～３０ｍｏｌ、好まし
くは５～１０ｍｏｌのエチレンオキシドを付加した生成物も好適である。
【００５７】
（iii）ポリグリセロールエステル　好適なポリグリセロールエステルの典型例は下記を
含む：ポリグリセリル－２－ジポリヒドロキシステレート（Dehymuls（登録商標）PGPH）
）、ポリグリセロール－３－ジイソステアレート（Lameform（登録商標）TGI））、ポリ
グリセリル－４－イソステアレート（Isolan（登録商標）ＧＩ３４））、ポリグリセリル
－３－オレエート、ジイソステアロイルポリグリセリル－３－ジイソステアレート（Isol
an（登録商標）PDI））、ポリグリセリル－３－メチルグルコースジステアレート（TegoC
are（登録商標）４５０））、ポリグリセリル－３蜜蝋（Cera Bellina（登録商標））、
ポリグリセリル－４－カプレート（Polyglycerol Caprate Ｔ２０１０／９０））、ポリ
グリセリル－３－セチルエーテル（Chimexane（登録商標）ＮＬ））、ポリグリセリル－
３－ジステアレート（Cremophor（登録商標）ＧＳ３２）およびポリグリセリンポリリシ
ノレート（Admul（登録商標）WOL １４０３）、ポリグリセリルダイメレートイソステア
レート、ならびにそれらの混合物。他の好適なポリオールエステルとしては、例えば、ト
リメチロールプロパンまたはペンタエリスリトールと、ラウリン酸、ヤシ油脂肪酸、獣脂
脂肪酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、ベヘン酸などとのモノ－、ジ－およ
びトリ－エステルであって、任意で１～３０ｍｏｌのエチレンオキシドと反応したもの等
を挙げることができる。
【００５８】
（ｉｖ）アニオン性乳化剤　アニオン性乳化剤の代表的な例としては、例えばＣ１２～２
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２脂肪酸であり、例えばパルミチン酸、ステアリン酸またはベヘン酸、および例えば、Ｃ

１２～２２ジカルボン酸、例えばアゼライン酸またはセバシン酸がある。
【００５９】
（ｖ）両性乳化剤　他の好適な乳化剤としては、両性及びカチオン性界面活性剤がある。
双イオン性界面活性剤は、分子中に少なくとも一つの第四級アンモニウム基、少なくとも
一つのカルボキシラートおよび一つのスルホン酸塩を含む、界面活性な化合物である。特
に好適な双イオン性界面活性剤は、いわゆるベタインであり、例えばＮ－アルキル－Ｎ，
Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート、例えばココナツアルキルジメチルアンモニウム
グリシネート、Ｎ－アシルアミノプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート
、例えばココナツアシルアミノプロピルジメチルアンモニウムグリシネート、および８～
１８個の炭素原子のアルキルまたはアシル基を有する２－アルキル－３－カルボキシメチ
ル－３－ヒドロキシエチルイミダゾリンおよびココナツアシルアミノエチルヒドロキシエ
チルカルボキシメチルグリシネートがある。特に好ましくは、コカミドプロピルベタイン
というＣＴＦＡ名で知られている脂肪酸アミド誘導体である。両性界面活性剤も好適な乳
化剤である。両性界面活性剤としては、Ｃ８／１８アルキルまたはアシル基に加え、分子
内に少なくとも一つの遊離アミノ基および少なくとも一つの－ＣＯＯＨ－または－ＳＯ３

Ｈ－基を有し、分子内塩を形成する界面活性化合物である。好適な両性界面活性剤は、約
８～１８個の炭素原子のアルキル基を有するＮ－アルキルグリシン、Ｎ－アルキルプロピ
オン酸、Ｎ－アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプロピオン酸、Ｎ－ヒドロキシ
エチル－Ｎ－アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキルタウリン、Ｎ－アルキルサ
ルコシン、２－アルキルアミノプロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸である。特に好ま
しい両性界面活性剤は、Ｎ－ココナツアルキルアミノプロピオン酸、ココナツアシルアミ
ノエチルアミノプロピオン酸およびＣ１２／１８アシルサルコシンである。
【００６０】
Ｄ．過脂肪剤およびコンシステンシー調整剤
　過脂肪剤は、例えば、ラノリンおよびレシチン、更にポリエトキシル化またはアシル化
したラノリンおよびレシチン誘導体、ポリオール脂肪酸エステル、モノグリセリドおよび
後者は、発泡安定剤としても働く脂肪酸アルカノールアミドから選択されて良い。
【００６１】
　好適なコンシステンシー調整剤の例としては、主に１２～２２個、好ましくは１６～１
８個の炭素原子を含む脂肪族アルコールまたは部分グリセリド、脂肪酸またはヒドロキシ
脂肪酸が挙げられる。これらの物質と、アルキルオリゴグルコシドおよび／または同じ鎖
長の脂肪酸Ｎ－メチルグルカミドおよび／またはポリグリセロールポリ－１２－ヒドロキ
システアレートとの組合せが好ましい。
【００６２】
Ｅ．増粘剤およびレオロジー添加剤
　好適な増粘剤は、例えば、アエロジル（登録商標）グレード（親水性シリカ）、多糖、
特にキサンタンガム、グアー、寒天、アルギン酸塩およびチロース、カルボキシメチルセ
ルロースおよびヒドロキシエチルセルロースおよびヒドロキシプロピルセルロース、更に
比較的高分子量の脂肪酸ポリエチレングリコールモノエステルおよびジエステル、ポリア
クリレート（例えば、Carbopol（登録商標）（Goodrich）；Synthalens（登録商標）（Si
gma）；Keltolグレード（Kelco）、Sepigelグレード（Seppic）、Salcare（Allied Collo
ids）、ポリアクリルアミド、ポリマー、ポリビニルアルコールおよびポリビニルピロリ
ドン、または、エトキシル化脂肪酸グリセリドなどの界面活性剤、脂肪酸とペンタエリト
リトールまたはトリメチロールプロパンなどのポリオールとのエステル、狭い同族体分布
を有する脂肪アルコールエトキシレートならびに塩化ナトリウムおよび塩化アンモニウム
などの電解質である。
【００６３】
Ｆ．ポリマー
　好適なカチオン性ポリマーは、例えば以下を含む：カチオン性セルロース誘導体、例え
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ば第四級化したヒドロキシエチルセルロース（AmercholからPolymer JR 400（登録商標）
の名称で販売されている）、カチオン性デンプン、ジアリルアンモニウム塩とアクリルア
ミドのコポリマー、第四級化したビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、例え
ばLuviquat（登録商標）（ＢＡＳＦ社）、ポリグリコールとアミンの縮合生成物、第四級
化したコラーゲンポリペプチド、例えばラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解
コラーゲン（Lamequat（登録商標）Ｌ、Gruenau）、第四級化したコムギポリペプチド、
ポリエチレンイミン、カチオン性シリコーンポリマー、例えばアミドメチコーン、アジピ
ン酸とジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミンのコポリマー（Cartaret
in（登録商標）、Sandoz）、アクリル酸とジメチルジアリルアンモニウムクロリドのコポ
リマー（Merquat（登録商標）５５０、Chemviron）、ポリアミノポリアミドおよびその架
橋した水溶性ポリマー、カチオン性キチン誘導体、例えば第四級化したキトサン（微結晶
分散してもよい）、ジブロモブタンなどのジハロアルキルとビス－ジメチルアミノ－１，
３－プロパンなどのビスジアルキルアミンとの縮合生成物、Celanese社製のJaguar（登録
商標）CBS、Jaguar（登録商標）Ｃ－１７、Jaguar（登録商標）Ｃ－１６などのカチオン
性グアーガム、Miranol社製のMirapol（登録商標）Ａ－１５、Mirapol（登録商標）ＡＤ
－１、Mirapol（登録商標）ＡＺ－１および市場では商標Rheocare（登録商標）ＣＣまた
はUltragel（登録商標）３００として知られる様々なポリクオタニウムタイプ（例えば、
６，７，３２または３７）といった四級化アンモニウム塩ポリマーである。
【００６４】
　好適なアニオン性、双性イオン性、両性および非イオン性ポリマーは、例えば、酢酸ビ
ニル／クロトン酸コポリマー、ビニルピロリドン／アクリル酸ビニルコポリマー、酢酸ビ
ニル／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルコポリマー、メチルビニルエーテル／
無水マレイン酸コポリマーおよびそのエステル、未架橋のポリアクリル酸およびポリオー
ル架橋したポリアクリル酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／
アクリレートコポリマー、オクチルアクリルアミド／メタクリル酸メチル／ｔｅｒｔ－ブ
チルアミノエチルメタクリレート／２－ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、
ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、ビニルピロリドン／
ジメチルアミノエチルメタクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマーおよび任意で
誘導体化したセルロースエーテルおよびシリコーンである。
【００６５】
Ｇ．真珠光沢ワックス
　真珠光沢ワックスの例には、アルキレングリコールエステル、特にエチレングリコール
ジステアレート；脂肪酸アルカノールアミド、特にヤシ脂肪酸ジエタノールアミド；部分
グリセリド、特にステアリン酸モノグリセリド；多価の、任意にヒドロキシ置換したカル
ボン酸の６～２２個の炭素原子を有する脂肪族アルコールとのエステル、特に酒石酸の長
鎖エステル；脂肪性物質、例えば、脂肪族アルコール、脂肪族ケトン、脂肪族アルデヒド
、脂肪族エーテルおよび脂肪族カーボネート（合計で少なくとも２４以上の炭素原子数を
有する）、特にラウロンおよびジステアリルエーテル；脂肪酸、例えば、ステアリン酸、
ヒドロキシステアリン酸またはベヘン酸、１２～２２個の炭素原子を有するオレフィンエ
ポキシドの、１２～２２個の炭素原子を有する脂肪族アルコールおよび／または２～１５
個の炭素原子を有し２～１０個のヒドロキシル基を有するポリオールとの開環生成物；な
らびにそれらの混合物が含まれる。
【００６６】
Ｈ．シリコーン
　好適なシリコーン化合物は、例えば、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシ
ロキサン、環式シリコーン、ならびに、アミノ－、脂肪酸－、アルコール－、ポリエーテ
ル－、エポキシ－、フッ素－、グリコシド－および／またはアルキル－修飾したシリコー
ン化合物であり、これらは、研磨剤室温で液体または樹脂形態のいずれかとして存在する
ことができる。また、以下も好適である：２００～３００のジメチルシロキサン単位の平
均鎖長を有するジメチコンと水素化シリケートの混合物であるシメチコン。適した揮発性
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シリコーンの詳細に関しては、Toddら、Cosm. Toil. ９１、２７（１９７６）に記載され
ている。
【００６７】
Ｉ．ワックス及び安定剤
　天然油の他に、混合物にはワックスを含んでもよく、特に、例えば、キャンデリラ蝋、
カルナバワックス、和蝋、エスパルトワックス、コルクワックス、グアルマワックス、コ
メ胚芽油ワックス、サトウキビワックス、オウリキュリーワックス、モンタンワックス、
蜜蝋、セラックワックス、鯨蝋、ラノリン（羊毛蝋）、尾脂、セレシン、オゾケライト（
地蝋）、ワセリン、パラフィンワックス、マイクロワックスなどの天然ワックス、例えば
、モンタンエステルワックス、サソールワックス、水素化ホホバワックスなどの化学的に
修飾されたワックス（ハードワックス）；例えば、ポリアルキレンワックスおよびポリエ
チレングリコールワックスなどの合成ワックスが含まれる。
【００６８】
　脂肪酸の金属塩、例えばマグネシウム、アルミニウム及び／または亜鉛ステアレート及
びリシノリエートを安定剤として使用し得る。
【００６９】
Ｊ．第１の日焼け防止ファクター
　本発明の形態における第１の日焼け防止ファクターは、例えば、室温で液体または結晶
性であり、かつ、紫外線放射を吸収することができ、吸収したエネルギーを長波長放射（
例えば、熱）の形態で再び放出することができる有機物質（光保護フィルター）である。
　本発明に係る製剤は少なくとも一つのＵＶ－Ａフィルタおよび／または少なくとも一つ
のＵＶ－Ｂフィルタおよび／または少なくとも一つの無機顔料を有利に含む。本発明に係
る製剤は、好ましくは、少なくとも一つのＵＶ－Ｂフィルタまたは広帯域フィルタを有し
、特により好ましくは、少なくとも一つのＵＶ－Ａフィルタを有し少なくとも一つのＵＶ
－Ｂフィルタを有する。
【００７０】
　本発明に係る好ましい化粧品組成物、さらに好ましくは、局所用製剤は、例えば以下か
ら成る群から選択される１、２、３あるいはそれ以上の数の日焼け防止ファクターを有す
る：４－アミノ安息香酸および誘導体、サリチル酸誘導体、ベンゾフェノン誘導体、ジベ
ンゾイルメタン誘導体、ジフェニルアクリレート、３－イミダゾール－４－イルアクリル
酸およびそのエステル、ベンゾフラン誘導体、ベンジリデンマロネート誘導体、一つまた
は複数の有機シリコーンラジカル、ケイ皮酸誘導体、樟脳誘導体、トリアニリノ－ｓ－ト
リアジン誘導体、２－ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール誘導体、フェニルベンズイ
ミダゾールスルホン酸誘導体およびその塩を含む高分子紫外線吸収剤、アントラニル酸メ
ンチルエステル、ベンゾトリアゾール誘導体およびインドール誘導体。
【００７１】
　加えて、式（Ｉ）の化合物を活性成分と組み合わせることが好適であり、該活性成分は
、皮膚に浸透し、日光によって誘発されるダメージに対して皮膚細胞を内側から保護し、
皮膚マトリックスメタロプロテアーゼのレベルを低減する。好ましい各成分、いわゆるア
リール炭化水素レセプタアンタゴニストは、国際公開第２００７／１２８７２３号に記載
され、参照によって組み込まれる。好ましい成分は、２－ベンジリデン－５，６－ジメト
キシ－３，３－ジメチルインダン－１－オンである。
本発明の文脈内で使用される以下で引用するＵＶフィルタは、好ましいが、当然限定して
いない。
【００７２】
好ましく使用されるＵＶフィルタは、以下からなる群より選択される：
・ｐ－アミノ安息香酸
・ｐ－アミノ安息香酸エチルエステル（２５ｍｏｌ）エトキシル化（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ
－２５ ＰＡＢＡ）
・ｐ－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシルエステル
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・ｐ－アミノ安息香酸エチルエステル（２ｍｏｌ）Ｎ－プロポキシル化
・ｐ－アミノ安息香酸グリセロールエステル
・サリチル酸ホモメンチルエステル（ホモサレート）（Neo Heliopan（登録商標）ＨＭＳ
）
・サリチル酸－２－エチルヘキシルエステル（Neo Heliopan（登録商標）ＯＳ）
・トリエタノールアミンサリチレート
・４－イソプロピルベンジルサリチレート
・アントラニル酸メンチルエステル（Neo Heliopan（登録商標）ＭＡ）
・ジイソプロピルケイ皮酸エチルエステル
・ｐ－メトキシケイ皮酸－２－エチルヘキシルエステル（Neo Heliopan（登録商標）ＡＶ
）
・ジイソプロピルケイ皮酸メチルエステル
・ｐ－メトキシケイ皮酸イソアミルエステル（Neo Heliopan（登録商標）Ｅ １０００）
・ｐ－メトキシケイ皮酸ジエタノールアミン塩
・ｐ－メトキシケイ皮酸イソプロピルエステル
・２－フェニルベンゾイミダールスルホン酸および塩（Neo Heliopan（登録商標）Hydro
）
・３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデンボルナン－２－オンメチル硫酸塩
・β－イミダゾール－４（５）－アクリル酸（ウロカニン酸）
・３－（４’－スルホ）ベンジリデンボルナン－２－オンおよび塩
・３－（４’－メチルベンジリデン）－Ｄ，Ｌ－カンファ（Neo Heliopan（登録商標）Ｍ
ＢＣ）
・３－ベンジリデン－Ｄ，Ｌ－カンファ
・Ｎ－［（２および４）－［２－（オキソボルン－３－イリデン）メチル］ベンジル］ア
クリルアミドポリマー
・４，４’－［（６－［４－（１，１－ジメチル）アミノカルボニル］フェニルアミノ）
－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル）ジイミノ）－ビス－（安息香酸－２－エチ
ルヘキシルエステル）（Uvasorb（登録商標）ＨＥＢ）
・ベンジリデンマロネートポリシロキサン（Parsol（登録商標）ＳＬＸ）
・グリセリルエチルヘキサノエートジメトキシシンナメート
・ジプロピレングリコールサリチレート
・トリス（２－エチルヘキシル）－４，４’，４’’－（１，３，５－トリアジン－２，
４，６－トリルトリイミノ）トリベンゾエート（＝２，４，６－トリアニリノ－（ｐ－カ
ルボ－２’－エチルヘキシル－１’－オキシ）－１，３，５－トリアジン）（Uvinul（登
録商標）Ｔ１５０）
【００７３】
　本発明の製剤において式（Ｉ）の一つ以上の化合物と好ましくは組み合わせられる広域
フィルタは、下記より成る群から選択される:
・２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート（Neo Heliopan（
登録商標）３０３）
・エチル－２－シアノ－３，３’－ジフェニルアクリレート
・２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン（Neo Heliopan（登録商標）BB）
・２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸
・ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン
・２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン
・テトラヒドロキシベンゾフェノン
・２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン
・２－ヒドロキシ－４－ｎ－オクトキシベンゾフェノン
・２－ヒドロキシ－４－メトキシ－４’－メチルベンゾフェノン
・ナトリウムヒドロキシメトキシベンゾフェノンスルホネート
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・二ナトリウム－２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’－ジスルホ
ベンゾフェノン
・フェノール，２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－
メチル－３（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリル）オキシ）ジシロ
キサニル）プロピル））（Mexoryl（登録商標）ＸＬ）
・２，２’－メチレンビス－（６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－１，
１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール）（Tinosorb（登録商標）Ｍ）
・２，４－ビス－［４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－１
，３，５－トリアジン
・２，４－ビス－［｛（４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシフェニル］
－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（Tinosorb（登録商標）Ｓ）
・２，４－ビス－［｛（４－（３－スルホナト）－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－２
－ヒドロキシフェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジンナト
リウム塩
・２，４－ビス－［｛（３－（２－プロピルオキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ）
－２－ヒドロキシフェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
・２，４－ビス－［｛４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシフェニル｝－
６－（４－（２－メトキシエチルカルボニル）フェニルアミノ］－１，３，５－トリアジ
ン
・２，４－ビス－［｛４－（３－（２－プロピルオキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキ
シ）－２－ヒドロキシフェニル｝－６－（４－（２－エチルカルボニル）フェニルアミノ
］－１，３，５－トリアジン
・２，４－ビス－［｛４－（２－エチルヘキシル）－２－ヒドロキシフェニル｝－６－（
１－メチルピロール－２－イル）－１，３，５－トリアジン
・２，４－ビス－［｛４－トリス－（トリメチルシロキシシリルプロピルオキシ）－２－
ヒドロキシフェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
・２，４－ビス－［｛４－（２’’－メチルプロペニルオキシ）－２－ヒドロキシフェニ
ル］－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
・２，４－ビス－［｛４－（１’，１’，１’，３’，５’，５’，５’－ヘプタメチル
シロキシ－２’’－メチルプロピルオキシ）－２－ヒドロキシ［｛フェニル］－６－（４
－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
【００７４】
　本発明の製剤において式（Ｉ）の一つ以上の化合物と組み合わせられるＵＶ－Ａフィル
タは、下記より成る群から選択される：
・４－イソプロピルベンジルメタン
・テレフタリリデンジボルナンスルホン酸および塩（Mexoryl（登録商標）ＳＸ）
・４－ｔ－ブチル－４’－メトキシジベンジルメタン（アボベンゾン）／（Neo Heliopan
（登録商標）３５７）
・フェニレンビスベンズイミダジルテトラスルホン酸二ナトリウム塩（Neo Heliopan（登
録商標）ＡＰ）
・２，２’－（１，４－フェニレン）－ビス－（１Ｈ－ベンゾイミダール－４，６－ジス
ルホン酸）、一ナトリウム塩
・２－（４－ジエチルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）安息香酸ヘキシルエステル（
Uvinul（登録商標）A Plus）」
・独国特許出願公開第１００ ５５ ９４０号（国際公開第０２／３８５３７号に対応）に
よるインダニリデン化合物
【００７５】
　本発明の製剤において式（Ｉ）の一つ以上の化合物とより好ましく組み合わせられるＵ
Ｖフィルタは、下記より成る群から選択される：
・ｐ－アミノ安息香酸
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・３－（４’－トリメチルアンモニウム）ベンジリデンボルナン－２－オンメチル硫酸塩
・サリチル酸ホモメンチルエステル（Neo Heliopan（登録商標）ＨＭＳ）
・２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン（Neo Heliopan（登録商標）ＢＢ）
・２－フェニルベンズイミダールスルホン酸（Neo Heliopan（登録商標）Ｈｙｄｒｏ）
・テレフタリリデンジボルナンスルホン酸および塩（Mexoryl ＳＸ）
・４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンジルメタン（Neo Heliopan ３５７）
・３－（４’－スルホ）ベンジリデンボルナン－２－オンおよび塩
・２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート（Neo Heliopan（
登録商標）３０３）
・Ｎ－［（２,４）－［２－（オキソボルン－３－イリデン）メチル］ベンジル］アクリ
ルアミドポリマー
・ｐ－メトキシケイ皮酸２－エチルヘキシルエステル（Neo Heliopan（登録商標）ＡＶ）
・ｐ－アミノ安息香酸エチルエステル（２５ｍｏｌ）エトキシル化（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ
－２５ ＰＡＢＡ）
・ｐ－メトキシケイ皮酸イソアミルエステル（Neo Heliopan（登録商標）Ｅ１０００）
・２，４，６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ－２’－エチルヘキシル－１－オキシ）－１
，３，５－トリアジン（Uvinul（登録商標）１５０）
・フェノール、２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチル－６－（２－
メチル－３（１，３，３，３－テトラメチル－１－（トリメチルシリル）オキシ）ジシロ
キサニル）プロピル））（Mexoryl（登録商標）ＸＬ）
・４，４’－［（６－［４－（１，１－ジメチル）アミノカルボニル）フェニルアミノ］
－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル）ジイミノ］－ビス－（安息香酸－２－エチ
ルヘキシルエステル）（Uvasorb ＨＥＢ）
・３－（４’－メチルベンジリデン）－Ｄ，Ｌ－カンファ（Neo Heliopan（登録商標）Ｍ
ＢＣ）
・３－ベンジリデンカンファ
・サリチル酸－２－エチルヘキシルエステル（Neo Heliopan（登録商標）ＯＳ）
・４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシルエステル（Ｐａｄｉｍａｔｅ Ｏ）
・ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－スルホン酸およびナトリウム塩
・２，２’－メチレンビス－（６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－１，
１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール） （Tinosorb（登録商標）Ｍ）
・フェニレンビスベンズイミダジルテトラスルホン酸二ナトリウム塩（Neo Heliopan（登
録商標）ＡＰ）
・２，４－ビス－［｛（４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ｝フェニル
］－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（Tinosorb（登録商標）Ｓ
）
・ベンジリデンマロネートポリシロキサン（Parsol（登録商標）ＳＬＸ）
・メンチルアントラニレート（Neo Heliopan（登録商標）ＭＡ）
・２－（４－ジエチルアミノ－２－ヒドロキシベンゾイル）安息香酸ヘキシルエステル（
Uvinul（登録商標）Ａ Ｐｌｕｓ）
・独国特許出願公開第１００ ５５ ９４０号（＝国際公開第０２／３８５３７号）による
インダニリデン化合物。
　有利な第１および第２の日焼け防止ファクターは、国際公開第２００５／１２３１０１
号に開示されている。有利には、これらの調合物は、少なくとも一つのＵＶＡフィルタお
よび／または少なくとも一つのＵＶ－Ｂフィルタおよび／または少なくとも一つの無機顔
料を含有する。調合物は、ここでは、日焼け防止剤に通例用いるような様々な形態で存在
し得る。従って、これらは溶液、油中水型（Ｗ／Ｏ）または水中油型（Ｏ／Ｗ）のエマル
ションまたは多層乳剤、例えば水中油中水型（Ｗ／Ｏ／Ｗ）、ゲル、水性分散剤、固体ス
ティックあるいはエアゾールの形である。
【００７６】
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　更に好ましい実施形態において、本発明の製剤は、本発明の製剤が合計で２以上（好ま
しくは５以上）のライトプロテクションファクタを有する日焼け止め剤、例えば特別なＵ
Ｖフィルタおよび／または無機顔料（ＵＶ濾過色素）を含有する。このような本発明に係
る製剤は、皮膚や毛髪を保護するのに特に好適である。
【００７７】
Ｈ．第２の日焼け防止ファクター
　上述の第１の日焼け防止ファクターに加え、抗酸化性の第２の日焼け防止ファクターを
用いてもよい。抗酸化性の第２の日焼け防止ファクターは、紫外線が皮膚に浸透を開始し
た時に光化学反応鎖が開始してしまうのを遮断する。代表的な例としては、アミノ酸（例
えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン）およびそれらの誘導体、イミ
ダゾール（例えば、ウロカニン酸）およびその誘導体、ペプチド、例えば、Ｄ，Ｌ－カル
ノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシンおよびそれらの誘導体（例えば、アンセリン）
、カロテノイド、カロテン（例えば、α－カロテン、β－カロテン、リコピン）およびそ
れらの誘導体、クロロゲン酸およびその誘導体、リポ酸およびその誘導体（例えば、ジヒ
ドロリポ酸）、アウロチオグルコース、プロピルチオウラシルおよび他のチオール（例え
ば、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタミンおよびそれらの
グリコシル、Ｎ－アセチル、メチル、エチル、プロピル、アミル、ブチルおよびラウリル
、パルミトイル、オレイル、γ－リノレイル、コレステリル及びこれらのグリセリルエス
テル）並びにそれらの塩、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピ
オネート、チオジプロピオン酸およびそれらの誘導体（エステル、エーテル、ペプチド、
脂質、ヌクレオチド、ヌクレオシドおよび塩）、ならびに非常に少ない耐容可能用量（例
えば、ｐｍｏｌ～μｍｏｌ／ｋｇ）のスルホキシイミン化合物（例えば、ブチオニンスル
ホキシイミン、ホモシステインスルホキシイミン、ブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキ
サ－、ヘプタチオニンスルホキシイミン）、さらに（金属）キレート剤（例えば、α－ヒ
ドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン）、α－ヒドロキシ酸（例
えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物、ビリルビン、ビリ
ベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡおよびそれらの誘導体、不飽和脂肪酸およびそれらの誘導
体（例えば、γ－リノレン酸、リノール酸、オレイン酸）、葉酸およびその誘導体、ユビ
キノンおよびユビキノールおよびそれらの誘導体、ビタミンＣおよび誘導体（例えば、パ
ルミチン酸アスコルビル、リン酸アスコルビルＭｇ、酢酸アスコルビル）、トコフェロー
ルおよび誘導体（例えば、ビタミンＥアセテート）、ビタミンＡおよび誘導体（ビタミン
Ａパルミテート）、ならびにベンゾイン由来のコニフェリルベンゾアート、ルチン酸およ
びその誘導体、α－グリコシルルチン、フェルラ酸、フルフリリデングルシトール、カル
ノシン、ブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒドログアヤ
ク樹脂酸、ノルジヒドログアイアレチン酸、トリヒドロキシブチロフェノン、尿酸および
その誘導体、マンノースおよびその誘導体、スーパーオキシドジスムターゼ、亜鉛および
その誘導体（例えば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ４）、セレンおよびその誘導体（例えば、セレン
メチオニン）、スチルベンおよびそれらの誘導体（例えば、スチルベンオキシド、ｔｒａ
ｎｓ－スチルベンオキシド）ならびに前記活性成分の本発明に適した誘導体（塩、エステ
ル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよび脂質）が挙げられる。
【００７８】
　有利な第２の光保護無機顔料は、国際公開第２００５／１２３１０１号に記載の微細に
分散した金属酸化物及び金属塩である。無機顔料の全量、特に本発明の完成化粧品におけ
る疎水性無機マイクロ顔料は、各場合において製剤の全重量に基づき、有利には０．１～
３０重量％、好ましくは０．５～１０．０重量％である。
【００７９】
　更にまた、必要により疎水化されていてもよい粒状ＵＶフィルタ又は無機顔料、例えば
酸化チタン（ＴｉＯ２）、酸化亜鉛（ＺｎＯ）、酸化鉄（Ｆｅ２Ｏ３）、酸化ジルコニウ
ム（ＺｒＯ２）、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）、酸化マンガン（例えばＭｎＯ）、酸化アルミ
ニウム（Ａｌ２Ｏ３）、酸化セリウム（例えばＣｅ２Ｏ３）及び／又はその混合物を用い
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得る。
【００８０】
Ｊ．アンチエイジング活性剤
　本発明によれば、アンチエイジングまたは生体物質は、例えば、酸化防止剤、マトリッ
クス－メタロプロテイナーゼ阻害剤（ＭＭＰＩ）、皮膚保湿剤、グリコサミングリカン刺
激剤、抗炎症剤、ＴＲＰＶ１拮抗薬及び植物抽出物をいう。
【００８１】
（ｉ）酸化防止剤　アミノ酸（例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファ
ン）およびその誘導体、イミダゾール（例えば、ウロカニン酸）およびその誘導体、ペプ
チド、好ましくはＤ，Ｌ－カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシンおよびその誘導
体（例えば、アンセリン）、カルニチン、クレアチン、マトリカインペプチド（好ましく
はリシル－スレオニル－スレオニル－リシル－セリン）及びパルミトイル化ペンタペプチ
ド、カロテノイド、カロテン（好ましくは、α－カロテン、β－カロテン、リコペン）お
よびその誘導体、リポ酸およびその誘導体（例えば、ジヒドロリポ酸）、金チオグルコー
ス、プロピルチオウラシルおよびその他のチオール（例えば、チオレドキシン、グルタチ
オン、システイン、シスチン、シスタミンおよびグリコシル、Ｎ－アセチル、メチル、エ
チル、プロピル、アミル、ブチルおよびラウリル、パルミトイル、オレイル、γ－リノレ
イル、コレステリルおよびそのオリグリセリルエステル）およびこれらの塩、ジラウリル
チオジプロピオネート、ジステアリルチオジプロピオネート、チオジプロピオン酸および
その誘導体（好ましくはエステル、エーテル、ペプチド、脂質、ヌクレオチド、ヌクレオ
シドおよびその塩）およびスルホキシイミン化合物（例えば、ブチオニンスルホキシミン
、ホモシステインスルホキシミン、非常に少量の許容可能量（例えばｐｍｏｌ～μｍｏｌ
／ｋｇ）でのブチオニンスルホン、ペンタ－、ヘキサ－およびヘプタ－チオンスルホキシ
ミン）、また（金属）キレーター（例えばα－ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチ
ン酸、ラクトフェリン）、α－ヒドロキシ酸（例えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フ
ミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物、ビリルビン、胆緑素、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡおよびその誘導
体、不飽和脂肪酸およびその誘導体（例えば、γ―リノール酸、リノール酸、オレイン酸
）、葉酸およびその誘導体、ユビキノンおよびその誘導体、ユビキノールおよびその誘導
体、ビタミンＣおよびその誘導体（例えば、パルミチン酸アスコルビル、Ｍｇアスコルビ
ルホスフェート、アスコルビルアセテート、アスコビルグルコシド）、トコフェロールお
よびその誘導体（例えばビタミンＥアセテート）、ビタミンＡおよびその誘導体（ビタミ
ンＡパルミテート）およびベンゾイン樹脂のコニフェリルベンゾエート、ルチン酸および
その誘導体、フラボノイドおよびそのグリコシル化前駆体、特にケルセチンおよびその誘
導体、好ましくはα－グルコシルルチン、ロスマリン酸、カルノソール、カルノシン酸、
レスベラトロール、コーヒー酸およびその誘導体、シナピン酸およびその誘導体、フェル
ラ酸およびその誘導体、クルクミノイド、クロロゲン酸およびその誘導体、レチノイド、
好ましくはレチニルパルミテート、レチノールまたはトレチノイン、ウルソル酸、レブリ
ン酸、ブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、ノルジヒドログアヤク
酸、ノルジヒドログアイアレチン酸、トリヒドロキシブチロフェノン、尿酸およびその誘
導体、マンノースおよびその誘導体、亜鉛およびその誘導体（好ましくはＺｎＯ、ＺｎＳ
Ｏ４）、セレンおよびその誘導体（好ましくはセレニウムメチオニン）、スーパーオキシ
ドジスムターゼ、スチルベンおよびその誘導体（例えばスチルベンオキサイド、トランス
スチルベンオキシド）および本発明の目的に適したこれらの活性物質の誘導体（塩、エス
テル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチドおよび脂質）または酸化防
止効果を有する植物の抽出物もしくは分画、好ましくは緑茶、ルイボス、ハニーブッシュ
、グレープ、ローズマリー、セージ、メリッサ、タイム、ラベンダー、オリーブ、オーツ
、ココア、銀杏、朝鮮人参、甘草、スイカズラ、エンジュ、クズ、マツ、ミカン、ユカン
またはセイヨウオトギリソウ、ブドウ種子、小麦胚芽、ユカン、補酵素、好ましくはコエ
ンザイムＱ１０、プラストキノンおよびメナキノンを含む。
【００８２】
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　好ましい酸化防止剤は、ビタミンＡおよびその誘導体、ビタミンＣおよびその誘導体、
トコフェロールおよびその誘導体からなる群より選択され、好ましくはトコフェロールア
セテートおよびユビキノンの群から選択される。
【００８３】
（ii）マトリックス－メタロプロテイナーゼ阻害剤（ＭＭＰＩ）　好ましい組成物は、マ
トリックス－メタロプロテイナーゼ阻害剤、特にコラーゲンを酵素的に開裂するマトリッ
クス－メタロプロテイナーゼを阻害するものを含み、次のものからなる群より選択される
：ウルソル酸、レチニルパルミテート、没食子酸プロピル、プレコセン、６－ヒドロキシ
－７－メトキシキ－２，２－ジメチル－１（２Ｈ）－ベンゾピラン、３，４－ジヒドロ－
６－ヒドロキシ－７－メトキシ－２，２－ジメチル－１（２Ｈ）－ベンゾピラン、ベンザ
ミジン塩酸塩、システインプロテアーゼ阻害剤Ｎ－エチルマレイミド及びセリンプロテア
ーゼ阻害剤のε－アミノ－ｎ－カプロン酸；フェニルメチルスルホニルフルオリド、コル
ヒビン（Pentapharm社；INCI：加水分解コメタンパク）、オエノセロール（Soliance社；
INCI：プロピレングリコール、水、マツヨイグサ根抽出物、エラグ酸およびエラギタンニ
ン、例えばザグロ由来）、ホスホルアミドンヒノキチオール、ＥＤＴＡ、ガラルジン、Ｅ
ｑｕｉＳｔａｔ（Collaborative Group社；リンゴ果実抽出物、大豆種子抽出物、ウルソ
ル酸、大豆イソフラボンおよび大豆タンパク）、セージ抽出物、ＭＤＩ（Atrium社；INCI
：グリコサミノグリカン）、FERMISKIN（Silab／Mawi社；INCI：水およびシイタケ抽出物
）、actimp １．９．３（Expanscience／Rahn社；INCI：加水分解ルピンタンパク）、リ
ポベル大豆グリコン（Mibelle社；INCI：アルコール、ポリソルベート８０、レシチン及
び大豆イソフラボン）、国際公開第０２／０６９９９２Ａ１に列挙された緑茶、紅茶由来
の抽出物、さらなる植物抽出物、（表１～１２を参照のこと。参照によって本明細書に組
み込まれる）、大豆由来のタンパクまたはグリコタンパク、米、エンドウまたはハウチワ
マメ由来の加水分解タンパク、ＭＭＰを阻害する植物抽出物、好ましくはシイタケ由来の
抽出物、バラ科の葉由来の抽出物、バラ亜科サブファミリー、とりわけブラックベリー葉
抽出物（好ましくは国際公開第２００５／１２３１０１号に記載されているもの。参照に
よって本明細書に組み込まれる）例えばＳｙｍＭａｔｒｉｘ（シムライズ社，INCI：マル
トデキストリン、セイヨウヤブイチゴ（ブラックベリー）葉抽出物）。好ましい活性剤は
、レチニルパルミテート、ウルソル酸、バラ科、バラ亜科葉由来の抽出物、ゲニステイン
およびダイゼインからなる群より選択される。
【００８４】
（iii）皮膚保湿剤　好ましい皮膚保湿剤は、３～１２の炭素原子を含むアルカンジオー
ル又はアルカントリオールの群から選択され、好ましくはＣ３～Ｃ１０－アルカンジオー
ルおよびＣ３～Ｃ１０－アルカントリオールからなる群より選択される。より好ましくは
、皮膚保湿剤は、グリセロール、１，２－プロピレングリコール、１，２－ブチレングリ
コール、１，３－ブチレングリコール、１，２－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジ
オール、１，２－オクタンジオールおよび１，２－デカンジオールからなる群より選択さ
れる。
【００８５】
（ｉｖ）グリコサミノグリカン刺激剤　好ましい組成物は、ヒアルロン酸およびその誘導
体または塩、Subliskin（Sederma，INCI：Sinorhizobium Meliloti Ferment Filtrate、
セチルヒドロキシエチルセルロース、レシチン）、Ｈｙａｌｕｆｉｘ（ＢＡＳＦ，ＩＮＣ
Ｉ：水、ブチレングリコール、アルピニアガランガル葉抽出物、キサンタンガム、カプリ
ル酸／カプリン酸トリグリセリド）、Stimulhyal（Soliance，INCI：ケトグルコン酸カル
シウム）、Syｎ－Glycan（DSM，INCI：テトラデシルアミノブチロイルバリルアミノブチ
ル尿素トリフルオロ酢酸、グリセリン、塩化マグネシウム）、Kalpariane（Biotech Mari
ne）、DC Upregulex（典型的な化粧品成分、INCI：水、ブチレングリコール、リン脂質、
加水分解セリシン）、グルコサミン、Ｎ－アセチルグルコサミン、レチノイド、好ましく
はレチノールおよびビタミンＡ、ゴボウ抽出物、ビワ抽出物、ゲンクワニン、Ｎ－メチル
－Ｌ－セリン、例えばシムライズ社のDragosantolおよびDragosantol 100等の（－）－α
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－ビサボロールまたは合成α－ビサオロール、オーツグルカン、エキナセア抽出物および
大豆プロテイン加水分解物からなる群より選択される、グリコサミノグリカンの合成を刺
激する物質を含む。好ましい活性剤は、ヒアルロン酸およびその誘導体または塩、レチノ
ールおよびその誘導体、例えばシムライズのDragosantolおよびDragosantol 100等の（－
）－α－ビサボロールまたは合成α－ビサオロール、オーツグルカン、エキナセア抽出物
、Sinorhizobium Meliloti Ferment Filtrate、ケトグルコン酸カルシウム、アルピニア
ガランガ葉抽出物およびテトラデシルアミノブチロイルバリルアミノブチル尿素トリフル
オロ酢酸からなる群より選択される。
【００８６】
（ｖ）抗炎症剤　組成物は、抗炎症及び／又は赤み及び／又はかゆみ緩和成分を含んでも
よく、特にヒドロコルチゾン、デキサメタゾン、リン酸デキサメタゾン、メチルプレドニ
ゾロンまたはコルチゾンからなる群より選択されるコルチコステロイドタイプのステロイ
ド物質は、抗炎症活性成分または赤みおよびかゆみを緩和する活性成分として好都合に用
いられ、そのリストは、その他のステロイド抗炎症剤の追加によって拡張できる。非ステ
ロイド抗炎症剤もまた使用し得る。ここで引用される例は、ピロキシカムまたはテノキシ
カム等のオキシカム；アスピリン、ジサルシッド、ソルプリン又はフェンドサルと等のサ
リチレート；ジクロフェナク、フェンクロフェナク、インドメタシン、スリンダック、ト
ルメチンまたはクリンダナクといった酢酸誘導体；メフェナミク、メクロフェナミク、フ
ルフェナミク又はニフルミク等のフェナメート；イブプロフェン、ナプロキセン、ベノキ
サプロフェンといったプロピオン酸誘導体；またはフェニルプタゾン、オキシフェニルブ
タゾン、フェブラゾンまたはアザプロパゾン等のピラゾール類である。アントラニル酸誘
導体、特に国際公開第２００４／０４７８３３号に記載されているアベナントラミドは、
本発明に係る組成物において好ましいかゆみ止め成分である。
【００８７】
　天然または天然由来の抗炎症物質の混合物、または赤み及び／又はかゆみを軽減する物
質の混合物もまた有用であり、特にカモミール、アロエベラ、コミフォーラ種、アカネ種
、柳、アカバナ、オーツ、キンセンカ、ウサギギク、セイヨウオトギリソウ、スイカズラ
、ローズマリー、チャボトケイソウ、マンサク、ショウガまたはエキナセア由来の抽出物
または分画；好ましくはカモミール、アロエベラ、オーツ、キンセンカ、ウサギギク、ス
イカズラ、ローズマリー、マンサク、ショウガまたはエキナセア由来の抽出物または分画
、及び／または純物質、好ましくはα－ビサボロール、アピゲニン、アピゲニン－７－グ
ルコシド、ジンゲロール、ショウガオール、ジンゲジオール、デヒドロジンゲジオン、パ
ラドール、天然または天然生成のアベナントラミド、好ましくはトラニラスト、アベナン
ドラミドＡ、アベナントラミドＢ、アベナントラミドＣ非天然または非天然生成のアベナ
ントラミド、好ましくはジヒドロアベナントラミドＤ、ジヒドロアベナントラミドＥ、ア
ベナントラミドＤ、アベナントラミドＥ、アベナントラミドＦ、ボズウェル酸、植物ステ
ロール、グリシルリジン酸、グラブリジンおよびリコカルコンＡからなる群より選択され
；好ましくは、α－ビサボロール、天然アベナントラミド、非天然アベナントラミド、好
ましくはジヒドロアベナントラミドＤ（国際公開第２００４／０４７８３３号に記載）、
ボズウェル酸、植物ステロール、グリシルリジン及びリコカルコンＡ、及び／又はアラン
トイン、パンテノール、ラノリン、（擬似－）セラミド［好ましくはセラミド２、ヒドロ
キシプロピルビスパルミタミドＭＥＡ，セチルオキシプロピルグリセリルメトキシプロピ
ルミリスタミド、Ｎ－（１－ヘキサデカノイル）－４－ヒドロキシ－Ｌ－プロリン（１－
ヘキサデシル）エステル、ヒドロキシエチルパルミチルオキシヒドロキシプロピルパルミ
タミド］、グリコフィンゴ脂質、フィトステロール、キトサン、マンノース、ラクトース
およびβ－グルカン、とりわけオーツ由来の１，３－１，４－β－グルカンからなる群よ
り選択される。
【００８８】
（ｖｉ）ＴＲＰＶ１拮抗薬　ＴＲＰＶ１拮抗薬としての作用に基づいて皮膚神経の過敏性
を低減する好適な化合物としては、例えば国際公開第２００９／０８７２４２号に記載さ
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れている、トランス－４－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキサノールが包含され、または、例
えば酢酸テトラペプチド１５等の、μ受容体の活性化によるＴＲＰＶ１の間接モジュレー
タが好まれる。
【００８９】
（ｖｉｉ）植物抽出物　組成物は、例えば以下のような、様々な植物抽出物を含んでもよ
い：イチョウ（Ginkgo biloba）、オリーブの木（Oleacea europensis）、スペインカン
ゾウ（Glyzyrrhiza glabra）、ビルベリー（Vaccinium myrtillus）、アカツメクサ（Tri
folium pratense）、ライチ（Litchi sinensis）、ブドウ（Vitis vinifera）、ブラッシ
カ・オレラセア（Brassica oleracea）、ザクロ（Punica granatum）、パセリ（Petrosel
inium crispum）、ツボクサ（Centella asiatica）、トケイソウ（Passiflora incarnata
）、ムラサキウマゴヤシ（Medicago sativa）、レモンバーム（Melissa officinalis）、
バレリアン（Valeriana officinalis）、ヨーロッパグリ（Castanea sativa）、セイヨウ
シロヤナギ（Salix alba）、ライオンゴロシ（Hapago－phytum procumbens）。
【００９０】
Ｋ.清涼剤
　組成物には、生理的な清涼効果をもつ１以上の物質（清涼剤）を含まれていてもよく、
好ましくは以下のリストから選択される：メントールおよびメントール誘導体（例えば、
Ｌ－メントール、Ｄ－メントール、ラセミ体のメントール、イソメントール、ネオイソメ
ントール、ネオメントール）、メンチルエーテル（例えば（Ｉ－メントキシ）－１，２－
プロパンジオール、（Ｉ－メントキシ）－２－メチル－１，２－プロパンジオール、（Ｉ
－メントキシ）－２－メチル－１，２－プロパンジオール、Ｉ－メンチル－メチルエーテ
ル）、メンチルエステル（例えば、メンチルホルメート、メンチルアセテート、メンチル
イソブチレート、メンチルラクテート、Ｌ－メンチル－Ｌ－ラクテート、Ｌ－メンチル－
Ｄ－ラクテート、メンチル－（２－メトキシ）アセテート、メンチル－（２－メトキシエ
トキシ）アセテート、メンチルピログルタメート）、メンチルカーボネート（例えば、メ
ンチルプロピレングリコールカーボネート、メンチルエチレングリコールカーボネート、
メンチルグリセロールカーボネートまたはその混合物）、メントールとジカルボン酸また
はその誘導体とのセミエステル（例えば、コハク酸モノメンチル、グルタミン酸モノメン
チル、マロン酸モノメンチル、Ｏ－メンチルコハク酸エステル－Ｎ，Ｎ－（ジメチル）ア
ミド、Ｏ－メンチルコハク酸エステルアミド）、メンタンカルボン酸アミド（この場合、
好ましくは米国特許第４，１５０，０５２号に記載されているメンタンカルボン酸－Ｎ－
エチルアミド［ＷＳ３］またはＮα－（メンタンカルボニル）グリシンエチルエステル［
ＷＳ５］、国際公開第２００５／０４９５５３号に記載されているメンタンカルボン酸－
Ｎ－（４－シアノフェニル）アミドまたはメンタンカルボン酸－Ｎ－（４－シアノフェニ
ル）アミドまたはメンタンカルボン酸－Ｎ－（４－シアノメチルフェニル）アミド、メタ
ンカルボン酸－Ｎ－（アルコキシアルキル）アミド）、メントンおよびメントン誘導体（
例えばＬ－メントングリセロールケタル）、２，３－ジメチル－２－（２－プロピル）－
ブチル酸誘導体（例えば２，３－ジメチル－２－（２－プロピル）－ブチル酸－Ｎ－メチ
ルアミド［ＷＳ２３］）、イソプレゴール又はそのエステル（Ｉ－（－）－イソプレゴー
ル、Ｉ－（－）－イソプレゴールアセテート）、メンタン誘導体（例えばｐ－メンタン－
３，８－ジオール）、キュベボール又はキュベボールを含む合成もしくは天然混合物、シ
クロアルキルジオン誘導体のピロリドン誘導体（例えば、３－メチル－２（１－ピロリジ
ニル）－２－シクロペンテン－１－オン）又はテトラヒドロピリミジン－２－オン（例え
ば国際公開第２００４／０２６８４０に記載されているイシリンまたは関連化合物）、更
なるカルボキサミド（例えば、Ｎ－（２－（ピリジン－２－イル）エチル）－３－ｐ－メ
ンタンカルボキサミドまたは関連化合物）、（１Ｒ，２Ｓ，５Ｒ）－Ｎ－（４－メトキシ
フェニル）－５－メチル－２－（１－イソプロピル）シクロヘキサン－カルボキサミド［
ＷＳ１２］、オキサメート（好ましくは欧州特許第２０３３６８８号に記載のもの）。
【００９１】
Ｌ．抗菌剤
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　好適な抗菌剤は例として下記を含み、原則としてグラム陽性菌に対し有効な全ての物質
である：４－ヒドロキシ安息香酸およびその塩およびエステル、Ｎ－（４－クロロフェニ
ル）－Ｎ’－（３，４－ジクロロフェニル）尿素、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒ
ドロキシジフェニルエーテル（トリクロサン）、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノー
ル、２，２’－メチレンビス（６－ブロモ－４－クロロフェノール）、３－メチル－４－
（１－メチルエチル）フェノール、２－ベンジル－４－クロロフェノール、３－（４－ク
ロロフェノキシ）－１，２－プロパンジオール、３－ヨード－２－プロピニルブチルカル
バメート、クロロヘキシジン、３，４，４’－トリクロロカルバニリド（ＴＴＣ）、抗細
菌芳香物質、チモール、タイム油、オイゲノール、チョウジ油、メントール、ミント油、
ファルネソール、フェノキシエタノール、グリセロールモノカプレート、グリセロールモ
ノカプリレート、グリセロールモノラウレート（ＧＭＬ）、ジグリセロールモノカプレー
ト（ＤＭＣ）、およびｎ－オクチルサリチルアミドまたはｎ－デシルサリチルアミドなど
のサリチル酸Ｎ－アルキルアミド。
【００９２】
Ｍ．酵素阻害剤
　好適な酵素阻害剤は、例えばエステラーゼ阻害剤である。これらは、好ましくは、例え
ばクエン酸トリメチル、クエン酸トリプロピル、クエン酸トリイソプロピル、クエン酸ト
リブチルなどのクエン酸トリアルキルであり、特にクエン酸トリエチル（Hydagen（登録
商標）CAT）である。酵素阻害剤は、酵素活性を阻害することにより、臭気の生成を抑制
する。その他の好適なエステラーゼ阻害剤である物質としては、ステロール硫酸塩または
リン酸塩、例えばラノステロール－、コレステロール－、カンペステロール－、スチグマ
ステロール－およびシトステロール－硫酸塩またはリン酸塩、ジカルボン酸およびそのエ
ステル、例えばグルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタル酸ジエチルエステ
ル、アジピン酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸ジエチルエステル、マロン
酸およびマロン酸ジエチルエステル、ヒドロキシカルボン酸およびそのエステル、例えば
クエン酸、リンゴ酸、酒石酸または酒石酸ジエチルエステル、およびグリシン酸亜鉛が挙
げられる。
【００９３】
Ｎ．臭気吸収剤及び制汗剤
　好適な臭気吸収剤は、臭気生成化合物を吸収し、概ね保持することのできる物質である
。このような臭気吸収剤は、各成分の分圧を低下し、それにより各成分の拡散率も低下す
る。ここで、香料が損なわれず維持されることが重要である。臭気吸収剤は細菌に対して
有効ではない。臭気吸収剤は、例えば、リシノール酸の錯亜鉛塩、または当業者に「fixa
tives（固定剤）」として知られる、主として臭気中和香料、例えばラブダナムまたはエ
ゴノキの抽出物、またはある種のアビエチン酸誘導体を、主成分として含有する。臭気マ
スキング剤は、臭気マスキング剤としての機能に加えて、防臭剤に香気を付与する、香料
または香油である。香油として記載され得るものの例は、天然および合成香料の混合物で
ある。天然香料は、花、茎および葉、果実、果皮、根、木、草、針葉および枝、樹脂およ
びバルサムの抽出物である。動物性原料、例えばシベットおよびカストリウムを使用して
もよい。典型的な合成香料化合物は、エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、アルコ
ールおよび炭化水素型の生成物である。エステル型香料化合物の例は、ベンジルアセテー
ト、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシルアセテート、リナリルアセテート、フェニルエ
チルアセテート、リナリルベンゾエート、ベンジルホルメート、アリルシクロヘキシルプ
ロピオネート、スチラリルプロピオネート、およびベンジルサリチレートである。エーテ
ルは例えば、ベンジルエチルエーテルを包含し、アルデヒドは、例えば８～１８個の炭素
原子を有する直鎖アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオキシアセ
トアルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアールおよびブ
ルゲオナールを包含する。好適なケトンは例えば、イオノン類、およびメチルセドリルケ
トンである。好適なアルコールは、アネトール、シトロネロール、オイゲノール、イソオ
ルゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルアルコールおよびテルピネオー
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ルであり、好適な炭化水素は主として、テルペン類およびバルサム類を包含する。しかし
、共同で快い香を発する種々の香料化合物の混合物を使用することが好ましい。また、芳
香成分として用いられることの多い比較的低揮発性の精油も、香油に適している。その例
は、セージ油、カモミール油、丁子油、メリッサ油、ミント油、シナモン葉油、リンデン
花油、ジュニパーベリー油、ベチベル油、乳香油、ガルバヌム油、ラブダナム油およびラ
バンジン油である。下記のものを単独で、または混合物として使用することが好ましい：
ベルガモット油、ジヒドロミルセノール、リリアール、リラール、シトロネロール、フェ
ニルエチルアルコール、α－ヘキシルシンナムアルデヒド、ゲラニオール、ベンジルアセ
トン、シクラメンアルデヒド、リナロール、ボイサムブレンフォルテ、アンブロキサン、
インドール、ヘジオン、サンデリス、レモン油、マンダリン油、オレンジ油、アリルアミ
ルグリコレート、シクロベルタル、ラバンジン油、クラリーセージ油、β－ダマスコン、
ゼラニウム油バーボン、シクロヘキシルサリチレート、バートフィックスクール、イソ－
イー－スーパー、フィクソリドＮＰ（Fixolide NP）、エベルニル、イラルデインガンマ
、フェニル酢酸、ゲラニルアセテート、ベンジルアセテート、ローズオキシド、ロミレー
ト、イロチルおよびフロラメート。
【００９４】
　好適なアストリンゼン制汗活性成分は、主として、アルミニウム、ジルコニウムまたは
亜鉛の塩である。このような好適な制汗活性成分は、例えば、塩化アルミニウム、アルミ
ニウムクロロヒドレート、アルミニウムジクロロヒドレート、アルミニウムセスキクロロ
ヒドレート、および、これらと例えば１，２－プロピレングリコールとの錯化合物、アル
ミニウムヒドロキシアラントイネート、アルミニウムクロリドタートレート、アルミニウ
ムジルコニウムトリクロロヒドレート、アルミニウムジルコニウムテトラクロロヒドレー
ト、アルミニウムジルコニウムペンタクロロヒドレート、およびこれらと例えばアミノ酸
（例えばグリシン）との錯化合物である。
【００９５】
Ｏ．皮膜剤およびフケ防止活性成分
　標準的な被膜剤は、例えばキトサン、微結晶キトサン、第４級化キトサン、ポリビニル
ピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸系ポリマー、第４級
セルロース誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸またはその塩、並びに類似の化合物である
。
【００９６】
　好適なフケ防止活性成分は、ピロクトンオラミン（１－ヒドロキシ－４－メチル－６－
（２，４，４－トリメチルペンチル）－２－（１Ｈ）－ピリジノンモノエタノールアミン
塩）、Baypival（登録商標）（Climbazole）、Ketoconazol（登録商標）（４－アセチル
－１－｛４－［２－（２，４－ジクロロフェニル）ｒ－２－（１Ｈ－イミダゾール－１－
イルメチル）－１，３－ジオキシラン－ｃ－４－イルメトキシフェニル｝－ピペラジン、
ケトコナゾール、エルビオール、二硫化セレン、コロイドイオウ、イオウポリエチレング
リコールソルビタンモノオレエート、イオウリシノールポリエトキシレート、イオウター
ル蒸留物、サリチル酸（またはヘキサクロロフェンとの組合せ）、ウンデシレン酸、モノ
エタノールアミドスルホスクシネートＮａ塩、Lamepon（登録商標）UD（蛋白質／ウンデ
シレン酸縮合物）、ジンクピリチオン、アルミニウムピリチオン、およびマグネシウムピ
リチオン／ジピリチオンマグネシウム硫酸塩である。
【００９７】
Ｐ．担体およびヒドロトロープ
　好ましい化粧品担体材料は、摂氏２５度及び１０１３ｍｂａｒで固体または液体となる
物質であり（極めて粘性の物質を含む）、例えば、グリセロール、１，２－プロピレング
リコール、１，２－ブチレングリコール、１，３－プロピレングリコール、１，３－ブチ
レングリコール、エタノール、水及び液体担体材料の２以上と水との混合物である。任意
に、本発明で用いられる製剤は、保存料または可溶化剤を用いて生産される。本発明に係
る製剤の成分であってもよいその他の好ましい液体担体物質は、植物油、中性油および鉱
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油といった油からなる群より選択される。
【００９８】
　本発明に係る製剤の成分となる適した固体担体材料は、デンプン、分解デンプン、化学
修飾または物理的加工を施したデンプン、デキストリン、（５～２５、好ましくは１０～
２０のデキストロース当量を有する）（粉末）マルトデキストリン、ラクトース、二酸化
ケイ素、グルコース、修飾セルロース、アラビアゴム、ダワノキのゴム、トラガカント、
インドゴム、カラギーナン、プルラン、カードラン、キサンタンガム、ゲランガム、グア
ー粉末、イナゴマメ粉末、アルギネート、アガー、ペクチンおよびイヌリンおよびこれら
の固体の２以上の混合物等の親水コロイド、とりわけ（１５～２０のデキストロース当量
を有する）マルトデキストリン、ラクトース、二酸化ケイ素及び／又はグルコースである
。
【００９９】
　加えて、ヒドロトロープ、例えばエタノール、イソプロピルアルコールまたはポリオー
ルは、流動挙動を改善するために使用できる。好適なポリオールは、好ましくは２～１５
個の炭素原子と、少なくとも２つのヒドロキシ基とを含む。ポリオールはその他の官能基
、特にアミノ基を含んでいてもよく、または窒素で修飾されていてもよい。典型例は以下
の通りである：
・グリセロール；
・アルキレングリコール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレ
ングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、および、ポリエチレングリ
コール（１００～１０００ダルトンの平均分子量を有する）；
・１.５～１０の自己縮合度を有する工業用オリゴグリセロール混合物、例えば４０～５
０ｗｔ．％のジグリセロール含量を有する工業用ジグリセロール混合物；
・メチロール化合物、例えば特にトリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、トリ
メチロールブタン、ペンタエリスリトールおよびジペンタエリスリトール；
・低級アルキルグルコシド、特にアルキル基に１～８個の炭素原子を含むもの、例えばメ
チルおよびブチルグルコシド；
・５～１２個の炭素原子を含む糖アルコール、例えばソルビトールまたはマンニトール；
５～１２個の炭素原子を含む糖、例えばグルコースまたはスクロース；
・アミノ糖、例えばグルカミン；
・ジアルコールアミン、例えばジエタノールアミンまたは２－アミノ－１,３－プロパン
ジオール。
【０１００】
Ｑ．防腐剤
　好適な防腐剤は、例えば、フェノキシエタノール、ホルムアルデヒド溶液、バラベン、
ペンタンジオールまたはソルビン酸、およびKosmetikverordnung（Cosmetics Directive
）のパートＡおよびＢの付録６に記載の銀錯体である。
【０１０１】
Ｒ．染料
　好適な染料は、例えば刊行物“Kosmetische Faerbemittel”， Farbstoffkommission d
er Deutschen Forschungsgemeinschaft， Verlag Chemie， Weinheim， １９８４，８１
～１０６ページに記載のような、化粧用に適当で承認された物質である。その例は、コチ
ニールレッドＡ（Ｃ．Ｉ．１６２５５）、パテントブルーＶ（Ｃ．Ｉ．４２０５１）、イ
ンジゴチン（Ｃ．Ｉ．７３０１５）、クロロフィリン（Ｃ．Ｉ．７５８１０）、キノリン
イエロー（Ｃ．Ｉ．４７００５）、二酸化チタン（Ｃ．Ｉ．７７８９１）、インダントレ
ンブルーＲＳ（Ｃ．Ｉ．６９８００）、およびマダーレーキ（Ｃ．Ｉ．５８０００）を包
含する。ルミノールは発光染料として存在してもよい。適した着色顔料は、例えば二酸化
チタン、マイカ、酸化鉄（例えばＦｅ２Ｏ３、Ｆｅ３Ｏ４、ＦｅＯ（ＯＨ））及び／また
は酸化スズである。適したな染料は、例えばカルミン、ベルリンブルー、酸化クロムグリ
ーン、ウルトラマリンブルーおよび／またはマンガンバイオレットである。本発明による
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好ましい組成物は、皮膚、口腔、及び／又は毛髪の手入れ用、保護用、ケア用、クレンジ
ング用の製品、または化粧品製品から選択され、好ましくは塗りっぱなしの生成物（すな
わち、すすぎ製品とは異なり、式（Ｉ）の化合物１種以上が皮膚及び／又は毛髪に長時間
留まることにより、保湿、及び／又は抗老化、及び／又は傷の治癒促進作用が、より強化
される）としての生成物の群から選択される。
【０１０２】
　本発明による製剤は好ましくは、エマルジョン型、例えばＷ／Ｏ（油中水型）、Ｏ／Ｗ
型（水中油型）、Ｗ／Ｏ／Ｗ型（水中油中水型）、Ｏ／Ｗ／Ｏ型（油中水中油型）のエマ
ルジョン、ＰＩＴエマルジョン、ピッカリングエマルジョン、低油分エマルジョン、マイ
クロエマルジョン、ナノエマルジョン、溶液形態（例えば油中（脂肪油若しくは脂肪酸エ
ステル、特にＣ６～Ｃ３２脂肪酸Ｃ２～Ｃ３０エステル）、又はシリコーン油溶液）、分
散液、懸濁液、クリーム、ローション、又は乳液などの形態（製造法と成分による）、ゲ
ル（ヒドロゲル、ヒドロ分散ゲル、オレオゲルを含む）、スプレー（例えばポンプ式スプ
レー、若しくはプロペラ式スプレー）、泡状又は化粧品拭き取り用の含浸液、例えばセッ
ケン等の洗剤、合成洗剤、液状の洗浄調製物、シャワー用、風呂用の調製物、浴用製品（
カプセル、オイル、タブレット、ソルト、バスソルト、セッケン等）、発泡性調製物、ス
キンケア製品、例えばエマルジョン（前述の通り）、軟膏、ペースト、ゲル（前述の通り
）、オイル、バルサム、血清、粉末（例えば顔用粉末、身体用粉末）、マスク、鉛筆、ス
ティック、ロールオン、ポンプ、アエロゾル（泡状、非泡状、又は事後発泡性）、消臭剤
、及び／又は制汗剤、口内洗浄剤、洗口液、足用ケア用品（角質溶解剤、消臭剤）、昆虫
忌避剤、日焼け止め、日焼けケア剤、ヒゲ剃り用品、アフターシェーブバーム、プリシェ
ーブローション、アフターシェーブローション、脱毛剤、ヘアケア用品、例えばシャンプ
ー（２液一体型シャンプー、フケ防止シャンプー、ベビーシャンプー、乾燥肌用シャンプ
ー、濃縮シャンプーを含む）、コンディショナー、ヘアトニック、ヘアウォーター、ヘア
リンス、スタイリングクリーム、ポマード、パーマローション、セット用ローション、ヘ
アスプレー、スタイリング剤（例えばジェル若しくはワックス）、髪を滑らかにする薬剤
（絡み防止剤、リラクサ）、髪染め、例えば一時的な直接染髪剤、半永久的な染髪剤、永
久的な染髪剤、ヘアコンディショナー、ヘアムース、目のケア用品、メイクアップ、メイ
ク除去剤、又は乳児用製品の形態である。
【０１０３】
　本発明による製剤は、特に好ましくは、エマルジョン形態、特にＷ／Ｏ、Ｏ／Ｗ、Ｗ／
Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏエマルジョン、ＰＩＴエマルジョン、ピッカリングエマルジョン、低
油分エマルジョン、マイクロエマルジョン、ナノエマルジョン、ゲル（ヒドロゲル、ヒド
ロ分散ゲル、オレオゲルを含む）、溶液（例えば油中（脂肪油若しくは脂肪酸エステル、
特にＣ６～Ｃ３２脂肪酸Ｃ２～Ｃ３０エステル）、又はシリコーン油中の溶液）、又はス
プレー（例えばポンプ式スプレー、若しくはプロペラ式スプレー）である。
【０１０４】
　助剤及び添加物は、製剤の全重量に対して５～９９重量％、好ましくは１０～８０重量
％の量で含まれていてよい。それぞれの場合において使用できる美容的な、若しくは外皮
用の助剤と添加剤及び香料は、当業者であれば、特定の製品の性質に基づき単純な試行錯
誤によって、容易に特定できる。
【０１０５】
　調製物は水を含有してもよく、調製物の全重量に対して最大９９重量％、好ましくは５
～８０重量％の量で含有することができる。
【０１０６】
Ｓ．フラグランス、フレーバー及びアロマ化合物
　本発明の組成物には、当業者に既知のフラグランス、フレーバー及びアロマ化合物を加
えてもよい。フラグランス、フレーバー及びアロマ化合物は、天然由来又は有機合成によ
って入手可能である。本発明において、用語「フラグランス、フレーバー及びアロマ化合
物」は、それぞれの用語と同等である。
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【０１０７】
　フレーバー及びフラグランスは、合成フレーバー液および／または油であって植物の葉
、花、果実などに由来するものあるいはこれらの組合せであってよい。このようなフレー
バー液の代表例としては以下のものが挙げられる：ユーカリノキ、レモン、オレンジ、バ
ナナ、ブドウ、ライム、アプリコットおよびグレープ、ライム、アプリコット、およびグ
レープフルーツ油並びにフルーツエッセンスなどの人工の、天然の、あるいは合成のフル
ーツ性調味料であって、リンゴ、イチゴ、サクランボ、オレンジ、パイナップルなどを含
むもの；コーヒー、ココア、コーラ、南京豆、アーモンドなど豆およびナッツ由来の調味
料；カンゾウまたはショウガなどの根由来の調味料。
【０１０８】
　このフレーバー及びフラグランスは、好ましくは以下を含む群から選択される：アニソ
ール、バジル油、ベルガモット油、ビターアーモンド油、カンファーオイル、シトロネラ
油、レモン油などのエッセンシャルオイル、抽出物、チンキ、およびバルサム；Eucalypt
us Citriodoraオイル、ユーカリオイル、フェンネルオイル、グレープフルーツオイル、
カモミールオイル、スペアミントオイル、キャラウェイオイル、ライムオイル、マンダリ
ンオイル、ナツメグ油（特に、ナツメグ花油＝メース油）、ミルラ油、チョウジ油、クロ
ーブ花油、オレンジ油、オレガノ油、パセリ（種）油、ペパーミントオイル、ロスマリン
（ローズマリー）油、セージ油（クラリーセージオイル、ダルメシアンオイル、もしくは
スパニッシュセージオイル）、スターアニスオイル、タイム油、バニラ抽出物、ジュニパ
ー油（特にジュニパーベリーオイル）、ウインターグリーン油、シナモン葉油；シナモン
皮油、およびこれらの蒸留物、あるいはこれらから分離される成分。
【０１０９】
　本発明に係るフレーバー及びフラグランス化合物は、特に、以下を含む群から選択され
る少なくとも一つ、好ましくは２、３、４、５、６、７、８、またはそれ以上のフレーバ
ー／フラグランスを含むと有利である：メントール（好ましくはｌ－メントールおよび／
またはメントールラセミ体）、アネトール、アニソール、アニスアルデヒド、アニシルア
ルコール、ネオメントールラセミ体、ユーカリプトール（１，８－シネオール）、メント
ン（好ましくはＬ－メントン）、イソメントン（好ましくはＤ－イソメントン）、イソプ
レゴール、酢酸メンチル（好ましくはＬ－酢酸メンチル）、メンチルプロピオナート、カ
ルボン（好ましくは（－）－カルボン、あるいはスペアミントオイルの成分としてでもよ
い）、サリチル酸メチル（あるいはウインターグリーン油の成分としてでもよい）、オイ
ゲノールアセテート、イソオイゲノールジメチルエーテル、ベータ－ホモシクロシトラー
ル、オイゲノール、イソブチルアルデヒド、３－オクタノール、硫化ジメチル、ヘキサノ
ール、ヘキサナール、ｔｒａｎｓ－－２－ヘキセナール、ｃｉｓ－３－ヘキセノール、４
－テルピネオール、ピペリトン、リナロール、８－オクシメチルアセテート、イソアミル
アルコール、イソバレルアルデヒド、α－ピネン、β－ピネン、リモネン（好ましくはＤ
－リモネン、あるいは精油の成分としてでもよい）、ピペリトン、ｔｒａｎｓ－サビネン
水和物、メントフラン、カリオフィレン、ゲルマクレンＤ、シンナムアルデヒドは、ラク
トン、チモール、γ－オクタラクトン、γ－ノナラクトン、γ－デカラクトン、（１，３
Ｅ，５Ｚ）－ウンデカトリエン、２‐ブタノン、ギ酸エチル、３－酢酸オクチル、イソア
ミルイソバレレート、ｃｉｓ－およびｔｒａｎｓ－カルビルアセテート、ｐ－シモール、
ダマセノン、ダマスコン、ｃｉｓ－ローズオキシド、ｔｒａｎｓ－ローズオキシド、フェ
ンコール、アセトアルデヒドジエチルアセタール、１－エトキシエチルアセテート、ｃｉ
ｓ－４－ヘプテナール、ｃｉｓ－ジャスモン、メチルジヒドロジャスモネート、２’－ヒ
ドロキシプロピオフェノン、メンチルメチルエーテル、ミルテニルアセテート、２－フェ
ニルエチルアルコール、２－フェニルエチルイソブチレート、２－フェニルエチルイソバ
レレート、ゲラニオール、ネロール、およびビリジフロロール。
【０１１０】
　特に好ましい芳香または調味料化合物は以下を含む：メントール、シネオール、オイゲ
ノール、チモール、シンナムアルデヒド、ペパーミントオイル、スペアミントオイル、ユ
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ーカリ油、タイム油、珪皮油、チョウジ油、トウヒ葉油、フェンネル油、セージ油、アニ
ス油、スターアニスオイル、カモミール油およびキャラウェイ油、およびそれらの混合物
。
【０１１１】
　典型的に、合成フラグランス及びフレーバーの代表例は、アルデヒド、ケトン、アルコ
ール、エーテル、エステル、炭化水素およびこれらの混合物である。以下、これらの種類
のフラグランス及びフレーバーについて詳述するが、これらの例に限定されない。
【０１１２】
Ｓ．１　アルデヒド
　適したフラグランス及びフレーバーの例であってアルデヒド構造を有するものは、以下
が含まれる：メロナール、トリプラール、リグストラール、アドキサール、アニスアルデ
ヒド、シマル、エチルバニリン、フロルヒドラル、フロラロゾン、ヘリオナール、ヘリオ
トロピン、ヒドロキシシトロネラール、コアボン、ラウリンアルデヒド、カントキサール
、リラール、リリアール、アドキサール、アニスアルデヒド、クマール、メチルノニルア
セトアルデヒド、シトロネラール、シトロネリルオキシ－アセトアルデヒド、シクラメン
アルデヒド、ブルゲオナール、p－tert.－ブシナル、フェニルアセトアルデヒド、ウンデ
シレンアルデヒド、バニリン、２,６,１０－トリメチル－９ーウンデセナール、３－ドデ
セン－I－アール、α－ｎ－アミルシンナムアルデヒド、４－メトキシ－ベンズアルデヒ
ド、ベンズアルデヒド、３－（４－tert－ブチルフェニル）－プロパナール、２－メチル
－３－（パラ－メトキシ－フェニルプロパナール）、２－メチル－４－（２,６,６－トリ
メチル－２（１）－シクロヘキセン－１－イル）ブタナール、３－フェニル－２－プロペ
ナール、cis－/trans－３,７－ジメチル－２,６－オクタジエン－１－アール、３,７－ジ
メチル－６－オクテン－１－アール、[（３,７－ジメチル－６－オクテニル）－オキシ]
－アセトアルデヒド、４－イソプロピルベンズアルデヒド、１,２,３,４,５,６,７,８－
オクタヒドロ－８,８－ジメチル－２－ナフタアルデヒド、２,４－ジメチル－３－シクロ
ヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、２－メチル－３－（イソプロピルフェニル）プロ
パナール、デシルアルデヒド、２,６－ジメチル－５－ヘプテナール、４－（トリシクロ[
５.２.１.０（２,６）]－デシリデン－８）－ブタナール、オクタヒドロ－４,７－メタノ
－１Ｈ－インデンカルボキシアルデヒド、３－エトキシ－４－ヒドロキシベンズアルデヒ
ド、パラ－エチル－α,α－ジメチルヒドロシンナムアルデヒド、α－メチル－３,４－（
メチレンジオキシ）－ヒドロ桂皮アルデヒド、３,４－メチレンジオキシベンズアルデヒ
ド、α－ｎ－ヘキシル－桂皮アルデヒド、m－シメン－７－カルボアルデヒド、α－チル
フェニルアセトアルデヒド、７－ヒドロキシ－３,７－ジメチルオクタナール、ウンデセ
ナール、２,４,６－トリメチル－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、４－
（３）（４－メチル－３－ペンテニル）－３－シクロヘキセン－カルボキシアルデヒド、
１－ドデカナール、２,４－ジメチル－シクロヘキセン－３－カルボキシアルデヒド、４
－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセン－I－カルボキシアル
デヒド、７－メトキシ－３,７－ジメチルオクタン－１－アール、２－メチルウンデカナ
ール、２－メチルデカナール、１－ノナナール、１－オクタナール、２,６,１０－トリメ
チル－５,９－ウンデカジエナール、２－メチル－３－（４－tert－ブチル）プロパナー
ル、３－（４－エチルフェニル）－２,２－ジメチルプロパナール、３－（４－メトキシ
フェニル）－２－メチルプロパナール、メチルノニルアセトアルデヒド、２－フェニルプ
ロパン－１－アール、３－フェニル－２－プロペナール－１、３－フェニル－２－ペンチ
ルプロパ－２－エン－１－アール、３－フェニル－２－ヘキシルプロパ－２－エン－アー
ル、３－（４－イソプロピルフェニル）－２－メチルプロパン－１－アール、３－（４－
エチルフェニル）－２,２－ジメチルプロパン－１－アール、３－（４－tert－ブチルフ
ェニル）－２－メチル－プロパナール、３－（３,４－メチレンジオキシ－フェニル）－
２－メチルプロパン－１－アール、３－（４－エチルフェニル）－２,２－ジメチルプロ
パナール、３－（３－イソプロピルフェニル）－ブタン－１－アール、２,６－ジメチル
ヘプト－５－エン－１－アール、ジヒドロシンナムアルデヒド、１－メチル－４－（４－



(36) JP 6770896 B2 2020.10.21

10

20

30

40

50

メチル－３－ペンテニル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、５－また
は６－メトキシヘキサヒドロ４,７－メタノインダン－１又は２－カルボキシアルデヒド
、３,７－ジメチルオクタン－１－アール、１－ウンデカナール、１０－ウンデセン－１
－アール、４－ヒドロキシ－３－メトキシベンズアルデヒド、１－メチル－３－（４－メ
チルペンチル）－３－シクロヘキセン－カルボキシアルデヒド、７－ヒドロキシ－３,７
－ジメチル－オクタナール、trans－４－デセナール、２,６－ノナジエナール、p－トリ
ルアセトアルデヒド、４－チルフェニルアセトアルデヒド、２－メチル－４－（２,６,６
－トリメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－２－ブテナール、オルト－メトキシシ
ンナムアルデヒド、３,５,６－トリメチル－３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、
３,７－ジメチル－２－メチレン－６－オクテナール、フェノキシアセトアルデヒド、５,
９－ジメチル－４,８－デカジエナール、ペオニーアルデヒド（６,１０－ジメチル－３－
オキサ－５,９－ウンデカジエン－１－アール）、ヘキサヒドロ－４,７－メタノインダン
－１－カルボキシアルデヒド、オクタナール、２－メチルオクタナール、α－メチル－４
－（１－メチルエチル）ベンゼン－アセトアルデヒド、６,６－ジメチル－２－ノルピネ
ン－２－プロピオンアルデヒド、p－メチルフェノキシアセトアルデヒド、２－メチル－
３－フェニル－２－プロペン－１－アール、３,５,５－トリメチルヘキサナール、ヘキサ
ヒドロ－８,８－ジメチル－２－ナフタアルデヒド、３－プロピル－ビシクロ[２.２.１]
－ヘプト－５－エン－２－カルバルデヒド、９－デセナール、３－メチル－５－フェニル
－１－ペンタナール、メチルノニルアセトアルデヒド、１－p－メンテン－q－カルボキシ
アルデヒド、シトラール又はこれらの混合物、リリアールシトラール、１－デカナール、
ｎ－ウンデカナール、ｎ－ドデカナール、フロルヒドラール、２,４－ジメチル－３－シ
クロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、４－メトキシベンズアルデヒド、３－メトキ
シ－４－ヒドロキシ－ベンズアルデヒド、３－エトキシ－４－ヒドロキシベンズアルデヒ
ド、３,４－メチレンジオキシベンズアルデヒド、３,４－ジメトキシベンズアルデヒド及
びこれらの混合物。前記の例によると、ケトン及びアルデヒドは、脂肪族化合物、脂環式
化合物、芳香族化合物、エチレン性不飽和構造またはそれらの組み合わせの構造を有して
いる。さらに、ヘテロ原子または多環式構造を有してもよい。構造はヒドロキシ基または
アミノ基等の適切な置換基を有してもよい。さらなる適当な香料は、Steffen Arctander
、Aroma Chemicals Vol. １（１９６０年、再版２０００） ISBN ０－９３１７１０－３
７－５およびAroma Chemicals Vol. ２（１９６９年、再版２０００） ISBN ０－９３１
７１０－３８－３において参照されるアルデヒドおよびケトンの群から選択される。
【０１１３】
Ｓ．２　ケトン
　ケトン構造を有する適したフレーバー及びフラグランスの例は：ブッコキシム、イソジ
ャスモン、メチルβ－ナフチルケトン、ムスクインダノン、トナリド/ムスクプラス、α
－ダマスコン、β－ダマスコン、Δ－ダマスコン、イソダマスコン、ダマセノン、ダマロ
ーズ、メチルジヒドロジャスモネート、メントン、カルボン、カンファー、フェンコン、
α－イオノン、β－イオノン、ジヒドロ－β－イオノン、γ－メチルイオノン、フルーラ
モン、ジヒドロジャスモン、シス－ジャスモン、イソ－E－スーパー、メチルセドレニル
ケトンまたはメチル－セドリロン、アセトフェノン、メチルアセトフェノン、ｐ－メトキ
シアセトフェノン、メチル－β－ナフチルケトン、ベンジルアセトン、ベンゾフェノン、
ｐ－ヒドロキシフェニルブタノン、セロリケトンまたはリベスコン、６－イソプロピルデ
カヒドロ－２－ナフトン、ジメチルオクテノン、フレスコメンテ、４－（１－エトキシビ
ニル）－３,３,５,５－テトラメチルシクロ－ヘキサノン、メチルヘプテノン、２－（２
－（４－メチル－３－シクロヘキセン－１－イル）プロピル）シクロペンタノン、１－（
p－メンテン－６（２）－イル）－１－プロパノン、４－（４－ヒドロキシ－３－メトキ
シフェニル）－２－ブタノン、２－アセチル－３,３－ジメチルノルボルナン、６,７－ジ
ヒドロ－１,１,２,３,３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン、４－ダマスコール、
ダルシニルまたはカシオン、ゲルソン、ヘキサロン、イソシクレモンＥ、メチルシクロシ
トロン、メチルラベンダーケトン、オリボン、ｐ－tert－ブチルシクロヘキサノン、ヴェ
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ルドーネ、デルフォーネ、ムスコン、ネオブテノン、プリカトン、ベルトン、２,４,４,
７－テトラメチルオクタ－６－エン－３－オン、テトラメラン、ヘディオン及びこれらの
混合物。より好ましくは、上記香料ケトンは以下より選択される:α－ダマスコン、Δ－
ダマスコン、イソダマスコン、カルボン、γ－メチルイオノン、イソ－E－スーパー、２,
４,４,７－テトラメチル－オクト－６－エン－３－オン、ベンジルアセトン、β－ダマス
コン、ダマセノン、メチルジヒドロジャスモネート、メチルセドリロン、ヘジオン及びこ
れらの混合物。
【０１１４】
Ｓ．３　アルコール
　芳香性及び香料アルコールは、例えば１０－ウンデセン－１－オール、２,６－ジメチ
ルヘプタン－２－オール、２－メチルブタノール、２－メチルペンタノール、２－フェノ
キシエタノール、２－フェニルプロパノール、２－tert－ブチルシクロヘキサノール、３
,５,５－トリメチルシクロヘキサノール、３－ヘキサノール、３－メチル－５－フェニル
ペンタノール、３－オクタノール、１－オクテン－３－オール、３－フェニルプロパノー
ル、４－ヘプテノール、４－イソプロピルシクロヘキシル、４－tert－ブチルシクロヘキ
サノール、６,８－ジメチル－２－ノナノール、６－ノネン－１－オール、９－デセン－
１－オール、α－メチルベンジルアルコール、α－テルピネオール、アミルサリチレート
、ベンジルアルコール、ベンジルサリシレート、β－テルピネオール、ブチルサリシレー
ト、シトロネロール、シクロヘキシルサリシレート、デカノール、ジヒドロミルセノール
、ジメチルベンジルカルビノール、ジメチルヘプタノール、ジメチルオクタノール、エチ
ルサリチレート、エチルバニリン、アネトール、オイゲノール、ゲラニオール、ヘプタノ
ール、ヘキシルサリシレート、イソボルネオール、イソオイゲノール、イソプレゴール、
リナロール、メントール、ミルテノール、ｎ－ヘキサノール、ネロール、ノナノール、オ
クタノール、パラ－メンタン－７－オール、フェニルエチルアルコール、フェノール、フ
ェニルサリチレート、テトラヒドロゲラニオール、テトラヒドロリナロール、チモール、
トランス－２－シス－６－ノナジエノール、トランス－２－ノネン－１－オール、トラン
ス－２－オクテノール、ウンデカノール、バニリン及びシンナミルアルコール及びこれら
の混合物を含む。
【０１１５】
Ｓ．４　エステル
　ケトン系構造を有する好適な香料及びフラグランスの例は、ベンジルアセテート、フェ
ノキシエチルイソブチレート、p－tert－ブチルシクロヘキシルアセテート、リナリルア
セテート、ジメチルベンジルカルボニルアセテート（ＤＭＢＣＡ）、フェニルエチルアセ
テート、ベンジルアセテート、エチルメチルフェニルグリシネート、アリルシクロヘキシ
ルプロピオネート、スチラリルプロピオネート、ベンジルサリチレート、シクロヘキシル
サリチレート、フロラメート、メルセート及びジャスマシクレート及びこれらの混合物が
挙げられる。
【０１１６】
Ｓ．５　エーテル
　ケトン系構造を有する好適な香料及びフラグランスの例は、ベンジルエチルエーテル及
びアンボルキサンが挙げられる。
【０１１７】
Ｓ．６　香油
　天然香油及び合成香油をベースにした香油も香料及びフラグランスに適している。天然
香料としては、例えば、花（例、ユリ、ラベンダー、バラ、ジャスミン、ネロリ、イラン
－イラン等）、茎および葉（例、ゼラニウム、パチョリ、プチグレン等）、果実（例、ア
ニス、コリアンダー、キャラウェー、ビャクシン等）、果皮（例、ベルガモット、レモン
、オレンジ等）、根（例、ナツメグ、アンゼリカ、セロリ、カルダモン、コスタス、アヤ
メ、ショウブ等）、木（例、マツ、ビャクダン、グアヤク、シーダー、シタン等）、ハー
ブおよび草（例、タラゴン、レモングラス、セージ、タイム等）、針葉および枝（例、ト
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ウヒ、モミ、マツ、低木マツ等）、樹脂およびバルサム（例、ガルバヌム、エレミ、ベン
ゾイン、ミルラ、乳香、オポパナクス等）などの抽出物が挙げられる。動物性原料、例え
ばシベットおよびカストリウムを使用してもよい。典型的な合成香料化合物は、エステル
、エーテル、アルデヒド、ケトン、アルコールおよび炭化水素型の生成物である。エステ
ル型香料化合物の例は、ベンジルアセテート、フェノエチルイソブチレート、ｐ－ｔｅｒ
ｔ－ブチルシクロヘキシルアセテート、リナリルアセテート、ジメチルベンジルカルボニ
ルアセテート、フェニルエチルアセテート、リナリルベンゾエート、ベンジルホルメート
、エチルメチルフェニルグリシネート、アリルシクロヘキシルプロピオネート、スチラリ
ルプロピオネート、およびベンジルサリチレートである。エーテルは例えば、ベンジルエ
チルエーテルを包含し、アルデヒドは例えば、８～１８個の炭素原子を有する直鎖アルカ
ナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオキシアセトアルデヒド、シクラメ
ンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラル、リリアールおよびブルゲオナールを包含する。
好適なケトンは例えば、イオノン類、α－イソメチルイオノンおよびメチルセドリルケト
ンである。好適なアルコールは、アネトール、シトロネロール、オイゲノール、イソオル
ゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルアルコールおよびテルピネオール
である。炭化水素は主として、テルペン類およびバルサム類を包含する。しかしながら、
共同で快い香を発する種々の香料化合物の混合物を使用することが好ましい。別の好適な
鉱油としては、芳香成分として用いられることの多い比較的揮発性の低い精油が挙げられ
る。好適な鉱油の例としては、セージ油、カモミール油、丁子油、メリッサ油、ミント油
、シナモン葉油、ライム花油、ジュニパーベリー油、ベチベル油、乳香油、ガルバヌム油
、ラブダヌム油およびラバンジン油が挙げられる。好ましくは以下を単独であるいは混合
物として用いても良い：ベルガモット油、ジヒドロミルセノール、リリアール、ライラー
ル、シトロネロール、フェニルエチルアルコール、ヘキシルシンナムアルデヒド、ゲラニ
オール、ベンジルアセトン、シクラメンアルデヒド、リナロール、ボイサムブレンフォル
テ、アンブロキサン、インドール、ヘジオン、サンデリス、シトラス油、マンダリン油、
オレンジ油、アリルペンチルグリコレート、シクロバータル、ラバンジン油、クラリー油
、ダマスコン、ゼラニウム油バーボン、シクロヘキシルサリチレート、バートフィックス
クール、イソ－イー－スーパー、フィクソリドＮＰ、エベルニル、イラルデインガンマ、
フェニル酢酸、ゲラニルアセテート、ベンジルアセテート、ローズオキシド、ロミレート
、イロチルおよびフロラメート。
【０１１８】
家庭用製品としての組成物
　本発明の他の実施例は、洗浄剤組成物等、少なくとも１つの式（Ｉ）のアセトフェノン
誘導体と、少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス及び／又は親油性組成物
と、水と、乳化剤又は界面活性剤の少なくともいずれか一方、及び／又は少なくとも１つ
のアルコールと、を有する家庭用製品の組成物である。
【０１１９】
　このような組成物に対する、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体の全体量は、結果物の家
庭用組成物に対し、好ましくは０．０５重量％～５重量％、さらに好ましくは０．５重量
％～２重量％、最も好ましくは０．１重量％～１重量％の範囲である。家庭用組成物に対
する、フレーバー及び／又はフラグランス又は親油性成分の全体量は、結果物の家庭用組
成物に対し、好ましくは０．０５重量％～１０重量％、さらに好ましくは０．１重量％～
５重量％、最も好ましくは０．１重量％～２重量％の範囲である。
【０１２０】
　本発明の家庭用組成物は、慣習的な添加剤、助剤及び成分、例えばアニオン性、カチオ
ン性、両性または双性イオン性（共）界面活性剤、有機溶媒、ビルダー、酵素、防汚材、
増強剤、着色料、抑泡剤等を含んでもよい。
【０１２１】
Ａ．アニオン性（共）界面活性剤
　好ましくは、スルホン酸塩型、アル（ケニ）ルスルホン酸塩型、エステルスルホン酸塩
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型及び／又は石けんが、アニオン性界面活性剤として使用される。好適なスルホン酸塩型
の界面活性剤は、Ｃ９－１３アルキルベンゼンスルホン酸塩、オレフィンスルホン酸塩、
例えばアルケン－及びヒドロキシアルカンスルホン酸塩の混合物、ならびに同じく、例え
ば末端もしくは内部の二重結合を有するＣ１２－８モノオレフィンから気体の三酸化硫黄
を用いるスルホン化に続くスルホン化生成物のアルカリ性または酸性での加水分解によっ
て得られるジスルホン酸塩である。
【０１２２】
（ｉ）アルキル（アルケニル）硫酸塩　好ましいアルキル（アルケニル）硫酸塩は、Ｃ１

２～Ｃ１８脂肪族アルコール、例えば、ヤシ油脂肪アルコール、獣脂脂肪アルコール、ラ
ウリル、ミリスチル、セチルまたはステアリルアルコール、またはＣ８～Ｃ２０オキソア
ルコールの硫酸半エステルならびに同じ鎖長の第二アルコールの対応する半エステルのア
ルカリ金属塩、特にナトリウム塩である。さらに、石油化学に基づいて製造された合成直
鎖アルキル基を含有し、脂肪化学原料に基づく適当な化合物に類似した分解挙動を有する
、上記の鎖長のアルキル（アルケニル）硫酸塩も好適である。洗浄性能を上げるためには
、Ｃ１２～Ｃ１６アルキル硫酸塩およびＣ１２～Ｃ１５アルキル硫酸塩、ならびにＣ１４

～Ｃ１５アルキル硫酸塩が好ましい。他の好適なアニオン性界面活性剤は、２，３－アル
キル硫酸塩であり、これは、例えばＤＡＮ（登録商標）の名称でシェル・オイル・カンパ
ニー社の製品として市販されている。
【０１２３】
（ｉｉ）アルキル（アルケニル）エーテル硫酸塩　例えば平均して３．５ｍｏｌのエチレ
ンオキシド（ＥＯ）を有する２－メチル－分岐状のＣ９～Ｃ１１－アルコール、または１
～４個のＥＯをもつＣ１２～Ｃ１８－脂肪族アルコールの硫酸モノエステルなど、１～６
ｍｏｌのエチレンオキシドでエトキシ化された直鎖または分岐状のＣ７～Ｃ２１－アルコ
ールの硫酸モノエステルも好適である。
【０１２４】
（ｉｉｉ）エステルスルホン酸　例えば水素化ココナッツ、パーム核又は獣脂脂肪酸のα
－スルホ脂肪酸のエステル（エステルスルホン酸）も好適である。
【０１２５】
（ｉｖ）石けん　特に石鹸は、別のアニオン性界面活性剤として考えることができる。特
に飽和脂肪酸石鹸が適しており、その例は、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、
ステアリン酸、水素化エルカ酸およびベヘン酸の塩、特に、天然脂肪酸、例えば、ココ脂
肪酸、パームナッツ脂肪酸または獣脂脂肪酸由来の塩である。特に好ましい石鹸混合物は
、５０～１００重量％の飽和Ｃ１２～Ｃ２４脂肪酸および０～５０重量％のオレイン酸石
鹸からなるものである。
【０１２６】
（ｖ）エーテルカルボン酸　更なる種類のアニオン性界面活性剤は、塩基性触媒の存在下
で脂肪アルコールエトキシレートとクロロ酢酸ナトリウムとを反応させることにより得ら
れるエーテルカルボン酸類である。これらは、一般式：ＲＯ（ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ）ｐＣ
Ｈ２ＣＯＯＨ［式中、Ｒ＝Ｃ１～Ｃ１８かつｐ＝０．１～２０］を有する。エーテルカル
ボン酸は水の硬度に敏感ではなく、極めて優れた界面活性特性を示す。
【０１２７】
Ｂ．非イオン性（共）界面活性剤
（ｉ）アルコールアルコキシレート　使用される非イオン性界面活性剤は、好ましくは、
アルコキシル化および／またはプロポキシル化された、特に第一級の、好ましくは、８～
１８個の炭素原子と、アルコール１ｍｏｌ当たり平均して１～１２ｍｏｌのエチレンオキ
シド（ＥＯ）および／または１～１０ｍｏｌのプロピレンオキシド（ＰＯ）とを有するア
ルコールである。Ｃ８～Ｃ１６アルコールアルコキシレートが特に好ましく、その例は、
有利にはエトキシル化および／またはプロポキシル化されたＣ１０～Ｃ１５アルコールア
ルコキシレート、特に、２～１０、好ましくは３～８のエトキシル化度および／または１
～６、好ましくは１．５～５のプロポキシル化度を有するＣ１２～Ｃ１４アルコールアル
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コキシレートである。上記のエトキシル化度およびプロポキシル化度は統計的平均値であ
り、特定の生成物に関しては、整数または分数であり得る。好ましいアルコールエトキシ
レートおよびプロポキシレートは、狭い同族体分布を有する（狭範囲エトキシレート／プ
ロポキシレート、ＮＲＥ／ＮＲＰ）。これらの非イオン性界面活性剤に加えて、１２超の
ＥＯを有する脂肪アルコールを使用することもできる。その例は、１４ＥＯ、１６ＥＯ、
２０ＥＯ、２５ＥＯ、３０ＥＯまたは４０ＥＯを有する（獣脂）脂肪アルコールである。
【０１２８】
（ｉｉ）アルキルグリコシド（ＡＰＧ（登録商標））　一般式：ＲＯ（Ｇ）ｘ［式中、Ｒ
は、８～２２個、好ましくは１２～１８個の炭素原子を有する直鎖状またはメチル分枝状
、特に２位でメチル分枝した一級脂肪族基であり、Ｇは５または６個の炭素原子を有する
グリコース単位、好ましくは、グルコースを表す記号である。］を有するアルキルグリコ
シドも、別の非イオン性界面活性剤として、例えば配合物として、好ましくはアニオン性
界面活性剤と共に使用できる。モノグリコシドおよびオリゴグリコシドの分布を表すオリ
ゴマー化度ｘは、１～１０の任意の数である。好ましくは、ｘは１．１～１．４である。
【０１２９】
（ｉｉｉ）脂肪酸アルキルエステル　好ましくは、単一の非イオン性界面活性剤として、
または他の非イオン性界面活性剤と組み合わせて、特にアルコキシル化脂肪アルコールお
よび／またはアルキルグリコシドと一緒に、使用される非イオン性界面活性剤の別の種類
は、アルキル鎖中に好ましくは１～４個の炭素原子を有する、アルコキシル化された、好
ましくはエトキシル化された、またはエトキシル化かつプロポキシル化された脂肪酸アル
キルエステル、特に日本国特許出願公開第５８／２１７５９８号に記載の脂肪酸メチルエ
ステルあるいは好ましくは国際特許出願公開第９０／１３５３３号に記載の方法により生
成されるものである。平均して３～１５個のＥＯを有する、特に平均して５～１２個のＥ
Ｏを有する、Ｃ１２～Ｃ１８脂肪酸メチルエステルが特に好ましい。
【０１３０】
（ｉｖ）アミンオキシド　アミンオキシドタイプの非イオン性界面活性剤、例えばＮ－コ
コアルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミンオキシドおよびＮ－獣脂アルキル－Ｎ，Ｎ－ジヒド
ロキシエチルアミンオキシド、並びに脂肪酸アルカノールアミドも好適であり得る。これ
らの非イオン性界面活性剤の割合は、好ましくは、エトキシル化脂肪アルコールの割合以
下、特にその半分以下である。
【０１３１】
（ｖ）ジェミニ型界面活性剤　いわゆるジェミニ型界面活性剤は、更に適した界面活性剤
である。一般的には、このジェミニ型界面活性剤は、１分子当たりに２つの親水基と２つ
の疎水基とを有する化合物として理解される。これらの基は一般に、いわゆる「スペーサ
ー」によって分離されている。通常、スペーサーは炭素鎖であり、この炭素鎖は、親水基
が互いに独立して作用できるように十分な距離を与えるための長さを有する必要がある。
そのような界面活性剤は一般に、異常に低い臨界ミセル濃度と、水の表面張力を大幅に低
下させる能力とを特徴とする。しかしながら、例外的なケースでは、ジェミニ型界面活性
剤は、二量体界面活性剤だけでなく、三量体界面活性剤も意味すると理解される。洗浄剤
又はクリーナーを生成するために好適なジェミニ型界面活性剤の例は、独国特許出願公開
第４３２１０２２号に記載の硫酸化ヒドロキシ混合エーテルあるいは独国特許出願公開第
１９５０３０６１号記載の二量体アルコールビス－および三量体アルコールトリス－硫酸
塩並びに－エーテル硫酸塩である。洗浄剤又はクリーナーを生成するために好適なジェミ
ニ型界面活性剤の例は、独国特許出願公開第４３２１０２２号に記載の硫酸化ヒドロキシ
混合エーテルである。または、独国特許出願公開第１９５０３０６１号に記載の二量体ア
ルコールビス－および三量体アルコールトリス－硫酸塩並びに－エーテル硫酸塩も使用可
能である。
【０１３２】
Ｃ．カチオン性共活性剤
（ｉ）テトラアルキルアンモニウム塩　カチオン性界面活性剤は、水溶液中で解離したと
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きにカチオンに表面活性を引き起こす、高分子量疎水基を含む。カチオン性界面活性剤の
主な代表例は、一般式：（Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋）Ｘ－［式中、Ｒ１はＣ１－Ｃ８アルキ
ル（アルケニル）基を表し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は相互に独立に１～２２の炭素原子を有す
るアルキル（アルケニル）基を表す。Ｘは、好ましくはアルキル硫酸塩およびアルキルカ
ーボネートからなる群から選択される、対イオンである。］を有する第四級アンモニウム
化合物である。窒素が２つの長いアシル基および２つの短いアルキル（アルケニル）基で
置換されているカチオン性界面活性剤が、特に好ましい。
【０１３３】
（ｉｉ）エステルクォート　更に、本発明の共活性剤に特に有用なカチオン性界面活性剤
の別得の例として、エステルクォートが挙げられる。エステルクォートは通例、第四級化
された脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩として理解される。これらの物質は、好適
な有機工業化学的方法で製造しうる既知物質である。ここで国際特許出願公開第９１／０
１２９５号を参照すると、トリエタノールアミンと、脂肪酸とを、次亜リン酸の存在下に
部分エステル化反応させ、空気を送り込み、得られた反応生成物を、硫酸ジメチルまたは
エチレンオキシドで四級化する。加えて、独国特許第４３０８７９４号記載の固体エステ
ルクォートの製造法によれば、トリエタノールアミンの四級化を、好適な分散剤、好適に
は脂肪アルコールの存在下に実施している。
【０１３４】
　本発明に使用されるエステルクォートの代表例は、アクリル成分が式ＲＣＯＯＨ［式中
ＲＣＯは６～１０の炭素原子を有するアクリル基であり、アミン成分がトリエタノールア
ミンである（ＴＥＡ）。］を有するモノカルボン酸から誘導される。このようなモノカル
ボン酸は次のような物質である：カプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、並びにそれらの
工業的混合物（例えばいわゆるヘッド分画された脂肪酸。アクリル成分が８～１０の炭素
原子を有するモノカルボン酸から誘導されるエステルクォートを用いると好ましい。その
他のエステルクォートとしては、アクリル成分がマロン酸、コハク酸、マレイン酸、フマ
ル酸、グルタル酸、ソルビン酸、ピメリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、および／また
はドデカンジオン酸などのジカルボン酸から誘導されるものであり、好ましくはアジピン
酸から誘導される。すなわち、エステルクォートは、アクリル成分が６～２２個の炭素原
子を有するモノカルボン酸の混合物から誘導され、アジピン酸が好ましく用いられる。最
終的なエステルクォート中のモノ－およびジカルボン酸の分子比の範囲は１：９９～９９
：１であり、好ましくは５０：５０～９０：１０、特に好ましくは７０：３０～８０：２
０である。第四級化された脂肪酸トリエタノールアミンエステル塩以外の好適なエステル
クォートは、モノ－／ジカルボン酸エステル塩とジエタノールアルキルアミンあるいは１
，２－ジヒドロキシプロピルジアルキルアミンとの混合物である。エステルクォートは脂
肪酸から得ても良いし、相当するトリグリセリドとの混和物から得ても良い。このような
プロセスは関連する従来技術における代表的なもので、欧州特許出願公開第０７５０６０
６号に開示されている。第四級化されたエステルの製造には、利用可能なカルボキシル機
能に基づき、モノ－およびジカルボン酸とトリエタノールアミンとの混合物を、分子比１
．１：１～３：１の範囲で用いて良い。エステルクォートの性能特性を考慮すると、分子
比の範囲は１．２：１～２．２：１として良く、好ましい範囲である１．５：１～１．９
：１とすると特に有利である。好適なエステルクォートは、１．５～１．９の平均エステ
ル化度を有するモノエステル、ジエステルおよびトリエステルの工業的混合物である。
【０１３５】
Ｄ．両性または双性イオン性共界面活性剤
（ｉ）ベタイン　両性または両性電解質の界面活性剤は、水溶液中でイオン化し、それに
よって（媒体の条件に応じて）化合物にアニオン性またはカチオン性を促し得る複数の官
能基を有している（ＤＩＮ ５３９００、１９７２年７月を参照）。等電点（ｐＨ４付近
）の近くで、両性界面活性剤は内部塩を形成し、そのため水に難溶性または不溶性となる
。両性界面活性剤は両性電解物質とベタインに細分化され、後者は溶液中で双性イオンと
して存在する。両性電解質は両性の電解質であって、即ち、酸性並びに塩基性の両方の親
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水基を持ち、従って、条件に応じて酸として或いは塩基として挙動する化合物である。ベ
タインは、既知の化合物であり、主として、アミン化合物のカルボキシアルキル化、好ま
しくはカルボキシメチル化により調製される。好ましくは、出発物質はハロカルボン酸ま
たはその塩、特にクロロ酢酸ナトリウムと縮合され、ベタイン１モルにつき塩１モルが形
成される。さらに、不飽和カルボン酸、例えばアクリル酸の付加反応も可能である。好適
なベタインは、式Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｎ－（ＣＨ２）ｑＣＯＯＸ［式中、Ｒ１は、６～２２個の
炭素原子を有するアルキル基を表し、Ｒ２は、水素原子または１～４個の炭素原子を有す
るアルキル基を表し、Ｒ３は、１～４個の炭素原子を有するアルキル基を表し、ｑは１～
６の数であり、Ｘは、アルカリ金属および／またはアルカリ土類金属若しくはアンモニウ
ムである。］に対応する。代表的な例は、ヘキシルメチルアミン、ヘキシルジメチルアミ
ン、オクチルジメチルアミン、デシルジメチルアミン、Ｃ１２／１４－ココナッツ油アル
キルジメチルアミン、ミリスチルジメチルアミン、セチルジメチルアミン、ステアリルジ
メチルアミン、ステアリルエチルメチルアミン、オレイルジメチルアミン、Ｃ１６／１８

－獣脂アルキルジメチルアミンのカルボキシメチル化物およびこれらの工業用混合物であ
り、特にドデシルメチルアミン、ドデシルジメチルアミン、ドデシルエチルメチルアミン
およびこれらの工業用混合物である。
【０１３６】
（ｉｉ）アルキルアミドベタイン　他の好適なベタインとして、式Ｒ１ＣＯ（Ｒ３）（Ｒ
４）－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ－Ｎ－（ＣＨ２）ｑＣＯＯＸ［式中、Ｒ１ＣＯは炭素原子６～
２２個の炭素原子を有し０あるいは１～３の二重結合を有する脂肪族アシル基、Ｒ２は水
素原子または１～４個の炭素原子を有するアルキル基、Ｒ３は１～４個の炭素原子を有す
るアルキル基、ｐは１～６の数であり、ｑは１～３の数であり、Ｘは、アルカリ金属およ
び／またはアルカリ土類金属若しくはアンモニウムである。］に対応する。典型例は、６
～２２個の炭素原子を含む脂肪酸（即ち、カプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリ
ン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、パルミトレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン
酸、オレイン酸、エライジン酸、ペトロセリン酸、リノール酸、リノレン酸、エレオステ
アリン酸、アラキン酸、ガドレイン酸、ベヘン酸、エルカ酸）及びこれらの工業用混合物
と、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルアミン、Ｎ
，Ｎ－ジエチルアミノエチルアミン及びＮ，Ｎ－ジエチルアミノプロピルアミンとの反応
生成物であり、クロロ酢酸ナトリウムで縮合される。市場で入手可能な製品として、例え
ばDehyton（登録商標）KやDehyton（登録商標）PK（Cognis Deutschland GmbH ＆ Co．KG
）やTego（登録商標）ベタイン（Goldschmidt）がある。
【０１３７】
（ｉｉｉ）イミダゾリン　本発明の出発物質として用いることができるベタインの別の例
として、イミダゾリンも好適である。これらの物質もまた、例えば、１または２ｍｏｌの
Ｃ６～Ｃ２２脂肪酸と多官能性アミン、例えばアミノエチルエタノールアミン（ＡＥＥＡ
）またはジエチレントリアミンとの環化縮合によって得ることができる既知の物質である
。相当するカルボキシアルキル化生成物は、種々の開鎖ベタインの混合物である。通常の
例は、前記脂肪酸とＡＥＥＡ、好ましくはクロロ酢酸ナトリウムにより実質的にベタイン
化したラウリン酸に基づくイミダゾリンとの縮合生成物である。市場で入手可能な製品と
して、例えばDehyton（登録商標）G（Cognis Deutschland GmbH ＆ Co．KG）がある。
【０１３８】
　本発明の組成物に含まれる（共）界面活性剤の量は、有利には０．１～９０重量％、好
ましくは１０～８０重量％、より好ましくは２０～７０重量％である。
【０１３９】
Ｅ．有機溶媒
　液体のライトデューティーまたはヘビーデューティー洗剤は、有機溶媒（好ましくは水
に混和性をもつもの）を含んでよい。好ましい有機溶媒は、ポリジオール、エーテル、ア
ルコール、ケトン、アミドおよび／またはエステルであり、存在する水の割合に基づいて
０～９０重量％、好ましくは０．１～７０重量％、特に０．１～６０重量％の割合で使用
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することができる。低分子量極性物質が好ましく、その例は、メタノール、エタノール、
プロピレンカーボネート、アセトン、アセトニルアセトン、ジアセトンアルコール、酢酸
エチル、２－プロパノール、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセリン、
ジエチレングリコール、ジプロピレングリコールモノエチルエーテルおよびジメチルホル
ムアミドまたはそれらの混合物である。
【０１４０】
Ｆ．酵素
　好適な酵素は、特に、ヒドロラーゼ種のもの、例えばプロテアーゼ、エステラーゼ、リ
パーゼまたは脂肪分解酵素、アミラーゼ、セルラーゼまたは他のグリコシルヒドロラーゼ
、およびこれらの酵素の混合物である。洗浄時において、これらのヒドロラーゼは、タン
パク質、脂肪またはデンプン質を含む汚れおよびグレーイングの除去等に貢献する。さら
に、セルラーゼおよび他のグリコシルヒドロラーゼは、色の保留、並びにピリングおよび
微小繊維を除去することによる布地の柔らかさの増加に寄与し得る。漂白または色移り防
止のために、オキシレダクターゼを使用することもできる。細菌株または真菌、例えば枯
草菌（Bacillus subtilis）、バチルス・リケニホルミス菌（Bacillus licheniformis）
、ストレプトミセス・グリセウス（Streptomyceus griseus）およびフミコラ・インソレ
ンス（Humicola insolens）から得られる酵素活性剤も、特に適している。サブチリシン
タイプのプロテアーゼ、特にバチルス・レンタス（Bacillus lentus）から得られるプロ
テアーゼを使用することも好ましい。酵素混合物、例えばプロテアーゼとアミラーゼとの
酵素混合物、またはプロテアーゼとリパーゼもしくは脂肪分解酵素との酵素混合物、また
はプロテアーゼとセルラーゼとの酵素混合物、またはセルラーゼとリパーゼもしくは脂肪
分解酵素との酵素混合物、またはプロテアーゼとアミラーゼとリパーゼもしくは脂肪分解
酵素との酵素混合物、またはプロテアーゼとリパーゼもしくは脂肪分解酵素とセルラーゼ
との酵素混合物、特にプロテアーゼおよび／またはリパーゼ含有混合物もしくは脂肪分解
酵素との混合物が特に興味深い。そのような脂肪分解酵素の例は、既知のクチナーゼであ
る。また、ペルオキシダーゼまたはオキシダーゼも一部のケースでは好適であることが証
明されている。好適なアミラーゼは特に、α－アミラーゼ、イソアミラーゼ、プルラナー
ゼおよびペクチナーゼを包含する。好ましく使用されるセルラーゼは、セロビアーゼとも
称される、セロビオヒドロラーゼ、エンドグルカナーゼ、β－グルコシダーゼ、またはそ
れらの混合物である。様々なタイプのセルラーゼはＣＭＣアーゼ活性およびアビセラーゼ
活性によって異なっているため、所望の活性は、セルラーゼの混合により達成することが
できる。酵素または酵素混合物の内容は、例えば０．１～５重量％、好ましくは０．１～
約３重量％である。
【０１４１】
Ｇ．ビルダー
（ｉ）ゼオライト　例えば、微細結晶性の結合水含有合成ゼオライトをビルダーとして使
用することができ、その例は、好ましくはゼオライトＡおよび／またはＰである。例えば
ゼオライトMAP．RTM（登録商標）（Crosfieldの市販品）が、ゼオライトＰとして特に好
ましい。しかし、ゼオライトＸ並びにゼオライトＡ、Ｘおよび／またはＰの混合物も好適
である。VEGABOND AX（登録商標）（Condea Augusta S．p．aの市販品）として入手可能
である、ゼオライトＡおよびゼオライトＸの共結晶化ナトリウム／カリウムアルミニウム
シリケートも特に興味深い。ゼオライトは好ましくは、噴霧乾燥粉末として使用され得る
。ゼオライトを懸濁液として使用する場合には、その懸濁液は、安定剤として、少量の非
イオン性界面活性剤、例えばゼオライトに基づいて１～３重量％の、２～５つのエチレン
オキシド基を有するエトキシル化Ｃ１２～Ｃ１８脂肪アルコール、４～５つのエチレンオ
キシド基を有するＣ１２～Ｃ１４脂肪アルコール、またはエトキシル化イソトリデカノー
ルを含むことができる。好適なゼオライトは、１０μｍ未満（体積分布；測定法：Coulte
r counter）の平均粒度を有し、好ましくは１８～２２重量％、特に２０～２２重量％の
結合水を含有する。なお、ホスフェートもビルダー物質として使用することができる。
【０１４２】
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（ｉｉ）層状ケイ酸塩　結晶性層状ケイ酸ナトリウムは、ゼオライトおよびホスフェート
の好適な代替物または部分代替物である。この種の結晶性層状ケイ酸ナトリウムは、例え
ば欧州特許出願公開第０１６４５１４号に記載されている。好ましい結晶性層状ケイ酸塩
は、国際特許出願公開第９１／０８１７１号に記載の処理により得られるものである。
【０１４３】
（iii）非晶質ケイ酸塩　好ましいビルダー物質は、遅延溶解性および二次的洗浄特性を
有する、Ｎａ２Ｏ：ＳｉＯ２比が１：２～１：３．３、好ましくは１：２～１：２．８、
特に１：２～１：２．６である非晶質ケイ酸ナトリウムを含む。通常の市販非晶質ケイ酸
ナトリウムと比較して遅延された溶解は、表面処理、コンパウンド化、圧縮または過乾燥
のような様々な方法で実現され得る。本発明において、用語「非晶質」とは、「Ｘ線非晶
質」も意味すると理解される。これは、ケイ酸塩は、Ｘ線回折実験において、結晶性物質
に典型的なシャープなＸ線反射を生じないが、数度単位の回折角の幅を有する散乱Ｘ線の
最大値を常に１つ以上示すということを意味する。しかし、電子回折実験において、ケイ
酸塩粒子が不明瞭な或いははっきりとした回折最大値を与える場合、非常に良好または特
に良好なビルダー特性を有し得る。これは、生成物がサイズ１０～数百ｎｍの微結晶領域
を有することを意味し得、その値は最大５０ｎｍまで、特に最大２０ｎｍまでが好ましい
。この種のＸ線非晶質ケイ酸塩は、例えばドイツ特許出願第４４０００２４号で記述され
た、従来の水ガラスと比べて遅延した溶解特性を有する。圧縮非晶質ケイ酸塩、コンパウ
ンド化非晶質ケイ酸塩、および過乾燥Ｘ線非晶質ケイ酸塩は、特に好ましい。
【０１４４】
（ｉｖ）ホスフェート　生態学的理由からその使用が回避される必要がない限り、ビルダ
ー物質として、一般に知られているホスフェートを使用することも明らかに可能である。
オルトホスフェート、ピロホスフェート、および特にトリポリホスフェートのナトリウム
塩がとりわけ好ましい。それらの割合は一般に、各々の場合に最終組成物に基づいて、２
５重量％以下、好ましくは２０重量％以下である。ある場合では特に、最終組成物に基づ
いて最大１０重量％までの低い割合でさえも、他のビルダー物質と組み合わされた、トリ
ポリホスフェートによって、二次的洗浄能が相乗的に改善されることが見出された。ホス
フェートの好ましい割合は、１０重量％未満、特に０重量％である。
【０１４５】
Ｈ．コビルダー
（ｉ）ポリカルボン酸　使用可能な有機コビルダー物質には、ナトリウム塩の形態で使用
され得るポリカルボン酸が含まれ、ポリカルボン酸は、１を超える酸官能基を持つカルボ
ン酸として理解される。それらは、例えば、クエン酸、アジピン酸、コハク酸、グルタル
酸、リンゴ酸、酒石酸、マレイン酸、フマル酸、糖酸、アミノカルボン酸、ニトリロ三酢
酸（ＮＴＡ）、および環境を害しないことを条件としたそれらの誘導体または混合物であ
る。好ましい塩は、クエン酸、アジピン酸、コハク酸、グルタル酸、酒石酸、糖酸のよう
なポリカルボン酸の塩およびそれらの混合物である。
【０１４６】
（ｉｉ）有機酸　酸自体も使用することができる。そのビルダー作用に加えて、酸は典型
的には酸性化成分の特性を有するので、洗剤組成物または洗浄剤組成物のｐＨをより低く
、より穏やかにする。酸の中でも、クエン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、グル
コン酸およびそれらの任意の混合物を挙げなければならない。他の好適な酸性化剤は、重
炭酸ナトリウムおよび重硫酸ナトリウムのような既知のｐＨ調整剤である。
【０１４７】
（ｉｉｉ）ポリマー　好適なポリマーコビルダーは、特にポリアクリレート、好ましくは
２，０００～２０，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するものである。また、それらの優れ
た溶解性故に、２，０００～１０，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する短鎖ポリアクリレ
ートが好ましく、３，０００～５，０００ｇ／ｍｏｌの分子量を有するものが特に好まし
い。好適なポリマーは、ビニルアルコールまたはその誘導体の単位を完全にまたは部分的
に含む物質も包含し得る。
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【０１４８】
　コポリマーポリカルボキシレート、特に、アクリル酸とメタクリル酸とのコポリマー、
アクリル酸またはメタクリル酸とマレイン酸とのコポリマーも適当である。５０～９０重
量％のアクリル酸および５０～１０重量％のマレイン酸を含む、アクリル酸とマレイン酸
とのコポリマーが特に適していることが分かっている。それらの相対分子量は、遊離酸に
基づいて、一般に２，０００～７０，０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは２０，０００～５０
，０００ｇ／ｍｏｌ、特に３０，０００～４０，０００ｇ／ｍｏｌである。（コ）ポリマ
ーポリカルボキシレートは、水溶液として、または好ましくは粉末として使用できる。欧
州特許出願公開第０７２７４４８号に記載のように、ポリマーは、水溶性向上のためにモ
ノマーとして、アリルオキシベンゼンスルホン酸およびメタリルスルホン酸のようなアリ
ルスルホン酸を含むこともできる。
【０１４９】
　２以上の異なったモノマー単位からなる生物分解性ポリマーは特に好ましく、その例は
、独国特許出願公開第４３００７７２号に記載の、モノマーとしてアクリル酸およびマレ
イン酸の塩ならびにビニルアルコールまたはビニルアルコール誘導体を含むもの、または
モノマーとしてアクリル酸および２－アルキルアリルスルホン酸の塩並びに糖誘導体を含
むものである。他の好ましいコポリマーは、独国特許出願公開第４３０３３２０号および
独国特許出願公開第４４１７７３４号に記載のモノマーとして好ましくはアクロレインお
よびアクリル酸／アクリル酸塩またはアクロレインおよび酢酸ビニルを含むものである。
【０１５０】
　同様に、他の好適なビルダー物質は、アミノジカルボン酸ポリマー、その塩またはその
前駆物質である。コビルダー特性に加えて漂白安定化作用をも有することから、例えば独
国特許出願公開第１９５４００８６号に記載のポリアスパラギン酸、それらの塩または誘
導体が特に好ましい。
【０１５１】
　他の好適なビルダー物質はポリアセタールであり、欧州特許公開第０２８０２２３号に
記載の通り、このポリアセタールは、ジアルデヒドと、５～７個の炭素原子および少なく
とも３つのヒドロキシル基を有するポリカルボン酸との反応により得ることができる。好
ましいポリアセタールは、例えばグリオキサール、グルタルアルデヒド、テレフタルアル
デヒドおよびそれらの混合物等のジアルデヒド、並びに例えばグルコン酸および／または
グルコヘプトン酸のようなポリオールカルボン酸から得られる。
【０１５２】
（ｉｖ）炭水化物　他の好適な有機コビルダー物質は、デキストリン、例えばデンプンの
部分的加水分解により得ることができる炭水化物のオリゴマーまたはポリマーである。こ
の加水分解は、酸触媒法または酵素触媒法のような一般的な方法により実施することがで
きる。それらは好ましくは、４００～５００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲の平均分子量を有
する加水分解生成物である。ここで、デキストロース当量（ＤＥ）が０．５～４０、特に
３～３０の範囲である多糖類が好ましく、ＤＥは、ＤＥが１００であるデキストロースと
比較する多糖類の還元効果の一般的な指標である。ＤＥが３～２０であるマルトデキスト
リンおよびＤＥが２０～３７である乾燥グルコースシロップを使用してもよく、２，００
０～３０，０００ｇ／ｍｏｌの範囲のより高い分子量を有する、いわゆる黄色デキストリ
ンおよび白色デキストリンを使用してもよい。好ましいデキストリンは英国特許出願公開
第９４１９０９１号に記載のものである。
【０１５３】
　そのようなデキストリンの酸化誘導体は、糖環の少なくとも１つのアルコール官能基を
カルボン酸官能基へと酸化することができる酸化剤によるデキストリンの反応生成物であ
る。好ましいデキストリン及びその製造方法は、例えば欧州特許出願公開第０２３２２０
２号に記載のものである。特に、糖環のＣ６で酸化された生成物が有利である。
【０１５４】
（ｖ）オキシジスクシネートおよび他のジスクシネート誘導体、好ましくは、エチレンジ
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アミンジスクシネートもまた、他の好適なコビルダーである。米国特許３，１５８，６１
５号でその合成物について説明されているエチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジスクシネート
（ＥＤＤＳ）が、好ましくはそのナトリウム塩またはマグネシウム塩の形で使用される。
これに関連して、例えば米国特許第４，５２４，００９号に記載のグリセロールジスクシ
ネートおよびグリセロールトリスクシネートも好ましい。ゼオライト及びシリケート含有
製剤での添加量は、３～１５重量％の範囲である。
【０１５５】
（ｖｉ）ラクトン　他の使用できる有機コビルダーは、例えば、アセチル化ヒドロキシカ
ルボン酸またはそれらの塩であり、それらは、場合によって、ラクトン形態で存在してい
てもよく、少なくとも４個の炭素原子と少なくとも１つのヒドロキシ基および最大でも２
つの酸性基を含有する。このようなコビルダーは、国際特許出願公開第９５／２００２９
号に記載されている。
【０１５６】
Ｉ．防汚剤
　組成物は、布地から油および油脂を洗い落とす能力にプラスに作用する成分を含むこと
もできる（これらは防汚剤と称される）。この効果は特に、これらの油溶解成分および油
脂溶解成分を含む本発明の洗濯洗剤で既に何回も洗濯された布地が汚れた場合に現れる。
好ましい油溶解成分および油脂溶解成分は、例えば、メチルセルロースおよびいずれの場
合も非イオン性セルロースエーテルに基づいて１５～３０重量％のメトキシル基および１
～１５重量％のヒドロキシプロピル基を有するメチルヒドロキシプロピルセルロースのよ
うな非イオン性セルロースエーテル、並びに従来技術で既知の、フタル酸および／または
テレフタル酸のポリマーまたはそれらの誘導体、特にエチレンテレフタレートおよび／ま
たはポリエチレングリコールテレフタレートのポリマー或いはそれらのアニオン性および
／または非イオン性変性誘導体を包含する。それらのうち、フタル酸ポリマーおよびテレ
フタル酸ポリマーのスルホン化誘導体が特に好ましい。
【０１５７】
Ｊ．無機塩
　組成物の更なる好適な成分は水溶性の無機塩、例えば重曹、炭酸塩、非晶質ケイ酸塩、
またはこれらの混合物である；アルカリ炭酸塩および非晶質ケイ酸塩が特に用いられ、主
にＮａ２Ｏ：ＳｉＯ２のモル比が１：１～１：４．５、好ましくは１：２～１：３．５の
ケイ酸塩ナトリウムが用いられる。好ましい組成物はアルカリ塩、ビルダー、および／ま
たはコビルダーで、好ましくは炭酸ナトリウム、ゼオライト、結晶、層状のケイ酸ナトリ
ウムおよび／またはクエン酸三ナトリウムであり、その量は０．５～７０重量％、好まし
くは０．５～５０重量％特に好ましくは０．５～３０重量％の無水物である。
【０１５８】
Ｋ．抑泡剤
　組成物には、通常の抑泡剤を添加することが有利であり得る。好適な抑泡剤の例は、高
い割合のＣ１８～Ｃ２４脂肪酸を含む天然または合成由来の石鹸である。好適な非界面活
性剤様抑泡剤は、例えば、オルガノポリシロキサン、およびそれらの場合によりシラン化
されていてよい超微粒ケイ酸との混合物、並びにパラフィン、ワックス、微晶質ワックス
、およびそれらのシラン化ケイ酸またはビステアリルエチレンジアミドとの混合物を包含
する。様々な抑泡剤の混合物、例えばシリコーン、パラフィンまたはワックスの混合物も
有利に使用される。発泡防止剤、特にシリコーンおよび／またはパラフィンを含有する発
泡防止剤は、優先的に、水に溶解性または分散性の粒状担体物質に結合する。この場合、
特にパラフィンとビステアリルエチレンジアミドの混合物を使用することができる。
【０１５９】
Ｌ．封鎖剤
　ポリホスホン酸の塩は、特に重金属イオンに敏感な酵素のための、錯化剤および／また
は安定剤として考えられる。例えば、１－ヒドロキシエタン－１，１－ジホスホネートの
ナトリウム塩、およびジエチレントリアミンペンタメチレンホスホネートまたはエチレン
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ジアミンテトラメチレンホスホネートのナトリウム塩は、組成物中に０．１重量％～５重
量％の量で、好ましく使用される。窒素不含有錯化剤が好ましい。
【０１６０】
Ｍ．灰色化抑制剤
　灰色化抑制剤は、繊維から分離された汚れを洗濯液中に懸濁して維持する機能を有する
ので、汚れの再付着を防ぐ。水溶性コロイドは多くの場合有機性であるが、灰色化抑制剤
として適しており、その例は、（コ）ポリマーカルボン酸の水溶性塩、糊、ゼラチン、デ
ンプンまたはセルロースのエーテルカルボン酸塩、デンプンまたはセルロースのエーテル
スルホン酸塩、或いはセルロースまたはデンプンの酸性硫酸エステル塩である。水溶性酸
性基含有ポリアミドもこの目的に適している。更に、上記以外の可溶性デンプン調製物お
よびデンプン製品、例えばデンプン分解物、アルデヒドデンプンなども使用可能である。
また、ポリビニルピロリドンも使用可能である。しかしながら、セルロースエーテル、例
えばカルボキシメチルセルロース（ナトリウム塩）、メチルセルロース、ヒドロキシアル
キルセルロース、および混合エーテル、例えばメチルヒドロキシエチルセルロース、メチ
ルヒドロキシプロピルセルロース、メチルカルボキシメチルセルロース、並びにそれらの
混合物、そして、ポリビニルピロリドンを、例えば本剤に基づいて０．１～５重量％の量
で使用することも好ましい。
【０１６１】
Ｎ．蛍光増白剤および紫外線吸収剤
　本組成物は蛍光増白剤を含むことができ、その例は、ジアミノスチルベンスルホン酸誘
導体および／またはそれらのアルカリ金属塩である。例えば、４，４’－ビス（２－アニ
リノ－４－モルホリノ－１，３，５－トリアジニル－６－アミノ）スチルベン－２，２’
－ジスルホン酸の塩、またはモルホリノ基の位置にジエタノールアミノ基、メチルアミノ
基、アニリノ基または２－メトキシエチルアミノ基を有する類似構造化合物である。置換
ジフェニルスチリル型の増白剤も存在でき、その例は、４，４’－ビス（２－スルホスチ
リル）ジフェニル、４，４’－ビス（４－クロロ－３－スルホスチリル）ジフェニルまた
は４－（４－クロロスチリル）－４’－（２－スルホスチリル）ジフェニルのアルカリ金
属塩である。上記増白剤の混合物も使用できる。
【０１６２】
　紫外線吸収剤も使用できる。紫外線吸収剤は、紫外線を吸収する著しい能力を有する化
合物である。紫外線吸収剤は、光保護剤（紫外線安定剤）であり、染料、顔料および布地
繊維の耐光性の向上に寄与する。紫外線吸収剤はまた、布地製品の着用者の皮膚を、布地
を貫通する紫外線から保護する。一般に、無放射失活により作用するこれらの化合物は、
多くの場合２位および／または４位に、ヒドロキシ基および／またはアルコキシ基のよう
な置換基を有するベンゾフェノンの誘導体である。更に、置換ベンゾトリアゾール、およ
び必要に応じて２位にシアノ基を有していてよい３位でフェニル置換されているアクリレ
ート（桂皮酸誘導体）；サリチレート；有機ニッケル錯体；並びにウンベリフェロンおよ
び内因性ウロカニン酸のような天然物質も好適である。好ましい態様では、紫外線吸収剤
は、ＵＶ－Ａ線およびＵＶ－Ｂ線、必要に応じてＵＶ－Ｃ線を吸収し、青色光の波長を放
出するので、蛍光増白剤の効果も有する。好ましい紫外線吸収剤としては、例えば、ヒド
ロキシアリール－１，３，５－トリアジン、スルホン化１，３，５－トリアジン、ｏ－ヒ
ドロキシフェニルベンゾトリアゾールおよび２－アリール－２Ｈ－ベンゾトリアゾールの
ようなトリアジン誘導体、並びにビス（アニリノトリアジニルアミノ）スチルベンジスル
ホン酸およびその誘導体である。二酸化チタンのような紫外線を吸収する顔料も、紫外線
吸収剤として使用できる。
【０１６３】
Ｏ．増粘剤
　本組成物は、増粘剤および沈降防止剤並びに粘度調整剤、例えば、ポリアクリレート、
ポリカルボン酸、多糖類およびそれらの誘導体、ポリウレタン、ポリビニルピロリドン、
ひまし油誘導体、第四級化および／またはエトキシル化ヘキサメチレンジアミンのような
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ポリアミン誘導体、並びにそれらの任意の混合物を含んでもよい。好ましい組成物はＢｒ
ｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計を用いて、摂氏２０℃、５０ｍｉｎ－１の剪断速度で測定した場
合に、１０，０００ｍＰａ・ｓ未満の粘度を有する。
【０１６４】
Ｐ．香料および着色料
　本組成物は、香料および／または着色料のような洗剤または洗浄剤の他の典型的な成分
を含むことができる。このような着色料は、洗濯される布地を全く着色しないか、または
無視できる程度にしか着色しないものである。使用する着色料全体の好ましい量は、本剤
に基づいて１重量％未満、好適には０．１重量％未満である。本剤は、必要に応じてＴｉ
Ｏ２のような白色顔料を含んでもよい。
【０１６５】
＜製剤の調製＞
　本発明による好ましい組成物、製剤、処方は、皮膚、口腔、及び／又は毛髪の手入れ用
、保護用、ケア用、クレンジング用の製品、または化粧品製品から選択され、好ましくは
塗りっぱなしの生成物（すなわち、すすぎ製品とは異なり、式（Ｉ）の化合物１種以上が
皮膚及び／又は毛髪に長時間留まることにより、保湿、及び／又は抗老化、及び／又は傷
の治癒促進作用が、より強化される）としての生成物の群から選択され、好ましくはシャ
ンプー、シャワーゲル、毛髪トニック、洗顔料、マウスウォッシュとして使用される。
【０１６６】
　本発明の製剤は、好ましくは水ベースの製剤である。このような製剤または調合物は、
調合物全体の重量に対し、最大９９％（重量基準）、好ましくは５０～９９％（重量基準
）の水を含有する。
【０１６７】
　特に好ましい調合物及び製剤は、マウスウォッシュ、アフターシェーブ、洗顔料、シャ
ンプー、シャワーゲル、アルコール及びノンアルコールデオスプレー、家庭用洗浄剤、液
体洗剤である。
【０１６８】
　好ましい実施例では、マウスリンス調合物及び製剤は、以下を含んでもよい。
（ｉ）０～２６．００％（重量基準）のエチルアルコール、
（ｉｉ）０．２～３．００％（重量基準）のCremophor CO ４０（ＰＥＧ４０水素化ヒマ
シ油）、
（ｉｉｉ）０．１～０．５０％（重量基準）のフレーバー、
（ｉｖ）２．００～７％（重量基準）の７０％ソルビトール、
（ｖ）０．０５～０．５％（重量基準）のナトリウムサッカリン４５０、
（ｖｉ）０．０５～０．５％（重量基準）のフッ化ナトリウム、
（ｖｉｉ）０．０１～１．０％（重量基準）の安息香酸、
（ｖｉｉｉ）０．０５～１．０％（重量基準）の、本発明記載のヒドロキシアセトフェノ
ン、
（ｉｘ）水（脱イオン水）、
任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％（重量基準）となることを条件とす
る。
【０１６９】
　さらに好ましい実施例では、シャンプー調合物及び製剤は、以下を含んでもよい。
（ｉ）５．００～２５．００％（重量基準）のラウリルエーテル硫酸塩（例えばTexapon 
NSO）、
（ｉｉ）１．００～５．００％（重量基準）のコカミドプロピルベタイン（例えばDehyto
n K）、
（ｉｉｉ）０．１～５．００％（重量基準）の植物油（例えばアボカド油）、
（ｉｖ）０．１０～１０．００％（重量基準）の脂肪酸エステル（例えばDragoxat ８９
：エチルヘキシルイソノエート）、
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（ｖ）１．０～３．０％（重量基準）の塩化ナトリウム、
（ｖｉ）０．５～２．０％（重量基準）のクエン酸、
（ｖｉｉ）０．００１～２．０％（重量基準）の香油、
（ｖｉｉｉ）０～１％（重量基準）のフェノキシエタノール、メチル－、エチル－、ブチ
ル－及びプロピルパラベン、ここで、量は例えばフェノキシエタノールのみ等、１つの化
合物に対応する量であり、または列挙された２、３、４、５の化合物からなる混合物であ
る。
（ｉｘ）０．０５～３．００％（重量基準）の、本発明記載のヒドロキシアセトフェノン
、
（ｘ）水（脱イオン水）。
任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％となることを条件とする。
【０１７０】
　上述の通り、組成物（ｖｉｉｉ）は、単独の化合物（例えば０～１％（重量基準）のフ
ェノキシエタノール、０～１％（重量基準）のメチルパラベン、０～１％（重量基準）の
プロピルパラベン）、又はまたは列挙された２、３、４、５の化合物からなる混合物（例
えば０～１％（重量基準）のフェノキシエタノール、メチル－、エチル－、ブチル－及び
プロピルパラベンを含有する混合物、または０～１％（重量基準）のフェノキシエタノー
ル、エチル－、ブチル－及びプロピルパラベンを含有する混合物、または０～１％（重量
基準）のフェノキシエタノール、ブチル－及びプロピルパラベンを含有する混合物、また
は０～１％（重量基準）のフェノキシエタノール及びプロピルパラベンを含有する混合物
）である。
【０１７１】
　さらに好ましい実施例では、デオ調合物及び製剤は、以下を含んでもよい。
（ｉ）０～９０．００％（重量基準）のエチルアルコール、
（ｉｉ）０．２～３．００％（重量基準）のCremophor CO ４０（ＰＥＧ４０水素化ヒマ
シ油）、
（ｉｉｉ）０．１～２．００％（重量基準）のフラグランス、
（ｉｖ）０．１～２０％（重量基準）のグリセリン、
（ｖ）１～３０％（重量基準）のアルミニウムクロロヒドレート
（ｖｉ）０．１～８０．００％（重量基準）のシクロメチコーン、
（ｖｉｉ）０．０１～１．０％（重量基準）のフェノキシエタノール、
（ｖｉｉｉ）０．１～５．００％（重量基準）の脂肪酸エステルまたはカプリリルカプリ
ルトリグリセリド、
（ｉｘ）０．１～１．００％（重量基準）のエチルヘキシルグリセリド、
（ｘ）０．０５～１．０％（重量基準）の、本発明記載のヒドロキシアセトフェノン、
（ｘｉ）水（脱イオン水）。
任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％となることを条件とする。
【０１７２】
　これらの水ベースの製剤及び調合物において、特に親油性成分及び／またはフレーバー
の安定が、調合物の安定に繋がるため、最も好ましいとされる。
【０１７３】
　本発明による製剤は好ましくは、エマルジョン型、例えばＷ／Ｏ（油中水型）、Ｏ／Ｗ
型（水中油型）、Ｗ／Ｏ／Ｗ型（水中油中水型）、Ｏ／Ｗ／Ｏ型（油中水中油型）のエマ
ルジョン、ＰＩＴエマルジョン、ピッカリングエマルジョン、低油分エマルジョン、マイ
クロエマルジョン、ナノエマルジョン、溶液形態（例えば油中（脂肪油若しくは脂肪酸エ
ステル、特にＣ６～Ｃ３２脂肪酸Ｃ２～Ｃ３０エステル）、又はシリコーン油溶液）、分
散液、懸濁液、クリーム、ローション、又は乳液などの形態（製造法と成分による）、ゲ
ル（ヒドロゲル、ヒドロ分散ゲル、オレオゲルを含む）、スプレー（例えばポンプ式スプ
レー、若しくはプロペラ式スプレー）、泡状又は化粧品拭き取り用の含浸液、例えばセッ
ケン等の洗剤、合成洗剤、液状の洗浄調製物、シャワー用、風呂用の調製物、浴用製品（
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カプセル、オイル、タブレット、ソルト、バスソルト、セッケン等）、発泡性調製物、ス
キンケア製品、例えばエマルジョン（前述の通り）、軟膏、ペースト、ゲル（前述の通り
）、オイル、バルサム、血清、粉末（例えば顔用粉末、身体用粉末）、マスク、鉛筆、ス
ティック、ロールオン、ポンプ、アエロゾル（泡状、非泡状、又は事後発泡性）、消臭剤
、及び／又は制汗剤、口内洗浄剤、洗口液、足用ケア用品（角質溶解剤、消臭剤）、昆虫
忌避剤、日焼け止め、日焼けケア剤、ヒゲ剃り用品、アフターシェーブバーム、プリシェ
ーブローション、アフターシェーブローション、脱毛剤、ヘアケア用品、例えばシャンプ
ー（２液一体型シャンプー、フケ防止シャンプー、ベビーシャンプー、乾燥肌用シャンプ
ー、濃縮シャンプーを含む）、コンディショナー、ヘアトニック、ヘアウォーター、ヘア
リンス、スタイリングクリーム、ポマード、パーマローション、セット用ローション、ヘ
アスプレー、スタイリング剤（例えばジェル若しくはワックス）、髪を滑らかにする薬剤
（絡み防止剤、リラクサ）、髪染め、例えば一時的な直接染髪剤、半永久的な染髪剤、永
久的な染髪剤、ヘアコンディショナー、ヘアムース、目のケア用品、メイクアップ、メイ
ク除去剤、又は乳児用製品の形態である。
【０１７４】
　助剤または添加剤を追加してもよく、製剤の全重量に対して５～９９重量％、好ましく
は１０～８０重量％の量で含有することができる。化粧品及び皮膚に使用する助剤及び添
加剤の量は、各製品の性質に基づき、当業者が試行錯誤を繰り返すことによって決定され
る。
【０１７５】
＜体臭に対抗するための製剤を安定化する方法＞
　本発明に記載された、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体及び対応する組成物は、好まし
くは水または水アルコールベースの成分及び組成物において、特にフラグランス及びフレ
ーバー、並びに親油性成分の可溶化剤及び分解剤としての相乗的効果を有する。
従って、本発明の他の目的は、化粧品又は家庭用組成物において、
（ａ）少なくとも１つの式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を添加することにより、
【化１０】

ここで、
Ｒ１は水素またはメチル基であり、
Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣＨ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩
であり、
または、
（ｂ）
（ｂ１）少なくとも１つの式（１）のアセトフェノン誘導体と、
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【化１１】

（Ｉ）
ここで、
Ｒ１は水素またはメチル基であり、
Ｒ２は水素、ヒドロキシル基または－ＯＣＨ３群、または美容的、薬学的に受容できる塩
であり、
（ｂ２）少なくとも１つのフレーバー及び／又はフラグランス、及び／又は
（ｂ３）少なくとも１つの親油性成分、
望ましくはさらに、
（ｂ４）水と、
（ｂ５）乳化剤または界面活性剤の少なくとも１つ、及び／又は
（ｂ６）少なくとも１つのアルコール、
を含むフレーバー又はフラグランス組成物を加えることにより、
（ｉ）フレーバー及びフラグランスの安定性及び／又は溶解性、及び／又は
（ｉｉ）親油性成分の安定性及び／又は溶解性、及び／又は
（ｉｉｉ）フラグランス及びフレーバーの持続性、
を改善及び／または向上しする方法である。
【０１７６】
　好ましい組成物は、以下を含有する。
（ｉ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、２－ヒドロキシアセトフェノン、３－ヒドロ
キシアセトフェノン、４－ヒドロキシアセトフェノン及びこれらの混合物からなる群から
選択され：
（ｉｉ）フレーバー及び／又はフラグランスは、精油並びにアルデヒド、ケトン、アルコ
ール、エーテル、エステル、炭化水素及びこれらの混合物をベースとしたフラグランス及
びフレーバー等、合成及び天然フラグランス及びフレーバーから選択される。
【０１７７】
　本発明の他の目的は、少なくとも１つの式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体または少なく
とも１つの式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を含有する（フレーバー）組成物を局所投与
することにより、脇の下および足裏から生じる不快な体臭に対抗する方法に関する。特に
本発明は、少なくとも１つの式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体の使用又は少なくとも１つ
の式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を含有する（フレーバー）組成物の使用に関する。
【０１７８】
　式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体に関する説明及び実施例は、式（Ｉ）のアセトフェノ
ン誘導体に関する方法及び使用にも適用されるため、さらなる繰り返しの説明を省略する
。
【産業上の利用可能性】
【０１７９】
　　本発明の式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体は、洗剤及びクリーナー等、特に化粧品及
び薬剤、及び家庭用製品の組成物に有用である。
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　　従って、本発明の重要な目的は、上述したフレーバー又はフラグランス成分を含有す
る化粧品又は薬剤組成物、又は家庭用組成物に関する。
【０１８０】
　　本発明の化粧品組成物は、好ましくは以下を含有する：
　（ａ）０．０５～５％（重量基準）の、式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体、
　（ｂ）０．０５～５％（重量基準）の、フレーバー又はフラグランス、
　（ｃ）０．０５～１０％（重量基準）の、親油性成分、
　（ｄ）５０～９９％（重量基準）の水、
　（ｅ）０．５～２５％（重量基準）の乳化剤または界面活性剤、
　（ｆ）０～５０％（重量基準）のアルコール、
　及び、任意で
　（ｇ）０～３５％（重量基準）、好ましくは２～３０％（重量基準）、さらに好ましく
は５～３０％（重量基準）の油成分及び／またはワックス、
　（ｈ）０～約２５％（重量基準）の有効成分、を含有し、
　任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％となることを条件とする。
【０１８１】
　　特に、化粧品組成物はエマルジョンであり、化粧品組成物の脂肪相は、成分（ｃ）及
び（ｇ）によって組成され、安定したエマルジョンを生成するために、化粧品組成物の全
体量に対する脂肪相は、４５％（重要基準）以下、好ましくは４０％である。
【０１８２】
　　他の好ましい実施例においては、本発明の組成物は以下の成分を含有する：
　（ａ）式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体を、０．０５～５％（重量基準）、好ましくは
０．１～２％（重量基準）、さらに好ましくは０．２～１％（重量基準）の範囲で含有し
、
　（ｂ）フレーバー及び／またはフラグランスを、０．０５～５％（重量基準）、好まし
くは０．１～４％（重量基準）、さらに好ましくは０．１５～２％（重量基準）の範囲で
含有し、
　（ｃ）親油性成分を、０．０５～１０％（重量基準）、好ましくは０．１～５％（重量
基準）、さらに好ましくは０．２～３％（重量基準）の範囲で含有し、
　（ｄ）界面活性剤及び／又はエマルジョンを、０．５～２５％（重量基準）、好ましく
は１～２０％（重量基準）、さらに好ましくは４～１０％（重量基準）の範囲で含有し、
　（ｅ）アルコールを、０～５０％（重量基準）、好ましくは０～３０％（重量基準）、
さらに好ましくは０～２５％（重量基準）の範囲で含有する。
　ただし、任意の添加成分と併せて、全組成物の合計が１００％となることを条件とする
。
【０１８３】
　　本発明の組成物は、好ましくは水ベースであり、最終製品のうち最大９９重量％、好
ましくは９５重量％で含まれる。
【０１８４】
　　本発明の組成物は、ｏ／ｗ、ｗ／ｏ、または複数のｏ／ｗ／ｏ又はｗ／ｏ／ｗエマル
ジョンであってよい。
　これらは、例えばローション、クリーム、スティックとしての中間品または最終製品と
して使用される。
【０１８５】
　　本発明の他の目的は、化粧品または家庭用組成物を生成する手順に関し、
　（ｉ）少なくとも本発明のフレーバー組成物を準備する手順と、
　（ｉｉ）化粧品または家庭用ベース製剤を準備する手順と、
　（ｉｉｉ）手順（ｉ）の組成物と手順（ｉｉ）の製剤とを混合する手順と、を含む。
【実施例】
【０１８６】
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＜実施例１＞
エタノール水を含有するデオドラントスプレー
【表１】

　ネフェロ分析濁度ユニットの著しい減少からも判明するように、４－ヒドロキシアセト
フェノン（表１）を添加することにより、デオドラントスプレー製剤の香油の溶解が改善
する。香料番号９６２２５６、９０６９５９、９０６９５８、９０６９５７、９０６９６
２、９０６９６１を使用した場合であっても、同様の結果となることが確認されている（
表８～１４）。
【０１８７】
＜実施例２＞
エタノール水を含有するマウスウォッシュ濃縮物
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【表２】

　ネフェロ分析濁度ユニットの著しい減少からも判明するように、４－ヒドロキシアセト
フェノンを添加することにより、マウスウォッシュ濃縮物製剤のミントフレーバー油の溶
解が改善する（表２）。
【表３】

 
【０１８８】
＜実施例３＞
シャンプー
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【表４】

　ネフェロ分析濁度ユニットの著しい減少からも判明するように、４－ヒドロキシアセト
フェノンを添加することにより、シャンプー製剤の中性油の溶解が改善する（表４）。
【０１８９】
＜実施例４＞
シャンプー

【表５】

　ネフェロ分析濁度ユニットの著しい減少からも判明するように、４－ヒドロキシアセト
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フェノンを添加することにより、シャンプー製剤の中性油の溶解が改善する（表４）。
【０１９０】
＜実施例５＞
４－ヒドロキシアセトフェノンによるジヒドロミルセノールの臭気強度の増加
　溶液１０ｍｌが吸い取り紙に滴下され、室温で保管された。吸い取り紙は１３人のパネ
リストが、ａ２－ＡＦＣ試験（ＩＳＯ５４９５、ペア比較）をすることによって評価され
た。パネリストは強度指数が高いサンプルを選択した後、両方のサンプルを１～９のスケ
ールで評価した（１：無臭、９：非常に強い臭い）。平均及び標準偏差は、１３人のパネ
リストによる査定に基づき計算された。
【表６】

結果：４－ヒドロキシアセトフェノンと結合した場合、１時間後、ジヒドロミルセノール
は高い強度指数を示した（表６）。
【０１９１】
＜実施例６＞
４－ヒドロキシアセトフェノンによるトイレの悪臭の減少
　１５人のパネリストは、５００ｍｌのガラス製ボトルに入れられたサンプルを評価した
。１ｍｌのサンプル（９ｍｌのジエチルフタレートで溶解）及び１ｍｌのトイレ悪臭（ク
エン酸トリエチル１％溶液）が、吸い取り紙の異なる場所に滴下された。吸い取り紙はガ
ラス製ボトルに配置され、１６時間以上封止され、安定化された。悪臭強度は、「６」を
悪臭サンプルの基準数値とし、１（無臭）から９（高い悪臭）として査定された。強度指
数の平均及び標準偏差は、３回の独立した試験によって計算された。



(57) JP 6770896 B2 2020.10.21

10

20

【表７】

結果：悪臭が維持されたトイレの臭気が６.０であるのに対し、４－ヒドロキシアセトフ
ェノンが芳香されたトイレ悪臭の強度数値は２.５０であった。これによって、４－ヒド
ロキシアセトフェノンがトイレ悪臭を強く減少することが判明した（表７）。
【０１９２】
＜実施例７＞
香料油組成物
　以下の表８～１４に表された香油組成物は、本発明の式（Ｉ）のアセトフェノン誘導体
と結合される。
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【表８】



(59) JP 6770896 B2 2020.10.21

10

20



(60) JP 6770896 B2 2020.10.21

10

20

30

【表９】
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【表１０】
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【表１１】
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【表１２】
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【表１３】
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【表１４】



(70) JP 6770896 B2 2020.10.21

10

20

 



(71) JP 6770896 B2 2020.10.21

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｋ   8/368    (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/368    　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/46     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/46     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/42     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/42     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/37     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/37     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/365    (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/365    　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/89     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/89     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｑ  15/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   15/00     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   11/00     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/02     (2006.01)           Ａ６１Ｑ    5/02     　　　　        　　　　　
   Ａ６１Ｑ  13/00     (2006.01)           Ａ６１Ｑ   13/00     １０１　        　　　　　
   Ａ６１Ｌ   9/01     (2006.01)           Ａ６１Ｌ    9/01     　　　Ｊ        　　　　　
   　　　　                                Ａ６１Ｌ    9/01     　　　Ｈ        　　　　　
   　　　　                                Ａ６１Ｌ    9/01     　　　Ｑ        　　　　　
   　　　　                                Ａ６１Ｌ    9/01     　　　Ｖ        　　　　　

(72)発明者  ペサロ　マヌエル
            ドイツ　３７６８８　ベーヴェルンゲン　シュロッソフ　３ｃ

    審査官  駒木　亮一

(56)参考文献  特表２００７－５１５３８０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　８／００－８／９９
              Ａ６１Ｑ　１／００－９０／００
              Ｃ１１Ｂ１／００－１５／００；Ｃ１１Ｃ１／００－５／０２
              Ｃ１１Ｄ１／００－１９／００
              Ａ６１Ｌ９／００－９／２２
              Ａ４６Ｂ１／００－１７／０８；Ａ４６Ｄ１／００－９９／００
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
              　
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

